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ご
あ
い
さ
つ第

71
回
岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　

会 

長　

柴　
田　
　
和　
子

　

県
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
祭
典
と
し
て
定
着
し
て
お
り
ま
す
岩
手
芸
術
祭
も
、
多
く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
な
が

ら
こ
れ
ま
で
回
を
重
ね
、
第
71
回
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
手
芸
術
祭
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
よ
り
人
々
の
心
に
潤
い
を
与
え
よ
う
と
す
る
先

人
の
努
力
に
よ
り
昭
和
22
年
に
始
ま
っ
て
以
来
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
毎
年
開
催
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
時
代
を
経
て
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

様
々
な
団
体
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
作
り
上
げ
る
舞
台
と
し
て
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
「
総
合
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
、
10
月
に
岩
手
県
民
会
館
で
、
翌
１
月
に
は
宮
古
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
の

文
化
芸
術
の
魅
力
を
総
合
的
に
発
信
す
る
場
が
増
え
る
こ
と
で
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
鑑
賞
の
機
会
も
増
え
、
岩
手

芸
術
祭
の
一
層
の
盛
り
上
が
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
、
今
後
更
な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
継
続
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
総
合
テ
ー
マ
に
は
「
こ
の
手
か
ら　

広
が
る
世
界　

繋
が
る
文
化
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
の

と
お
り
、
今
後
の
芸
術
祭
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
創
造
の
輪
を
広
げ
、
次
世
代
へ
と
確
実
に
継
承
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

こ
こ
に
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
の
記
録
を
ま
と
め
ま
し
た
。
本
記
録
を
芸
術
文
化
活
動
の
参
考
資
料
と
し
て
御
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
岩
手
芸
術
祭
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
岩
手
県
を
は
じ
め
と

す
る
各
主
催
者
団
体
並
び
に
各
市
町
村
、
関
係
団
体
、
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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─ 4 ── 5 ─

　

71
回
目
と
な
る
平
成
30
年
度
の
岩
手
芸
術
祭
は
、
県
民
の
優

れ
た
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
発
表
と
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
盛
岡
市
を
は
じ
め
県
内
各
地
で
美
術
展
、
小
・
中
学
校

美
術
展
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
、
音
楽
、
舞
踊
な
ど
の
舞
台
公
演

等
、
さ
ら
に
は
県
民
文
芸
作
品
集
の
刊
行
や
文
芸
祭
な
ど
多
彩

な
事
業
を
展
開
し
た
。

　

ま
た
、
全
体
で
取
り
組
ん
だ
事
業
と
し
て
は
、
開
幕
に
合

わ
せ
て
行
う
恒
例
の
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
岩
手
県
民

会
館
）、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時
開
催
の
「
芸
術
体
験
イ
ベ

ン
ト
」、
更
に
は
地
域
開
催
と
し
て
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
宮
古
・
下
閉
伊
」（
宮
古
市
民
文
化
会
館
）
が
実
施
さ
れ
た
。

県
内
の
小
中
高
校
生
、
大
学
生
、
専
門
学
校
生
な
ど
次
代
を
担

う
世
代
の
参
加
や
、
郷
土
芸
能
団
体
と
の
共
演
な
ど
、
幅
広
い

舞
台
構
成
は
、
い
ず
れ
も
好
評
を
博
し
、
県
内
の
芸
術
文
化
団

体
と
の
融
合
と
活
性
化
に
ひ
と
役
買
っ
た
。

　

一
方
、
作
品
の
応
募
状
況
は
減
少
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、

新
し
い
試
み
や
若
い
方
々
の
参
加
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
る
。

舞
台
公
演
な
ど
も
集
客
に
苦
心
し
て
い
る
部
門
が
多
く
、
各
事

業
の
入
場
者
数
は
三
万
人
弱
で
推
移
し
て
い
る
が
、
事
業
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割
近
く
の
方
が
満
足
と
回
答
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
励
み
に
更
に
多
く
の
県
民
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
運
営
し
た
い
。

第71回岩手芸術祭の概要

第71回岩手芸術祭　実施状況の概要
実　施　内　容　等

実行委員会 開幕式典／表彰式／テーマ募集／記録集作成／実行委員会
（３回）

総合フェス
テ ィ バ ル

盛岡開催（鑑賞者2,000名）／地域（宮古市）開催（鑑賞者
1,000名）

美 術 展 公募展　日本画／洋画／版画／彫刻／工芸／書道／写真／
デザイン／現代美術／水墨画（応募828点、鑑賞者3,973名）

巡回美術展 美術展上位入賞者作品77点県内７会場で巡回展示（鑑賞者
1,277名）

小 ･ 中 学
校 美 術 展

児童・生徒の書写・美術作品の公募展　小学校絵画・書写
／中学校美術・書写（応募6,160点、鑑賞者2,562名）

巡回小･中
学校美術展

小･中学校美術展全入賞作品及び入選作品の一部、合わせ
て350点を県内４会場で巡回展示（鑑賞者503名）

演 劇 ６会場で６団体が公演（鑑賞者2,055名）

伝 統 芸 能 茶会／吟詠剣詩舞道／謡と仕舞の会／華道展／邦楽のつど
い（鑑賞者4,365名）

音 楽
ソロと室内楽の調べ／ピアノ演奏会／三曲演奏会／声楽部
門演奏会／ギター音楽の夕べ／吹奏楽演奏会／合唱祭／管
弦楽フェス（鑑賞者4,031名）

舞 踊 洋舞発表会／日本舞踊発表会（鑑賞者2,803名）
演 芸 新舞踊発表会／岩手民謡まつり（鑑賞者1,920名）

移 動 公 演 新舞踊〔奥州市〕／民謡〔岩泉町〕／新舞踊〔一戸町〕
（鑑賞者598名）

県 民 文 芸
作 品 集

公募による作品集の刊行　小説／戯曲・シナリオ／文芸評論
／随筆／児童文学／詩／短歌／俳句／川柳（応募487点）

文 芸 祭
小説大会／戯曲大会／文芸評論大会／随筆大会／児童文学
大会／詩の大会／短歌大会／俳句大会／川柳大会（参加者
419名）

公募事業応募点（者）数一覧（第71回／第70回）

美

術

展

種 目 応募点数

県
民
文
芸
作
品
集

種 目 応募点数

小
･
中
学
校
美
術
展

種　　目 応募点数
日 本 画 39/28 小 説 17/15 小・絵画 3,180/3,864
洋 画 179/182 戯曲・シナリオ 7/6 小・書写 1,710/2,776
版 画 39/43 文芸評論 5/7 中・美術 357/434
彫 刻 24/24 随 筆 46/58 中・書写  913/1,010
工 芸 48/59 児童文学 11/10
書 道 172/174 詩 81/82
写 真 136/140 短 歌 74/67
デザイン 57/42 俳 句 185/187 合　計 6,160/8,084
現代美術 34/35 川 柳 61/78
水 墨 画 100/104 ピ　ア　ノ 17/18
合　計 828/831 合　計 487/510 声　　　楽 4/1
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開
幕
式
典
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

岩
手
芸
術
祭
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
平
成
30
年
10
月
６
日
㈯
、

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
満
席
と
な
る
約
２
０
０
０
人
の
観
客
を

迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
県
芸
術
文
化
協
会
専
門
団

体
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
目
の
ほ
か

「
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
郷
土
芸
能
「
中
野
七
頭
舞
」、
盛
岡
市
立
黒

石
野
中
学
校
の
合
唱
、
岩
手
女
子
高
等
学
校
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
舞
台
発
表
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
内
容
で
、
充
実
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
た
。

　

特
別
出
演
と
し
て
は
、
秋
田
県
の
「
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
・
西
馬
音
内
盆
踊
り
」
を
招
聘
し
た
。
全
国
的
に
も
人
気
の
高
い

盆
踊
り
で
あ
り
、
当
初
よ
り
県
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、

鑑
賞
し
た
方
々
か
ら
は
満
足
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

第
１
部
「
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
」
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
・
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
早
池
峰
神
楽「
大
償
神
楽
」（
大

償
神
楽
保
存
会
）
の
権
現
舞
で
幕
を
開
け
、
岩
手
を
代
表
す
る
文
化

団
体
、
個
人
の
舞
台
が
会
場
を
魅
了
し
た
。
第
２
部
「
思
い
を
つ
な

ぐ
」
で
は
、
岩
手
芸
術
祭
功
労
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
、
岩
手
芸
術

祭
テ
ー
マ
優
秀
作
作
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。
第
３
部
「
次
の
世
代
へ

つ
な
ぐ
」
で
は
若
い
世
代
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
出
演
者
全
員

に
よ
る
大
合
唱
な
ど
、
文
化
芸
術
の
バ
ト
ン
は
確
実
に
次
の
世
代
へ

つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
開
催
と
し
て
は
、
平
成
31
年
１
月
20
日
（
日
）
に
宮

古
市
民
文
化
会
館
を
会
場
に
「
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
総
合
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
in
宮
古
・
下
閉
伊
」
を
開
催
し
た
。

　

第
１
部
「
世
代
を
つ
な
ぐ
」、
第
２
部
「
ジ
ャ
ン
ル
を
つ
な
ぐ
、

地
域
を
つ
な
ぐ
」、
第
３
部
「
道
を
つ
な
ぐ
」
と
こ
ち
ら
も
宮
古
水

産
高
校
太
鼓
部
を
皮
切
り
に
「
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
次
々
披
露
し
た
。
終
盤
に
は
１
月
６
日
に
公
演
を
行
っ

た
ば
か
り
の
み
や
こ
市
民
劇
「
拓
け
、
い
の
ち
の
道
を
」
劇
中
歌
を

メ
ド
レ
ー
で
披
露
す
る
な
ど
、
会
場
を
沸
か
せ
る
熱
演
に
観
客
が
魅

了
さ
れ
た
。
観
客
は
１
０
０
０
人
だ
っ
た
。

○
功
労
者
表
彰
（
12
名
）

　

美 

術 

部 

門
／
菅
田
美
世
子
（
日
本
画
）・
渡
辺
鉦
悦
（
洋
画
）・

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
幸
子
（
工
芸
）・
斎
藤
渓
石
（
書
道
）・

　
　
　
　
　
　
　

井
上
美
知
子
（
デ
ザ
イ
ン
）

　

舞
台
等
部
門
／
舘
林
克
典
（
演
劇
）・
菊
谷
愛
秋
（
茶
道
）・

　
　
　
　
　
　
　

水
木
歌
菫
（
日
舞
）・
小
笠
原
太
吉
（
民
謡
）

　

文 
芸 

部 

門
／
久
保
田
久
惠
（
短
歌
）・
川
原
道
程
（
俳
句
）・

　
　
　
　
　
　
　

望
月
善
次
（
文
芸
評
論
）

　
美
術
展

　

県
民
の
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
発
表
と
鑑
賞
の
機
会
を
広

く
県
民
に
提
供
し
、
芸
術
文
化
の
創
造
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

美
術
部
門
実
行
委
員
会
の
運
営

５
月
10
日　

第
１
回
実
行
委
員
会

（
部
門
役
員
の
選
出
、
開
催
計
画
、
公
募
要
項
等
に

つ
い
て
協
議
）

５
月
31
日　

事
務
局
員
会
議

（
展
示
日
程
、印
刷
物
の
配
布
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
）

８
月
24
日　

第
２
回
実
行
委
員
会

（
開
催
日
程
、
作
品
搬
入
・
審
査
等
に
つ
い
て
協
議
）

２
月
26
日　

第
３
回
実
行
委
員
会

（
実
施
状
況
の
報
告
、
次
回
の
開
催
計
画
、
公
募
要

項
等
に
つ
い
て
協
議
）

作
品
搬
入
・
受
付

　

９
月
８
日
㈯
、
県
民
会
館
及
び
公
会
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　

応
募
点
数
は
10
種
目
で
８
２
８
点
で
あ
っ
た
。（
昨
年
は
８
３
１
点
）

作
品
審
査

　

９
月
９
日
㈰
、
各
搬
入
・
受
付
会
場
に
お
い
て
種
目
別
に
行
わ
れ

た
。
種
目
別
の
入
賞
・
入
選
作
品
数
は
次
の
と
お
り
。

　

○
日
本
画　
　

39
（
39
）　　
　

○
洋
画　
　
　

179
（
179
）

　

○
版
画　
　
　

39
（
39
）　　
　

○
彫
刻　
　
　

24
（
24
）

　

○
工
芸　
　
　

47
（
48
）　　
　

○
書
道　
　
　

149
（
172
）

　

○
写
真　
　
　

136
（
136
）　　
　

○
デ
ザ
イ
ン　

48
（
57
）

　

○
現
代
美
術　

34
（
34
）　　
　

○
水
墨
画　
　

92
（
100
）

※
（　

）
内
は
応
募
点
数

展
示
会
場
及
び
会
期　
会
場
・
岩
手
県
民
会
館
展
示
室

　

第
１
期
＝
10
月
11
日
㈭
～
14
日
㈰
〔
工
芸
・
書
道
〕

　

第
２
期
＝
10
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰
〔
日
本
画
・
版
画
・
水
墨
画
〕

　

第
３
期
＝
10
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰
〔
写
真
・デ
ザ
イ
ン・
現
代
美
術
〕

　

第
４
期
＝
11
月
１
日
㈭
～
４
日
㈰
〔
洋
画
・
彫
刻
〕

表　
彰

　

芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
及
び
部
門
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
を

11
月
23
日
に
行
っ
た
。（
会
場
・
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）

美
術
部
門
実
行
委
員
会
委
員

 

〔
日
本
画
〕
西
川
善
有
・
片
山
道
子
〔
洋
画
〕
石
川
酉
三
・
岩
渕
毅

弘
〔
版
画
〕
日
山
登
啓
・
鈴
木
和
雄
〔
彫
刻
〕
清
武
英
司
・
曽
根
達

也
〔
工
芸
〕
阿
部
裕
之
・
竹
田
康
夫
〔
書
道
〕
吉
田
晨
風
・
佐
々
木

飛
鴻
〔
写
真
〕
藤
村
政
憲
・
菊
池
克
美
〔
デ
ザ
イ
ン
〕
竹
村
育
貴
・

吉
田
康
則
〔
現
代
美
術
〕
小
笠
原
卓
雄
・
浅
倉　

伸
〔
水
墨
画
〕
鈴

木
孝
男
・
北
村
義
美
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種
目
別
の
記
録

�

日
本
画�　
芸
術
祭
賞
＝ 

「
あ
る
日
の
記
憶
」
花
立
ゆ
か
り
（
矢
巾

町
）　

優
秀
賞
＝
「
コ
ス
モ
ス
」
松
田
津
多
子
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞

＝
「
ジ
ロ
ち
ゃ
ん
の
散
歩
道
」
藤
原
妙
子
（
矢
巾
町
）
／
「
秋
宵
」

関　

尚
子
（
山
田
町
）　

部
門
賞
＝
「
秀
峰
岩
鷲
山
」
濱
田
雄
司
（
宮

古
市
）
／
「
牡
丹
花
」
平
松
比
絽
（
盛
岡
市
）
／
「
庭
の
黄
牡
丹
」

箱
石
惠
子
（
山
田
町
）

《
講
評
》　
本
年
度
は
、
新
し
い
人
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
公
募
作

品
の
サ
イ
ズ
を
小
さ
い
作
品
で
も
良
し
と
し
た
事
で
、
多
く
の
方
々

の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
出
品
作
品
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
研
鑽
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
大
き
い
作
品
に
も
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
小
品
に
つ
い
て
は
、（
小
さ
な
「
春
」
を
集
め

て
大
き
な
「
春
」
の
ア
ー
ト
に
し
よ
う
。）
と
呼
び
か
け
、「
春
」
と

い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で
制
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
日
本
画
の

展
示
会
場
全
体
が
、暖
色
の
柔
ら
か
い
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

来
年
の
小
品
の
テ
ー
マ
は「
夏
」で
す
。今
か
ら
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
賞
者
の
作
品
は
、
向
上
心
を
持
っ
て
新
た
な
試
み
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
て
、
大
き
な
成
長
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

芸
術
祭
賞
＝
「
あ
る
日
の
記
憶
」
花
立
ゆ
か
り
さ
ん
は
、
確
か
な

描
写
力
に
加
え
、
空
間
の
使
い
方
が
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
余
白
に
は

た
く
さ
ん
の
温
か
い
物
語
が
詰

ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
鑑

賞
す
る
者
の
想
像
を
か
き
立
て

ま
す
。
懐
か
し
い
想
い
に
浸
る

方
も
お
お
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
、
大
変
素
晴
ら
し
い
作

品
で
す
。

　

優
秀
賞
＝
「
コ
ス
モ
ス
」
松

田
津
多
子
さ
ん
は
、
暖
色
を
中

心
に
淡
い
色
調
に
つ
つ
ま
れ
、

豊
か
な
景
観
を
表
し
て
い
ま

す
。
人
物
の
表
現
に
も
工
夫
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

奨
励
賞
＝
「
ジ
ロ
ち
ゃ
ん
の

散
歩
道
」
藤
原
妙
子
さ
ん
は
、
お
お
ら
か
な
温
か
い
作
風
で
猫
も
花

も
可
愛
ら
し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
扱
い
に
く
い
日
本
画
の
岩
絵

の
具
も
大
変
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

奨
励
賞
＝
「
秋
宵
」
関
尚
子
さ
ん
は
、
幻
想
的
な
夜
の
世
界
を
、

整
理
さ
れ
た
植
物
の
構
成
で
遠
近
感
を
出
し
、
美
し
い
色
調
を
も
っ

て
神
秘
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
川
善
有
）

◀
日
本
画
審
査

　

審
査
員
＝
西
川
善
有　
（
岩
手
県
日
本
画
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　

片
山
道
子　
（　
　
　

 

〃　
　
　

 

副
会
長
）

�

洋
画�　

芸
術
祭
賞
＝
「
明
る
い
未
来
」
大
森
隆
義
（
東
京
都
）　

優
秀
賞
＝「
時
間
の
交
差
点
」高
橋
邦
法（
紫
波
町
）　

奨
励
賞
＝「
語

ら
い
」
佐
藤
栄
一
（
二
戸
市
）
／
「
光
射
す
」
安
部　

隆
（
花
巻
市
）　

部
門
賞
＝
「
コ
ク
リ
コ
想
い
出
」
前
川
ゆ
み
子
（
宮
古
市
）
／
「
過

ぎ
去
る
風
景-

朝-

」
金
井
保
憲
（
矢
巾
町
）
／
「
そ
ら
を
う
つ
す

-

10-

」
村
上
紘
一
（
盛
岡
市
）
／
「
地
下
水
」
伊
藤
真
理
子
（
盛

岡
市
）
／
「
刻
む
」
平
山
由
紀
子
（
盛
岡
市
）
／
「
隠
坊
」DJ RIP

（
盛

岡
市
）
／
「
化
身
木
Ⅱ
」
山
根
ノ
ブ
子
（
山
田
町
）
／
「
驟
雨
の
中

を
」
黒
澤
笑
子
（
奥
州
市
）
／
「
秋
を
流
れ
る
」
工
藤
哲
郎
（
岩
泉
町
）

／
五
月
の
ひ
か
り
（
Ⅱ
）」
八
木
毅
（
盛
岡
市
）
／
「
守
護
神
の
い

る
町
」
武
藤　

章
（
宮
古
市
）
／
「
北
国
の
鹿
」
川
杉
雅
江
（
北
上

市
）
／
「
花
」
飯
高
幹
子
（
滝
沢
市
）
／
「
ク
リ
ム
ト
（
ブ
ブ
ン
）」

水
上
清
美
（
久
慈
市
）
／
「
雨
音
」
藤
田
も
も
絵
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
昨
年
度
よ
り
微
減
の
１
７
９
点
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
３

年
は
２
０
０
点
に
届
か
な
い
出
品
数
で
あ
り
、
減
少
傾
向
が
危
惧
さ

れ
る
。

　

常
連
作
家
の
安
定
感
の
あ
る
作
品
か
ら
、
若
い
作
家
の
新
鮮
な
表

現
意
欲
に
溢
れ
る
作
品
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
展
示
と
な
っ

た
。
時
代
性
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
、
具
象
・
半
具
象
の
作
品
が
増
え

て
い
る
。

　

芸
術
祭
賞
、
大
森
隆
義
さ
ん
の
『
明
る
い
未
来
』
は
中
心
や
視
線

誘
導
の
作
用
を
も
た
な
い
均
一
な
画
面
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
オ
ー
バ

ー
な
絵
作
り
を
意
識
し
、
公
団
住
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
を
描
い
た
。
縦
横

に
繰
り
返
さ
れ
る
直
線
の
パ
タ
ー
ン
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
が

色
彩
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
陽
射
し
の
中
の
、
そ
の
調
和
の
と

れ
た
不
規
則
性
の
中
に
明
る
い
未
来
を
表
現
し
て
い
る
。

　

優
秀
賞
の
高
橋
邦
法
さ
ん
の

『
時
の
交
差
点
』
は
、
安
定
感

の
あ
る
描
写
と
巧
み
な
画
面
構

成
で
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起

さ
せ
る
独
特
な
世
界
を
描
い
て

い
る
。
一
つ
一
つ
の
モ
チ
ー
フ

や
構
成
か
ら
意
味
の
読
み
取
り

は
鑑
賞
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

が
、
確
か
な
技
術
が
画
面
の
説

得
力
を
高
め
て
い
る
。

　

奨
励
賞
の
佐
藤
栄
一
さ
ん
の

『
語
ら
い
』
は
中
高
齢
夫
婦
の

会
話
を
力
強
い
表
現
で
描
い
て

い
る
。
家
族
を
花
で
表
現
し
、

▶
洋
画
審
査
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笑
顔
に
包
ま
れ
た
暖
か
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
奨
励
賞
の
安
部
隆
さ
ん
の
『
光
射
す
』
は
、
雑
木
林
の
中

に
光
が
射
し
込
む
光
景
を
、
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
な

が
ら
叙
情
的
に
描
い
て
い
る
。
身
近
に
あ
る
心
惹
か
れ
た
一
週
の
風

景
を
忠
実
に
表
現
し
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
は
、
小
ぶ
り
な
作
品
が
多
か
っ
た
が
、
小
作
品
で
も

密
度
が
高
く
見
応
え
の
あ
る
作
品
も
あ
っ
た
。
丁
寧
に
描
き
込
ま
れ

た
意
欲
作
が
多
く
、
芸
術
祭
に
か
け
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

自
由
で
斬
新
な
発
想
、
描
く
対
象
と
自
己
の
テ
ー
マ
の
掘
り
下
げ
の

深
度
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
に
期
待
し
た
い
。

　
　
（
岩
渕
毅
弘
）

　
審
査
員
＝
洋
画
部
門
理
事

�

版
画�　
芸
術
祭
賞
＝
「
ハ
ジ
メ
ニ
西
岩
手
山
ア
リ
キ
」
日
山
登
啓

（
盛
岡
市
）　

優
秀
賞
＝
「
田
起
こ
し
代
か
き
５
月
５
日
」
中
村
文
子

（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「
キ
ミ
ガ
キ
ニ
ナ
ル
」
渡
辺
万
里
（
盛
岡
市
）

／
「
悠
久
」
源
新
和
子
（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝
「IN

 BO
U

1

」「IN
 

BO
U

2

」DJ RIP

（
盛
岡
市
）／「
海
峡
／T

em
pest

」鈴
木
和
雄（
矢

巾
町
）
／
「U

sinaisim
ono

」
伊
藤
真
理
子
（
盛
岡
市
）
／
「U

rei

」

鷲
田
剛
生
（
滝
沢
市
）

《
講
評
》　
毎
年
、
新
た
な
作
品

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
審
査

に
当
た
っ
て
い
る
。
初
め
て
の

方
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
続
け
て

出
し
て
い
る
方
々
が
ど
の
よ
う

な
作
品
を
出
品
し
て
く
る
の

か
、
前
回
と
は
違
う
何
か
を
い

つ
も
期
待
し
て
い
る
。
前
年
の

合
評
会
で
お
会
い
し
た
方
々
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
作
品
と

出
会
う
の
は
嬉
し
い
も
の
で
あ

る
。

　

今
年
の
出
品
数
は
木
版
画
18

点
、
銅
版
画
14
点
、
紙
版
画
５

点
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
２
点
の
39
点
と
多
く
は
な
い
が
学
生
、
社

会
人
、
ベ
テ
ラ
ン
と
出
品
者
24
名
の
年
齢
構
成
は
幅
広
い
。

　

芸
術
祭
賞
の
日
山
登
啓
さ
ん
の
木
版
画
「
ハ
ジ
メ
ニ
西
岩
手
山
ア

リ
キ
」
は
、
多
色
刷
り
の
技
術
を
駆
使
し
た
重
厚
な
色
彩
と
生
き
生

き
し
た
山
肌
の
表
現
に
よ
る
風
格
の
あ
る
山
岳
風
景
で
あ
る
。

　

優
秀
賞
の
中
村
文
子
さ
ん
「
田
起
こ
し
代
か
き
５
月
５
日
」
は
、

不
思
議
な
形
状
の
雲
の
下
、
水
の
入
っ
た
小
さ
な
な
水
田
と
轍
の
跡

を
銅
版
画
の
陰
影
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
風
景
に
変
身
さ
せ
て
い
る
。

◀
版
画
審
査

　

奨
励
賞
の
渡
辺
万
里
さ
ん
「
キ
ミ
ガ
キ
ニ
ナ
ル
」
は
、
銅
板
の
細

や
か
な
線
と
淡
い
色
彩
に
よ
り
野
の
植
物
に
寄
せ
る
思
い
を
詩
的
に

捉
え
た
作
品
。
同
賞
の
源
新
和
子
さ
ん
「
悠
久
」
は
、
木
版
に
よ
る

直
感
的
な
掘
り
と
色
の
重
な
り
が
う
ま
く
い
っ
た
。
長
い
年
月
を
経

た
巨
木
に
対
す
る
感
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

部
門
賞
の
木
版
で
は
、
繰
り
返
す
シ
ン
プ
ル
な
形
が
ユ
ー
モ
ラ

ス
なD

J RIP

さ
ん
の
「IN

　

BO
U

1,2

」、
目
だ
け
を
大
胆
に
表

現
し
た
鷲
田
剛
生
さ
ん
の
「U

rei

」。
銅
版
で
は
荒
れ
た
海
と
空

の
表
現
が
物
語
性
を
感
じ
さ
せ
る
鈴
木
和
雄
さ
ん
の
「
海
峡
／

T
em

pest

」。
紙
版
で
は
、
人
体
の
重
な
り
が
奇
妙
な
影
絵
の
よ
う

な
伊
藤
真
理
子
さ
ん
の
「U

sinaisim
ono

」
が
受
賞
し
た
。

　

今
回
は
作
品
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
自
身
の
版
画
作
品
を
よ
り
高

め
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、
魅
力
の
あ
る
作
品
が
多
か

っ
た
。来
年
度
の
新
た
な
作
品
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
田
村
晴
樹
）

　

審
査
員
＝
阿
部
陽
子
（
版
画
家
）

　
　
　
　
　

田
村
晴
樹
（
画
家
）

彫
刻�　

芸
術
祭
賞
＝
「spring-2018

」
八
重
樫
篤
（
一
関
市
）　

優
秀
賞
＝
「
象
徴
と
し
て
の
男
性　

象
徴
と
し
て
の
女
性
」
山
岸　

稜
（
東
京
都
）　

奨
励
賞
＝
「m

nem
osyne

」
半
田
颯
音
（
新
潟
県
）

／
「
遠
野
コ
ラ
ー
ジ
ュ
物
語
」
佐
藤
芳
宏
（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝

「
17
歳
」
菅
井
孝
子
（
盛
岡
市
）
／
「
揺
ら
ぐ
」
夕
向
杏
奈
（
矢
巾
町
）

《
講
評
》　
彫
刻
部
門
へ
の
応
募
は
、昨
年
度
と
同
じ
24
点
で
あ
っ
た
。

人
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
多
か
っ
た
点
は
、
こ
こ
数
年
の
傾
向

と
変
化
が
な
か
っ
た
。
全
体
評
を
含
め
受
賞
作
に
つ
い
て
は
、
審
査

員
の
山
内
正
宣
氏
の
講
評
を
掲
載
す
る
。

　
『
作
品
と
真
摯
に
向
き
合
う
作
家
の
姿
勢
が
、
創
意
に
富
ん
だ
個

性
豊
か
な
表
現
に
結
び
つ
い
て

い
た
も
の
の
、
人
体
を
題
材
と

し
た
写
実
的
表
現
が
中
心
で
、

挑
戦
的
な
試
み
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
芸
術
祭
賞
の

八
重
樫
篤
さ
ん
の
作
品
は
、
見

え
な
い
部
分
を
含
め
て
努
力
の

跡
が
感
じ
ら
れ
、
独
特
の
造
形

感
覚
に
よ
る
魅
力
的
な
表
現
で

あ
る
。
優
秀
賞
の
山
岸
稜
さ
ん

の
作
品
は
、
独
自
の
人
物
表
現

を
追
求
す
る
意
図
が
強
く
に
じ

み
出
た
力
作
で
あ
る
。
次
の
展

開
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
。

▶
彫
刻
審
査
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奨
励
賞
の
半
田
颯
音
さ
ん
の
作
品
は
、
流
木
を
効
果
的
に
取
り
入
れ

雰
囲
気
の
あ
る
内
容
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
安
定
感
は
あ
る
が
、
動

き
を
意
識
し
た
表
現
に
ひ
と
工
夫
ほ
し
い
。
同
じ
く
佐
藤
芳
宏
さ
ん

の
作
品
は
、遠
野
物
語
の
世
界
観
を
独
自
の
感
性
で
表
現
し
て
い
る
。

部
門
賞
の
菅
井
孝
子
さ
ん
の
作
品
は
、
造
形
的
な
強
さ
と
落
ち
着
い

た
色
合
い
の
着
色
が
調
和
し
、
強
い
存
在
感
が
あ
る
。
同
じ
く
夕
向

杏
奈
さ
ん
の
作
品
は
、
粗
さ
は
あ
る
も
の
の
髪
の
表
現
を
工
夫
す
る

こ
と
で
、
動
き
の
あ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
、
彫
刻
部

門
を
長
年
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
充
実
し
た
作
品
が
数
多
く
出

品
さ
れ
た
。
内
容
的
に
は
申
し
分
な
く
、
ど
の
作
品
が
受
賞
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
私
の
審
査
方
針
と
し
て
、
あ
え

て
出
品
回
数
の
少
な
い
方
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
昨

年
度
に
続
い
て
審
査
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
作
家
が
出

品
す
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
彫
刻
部
門
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持

つ
も
の
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ベ
テ
ラ
ン
と
新
人
の
相
乗
効
果

に
よ
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。』

　

１
年
間
の
制
作
の
集
大
成
と
な
る
作
品
発
表
の
場
と
し
て
、
出
品

さ
れ
る
方
々
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
展
覧
会
を
目
指

し
て
事
務
局
と
し
て
精
一
杯
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
武
英
司
）

　
審
査
員
＝
山
内
正
宣
（
彫
刻
家
）

工
芸�　
芸
術
祭
賞
＝
「
黄
昏

に
、
彼
は
何
を
想
う
の
か
」
齊

藤
未
来
（
青
森
県
）　

優
秀
賞

＝
「
儚
幻
」
青
柳
ひ
で
子
（
一

関
市
）　

奨
励
賞
＝
「
そ
よ
ぎ
」

那
須
川
重
廣（
奥
州
市
）／「
緑

陰
に
遊
ぶ
」
昆
野
明
栄
（
遠
野

市
）　

部
門
賞
＝
「
冬
に
む
か

う
サ
ン
プ
ル
」
高
橋
由
美
（
花

巻
市
）
／
「
欅
造
盛
器
」
大
森　

翼
（
宮
古
市
）
／
「
銚
子
『
白

柚
子
』」
澤
野
諒
和
（
盛
岡
市
）

／
「
風
の
盆
」
鈴
木
正
二
（
奥

州
市
）
／
「
16
面
削
り
花
器
」

佐
藤
鉄
男
（
北
上
市
）

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
工
芸
部
門
の
総
搬
入
数
47
点
、
昨
年

よ
り
減
少
傾
向
の
出
展
数
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
工
芸
は
多
様
な
分

野
が
あ
り
偏
り
が
出
る
場
合
が
あ
る
が
、
応
募
総
数
の
減
少
の
原
因

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

芸
術
祭
賞
は
「
黄
昏
に
、彼
は
何
を
想
う
の
か
」
が
選
出
さ
れ
た
。

齊
藤
未
来
氏
の
鋳
造
に
よ
る
作
品
、
カ
メ
を
力
強
い
フ
ォ
ル
ム
で
表

現
し
た
。
震
災
に
よ
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
三
陸
海
岸
へ
の
作
者
の

想
い
で
あ
ろ
う
か
、
海
か
ら
の
帰
還
と
し
て
自
然
が
よ
み
が
え
る
こ

と
へ
の
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
と
審
査
員
は
述
べ
て
い
る
。優
秀
賞「
儚

幻
」
漆
芸
作
品
、
青
柳
ひ
で
子
氏
は
昨
年
の
入
賞
に
引
き
続
き
の
入

賞
を
果
た
し
た
。
薄
肉
レ
リ
ー
フ
を
施
し
、
朱
や
金
彩
に
よ
り
古
代

へ
の
ロ
マ
ン
を
表
現
し
た
パ
ネ
ル
作
品
。
奨
励
賞
「
そ
よ
ぎ
」
那
須

川
重
廣
氏
の
陶
芸
作
品
。
四
角
柱
の
各
面
に
異
な
っ
た
陶
土
に
よ
り

流
れ
る
よ
う
な
模
様
を
施
し
、
全
体
と
し
て
風
を
も
感
じ
さ
せ
る
作

品
で
あ
る
。
同
奨
励
賞
に
は
「
緑
陰
に
遊
ぶ
」
が
選
出
さ
れ
た
。
昆

野
明
栄
氏
の
安
定
し
た
技
術
に
よ
る
藍
染
作
品
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
五

つ
の
大
輪
を
配
し
藍
と
白
の
対
比
が
美
し
い
。
や
は
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
の
入
賞
で
あ
る
。

　

部
門
賞
は
優
れ
た
技
量
の
織
作
品
。
木
工
に
漆
を
施
し
た
盛
器
。

伝
統
技
術
に
よ
る
酒
器
等
は
い
ず
れ
も
小
品
で
あ
る
が
好
感
の
も
て

る
佳
作
品
。
ま
た
異
な
っ
た
金
属
素
材
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
彫
金

パ
ネ
ル
作
品
。
幾
何
学
が
美
し
い
陶
作
品
が
あ
り
、
多
様
な
工
芸
分

野
か
ら
選
考
さ
れ
た
。
審
査
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
よ
り
、
前
に
述

べ
た
よ
う
な
主
な
概
要
の
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
次
年
度
の

展
覧
会
に
は
よ
り
多
く
の
出
品
者
に
よ
る
作
品
展
に
な
る
よ
う
に
期

待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
裕
之
）

審
査
員　
春
山
文
典
（
日
展
理
事
）

　
　
　
　

菊
池
房
江
（
岩
手
工
芸
美
術
協
会
会
長
）

書
道�　
芸
術
祭
賞
＝
「（
抄
）
木
馬
館
」
下
田
海
夷
（
大
船
渡
市
）　

優
秀
賞
＝「
戒
昱
詩
」熊
谷
碣
斗（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝「
謝
淞
洲
詩
」

兼
平
岱

（
軽
米
町
）
／
「
盧
綸
詩
」
清
水
嶺
鵬
（
宮
古
市
）　

部

門
賞
＝
「
身
に
沁
み
て
」
餘
目
彩
佳
（
盛
岡
市
）
／
「
蘇
軾
詩
」
石

井　

縁（
盛
岡
市
）／「
新
古
今
和
歌
集
よ
り
」小
野
茜
葉（
盛
岡
市
）

／
「
七
言
律
詩
」
片
方
正
明
（
北
上
市
）
／
「
馮
夢
禎
詩
」
工
藤
汀

苑
（
盛
岡
市
）
／
「
月
下
の
一
群
よ
り
」
小
針
寛
乃
（
宮
城
県
）
／
「
韓

詩
」
千
葉
桂
華
（
紫
波
町
）
／
「
新
古
今
和
歌
集
よ
り
」
千
葉
渓

萌
（
盛
岡
市
）
／
「
櫂
徳
興
」
畠
山
素
園
（
花
巻
市
）
／
「
白
楽
天

詩
」
福
井
豊
亥
（
盛
岡
市
）
／
「
張
問
陶
詩
」
堀
野
裕
如
（
二
戸
市
）

／
「
季
模
詩
」
山
口
穂
乃
果
（
盛
岡
市
）
／
「
山
頭
火
の
句
」
横
田

朗
子
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
出
品
点
数
１
７
２
点
、
入
賞
入
選
作
品
１
４
９
点
、
展
示

作
品
は
公
募
、
招
待
、
審
査
員
合
わ
せ
て
１
７
２
点
。
近
年
続
く
高

齢
化
の
影
響
等
で
懸
念
さ
れ
た
出
品
点
数
も
ほ
ぼ
昨
年
並
み
で
、
公

募
作
品
に
は
丹
念
に
書
き
込
ま
れ
た
力
作
が
多
く
、
今
後
も
県
内
各

地
区
か
ら
の
応
募
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

芸
術
祭
賞
の
下
田
海
夷
さ
ん
（
大
船
渡
市
）
の
作
は
、
余
白
の
空

◀
工
芸
審
査
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間
を
支
配
し
な
が
ら
、
確
か
な

書
法
で
書
き
上
げ
た
清
涼
感
の

あ
る
熟
達
の
快
作
。
優
秀
賞
の

熊
谷
碣
斗
さ
ん
（
盛
岡
市
）
は
、

雄
大
な
運
筆
で
料
紙
と
墨
色
の

相
性
よ
ろ
し
く
多
彩
な
連
綿
線

に
強
弱
の
変
化
を
取
り
入
れ
安

定
感
の
あ
る
作
に
仕
上
げ
た
。

奨
励
賞
・
兼
平
岱

さ
ん
（
軽

米
町
）
の
行
草
作
品
は
、
行
の

振
幅
を
つ
け
な
が
ら
絶
妙
な
筆

の
開
閉
に
よ
る
運
筆
で
立
体
感

の
あ
る
力
作
。
同
じ
く
奨
励
賞

の
清
水
嶺
鵬
さ
ん
（
宮
古
市
）

の
作
品
は
、
余
白
の
美
を
際
立
た
せ
流
動
感
と
迫
力
に
満
ち
た
秀
作

で
完
成
度
が
高
い
。

　

三
賞
作
品
に
加
え
、
巡
回
展
に
は
福
井
豊
亥
さ
ん
（
盛
岡
市
）
と

工
藤
汀
苑
さ
ん（
盛
岡
市
）、堀
野
裕
如
さ
ん（
二
戸
市
）の
漢
字
作
品
、

小
野
茜
葉
さ
ん
（
盛
岡
市
）
の
仮
名
作
品
の
４
点
が
選
出
さ
れ
た
。

福
井
さ
ん
は
中
国
明
清
時
代
の
古
典
を
取
り
入
れ
た
意
欲
的
な
単
体

行
草
作
品
。
工
藤
さ
ん
は
繊
細
な
筆
致
で
多
字
数
横
作
品
を
仕
上
げ

た
。
堀
野
さ
ん
の
作
は
、
中
国
周
時
代
の
金
文
を
基
調
と
し
た
篆
書

作
品
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も
良
く
練
度
の
高
さ
が
窺
え
る
。
小
野
さ

ん
は
、
二
段
構
成
で
仕
上
げ
た
細
字
仮
名
作
品
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

強
い
線
質
で
流
れ
を
作
り
作
品
全
体
の
盛
り
上
げ
に
も
成
功
し
て
い

る
。

　

入
賞
作
品
は
い
ず
れ
も
力
感
溢
れ
る
作
が
揃
い
、
墨
量
豊
か
で
黒

と
白
の
対
比
の
美
し
い
作
品
が
目
立
っ
た
。
特
に
、
若
い
世
代
の
奮

起
が
頼
も
し
い
。

（
佐
々
木
飛
鴻
）

　
審
査
員
＝
吉
田
晨
風　
　
（
岩
手
書
道
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　

堀
内
青
巒　
　
（　
　

 

〃 　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

野
田
杏
苑　
　
（　
　

 

〃 　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

佐
々
木
飛
鴻　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

　
　
　
　
　

佐
竹
松
濤　
　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

　
　
　
　
　

松
戸
亮
濤　
　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

　
　
　
　
　

丸
若
敬
葉　
　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

写
真�　
芸
術
祭
賞
＝
「
浄
火
」
菊
地
珠
生
（
盛
岡
市
）　

優
秀
賞

＝
「snow

 drop

」
中
屋
鋪
肇
巳
（
宮
古
市
）　

奨
励
賞
＝
「
平
成

最
後
の
夏
休
み
」菊
池
賢
一（
釜
石
市
）／「
雪
の
朝
」高
橋
一
男（
盛

岡
市
）　

部
門
賞
＝「
桜
の
春
夏
秋
冬
」後
藤
靖
行（
盛
岡
市
）／「
夫

婦
」
工
藤
卓
美
（
盛
岡
市
）
／
「
境
界
」
桑
児　

元
（
盛
岡
市
）
／
「
と

う
ろ
う　

な
が
す
」
豊
田
和
彦
（
盛
岡
市
）
／
「
ハ
レ
の
日
～
馬
コ

と
と
も
に
～
」
佐
藤
智
子
（
盛
岡
市
）
／
「
ば
ん
か
ら
応
援
」
平
舘　

徹
（
盛
岡
市
）
／
「
祭
り
の
日
」
下
斗
米
光
円
（
盛
岡
市
）
／
「
お

母
さ
ん
の
愛
猫
」
森
田
洋
子
（
盛
岡
市
）
／
「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」
藤

村
政
憲
（
盛
岡
市
）
／
「
兄
弟
愛
」
照
井
敏
男
（
盛
岡
市
）
／
「H

O
T

 
SU

M
M

ER

」
川
村　

誠
（
盛
岡
市
）
／
「
お
ひ
さ
ま
シ
ャ
ワ
ー
」

齋
藤
英
明
（
盛
岡
市
）
／
「
遠
い
海
の
記
憶
」
武
藤　

章
（
宮
古
市
）

／
「
オ
ー
イ
こ
こ
に
い
る
よ
」
木
村
明
夫
（
宮
古
市
）
／
「
地
の
底

の
縄
文
」
奈
良
桐
人
（
滝
沢
市
）
／
「
家
路
。
秋
の
香
り
に
包
ま
れ
」

菅
原
江
利
子
（
奥
州
市
）
／
「
森
の
物
語
」
生
田
輝
夫
（
釜
石
市
）

／
「
緑
囲
」
遠
藤
泰
男
（
紫
波
町
）
／
「
馬
上
の
絆
」
赤
坂
満
夫
（
山

田
町
）
／
「
火
神
降
臨
」
高
澤
安
男
（
葛
巻
町
）

《
講
評
》　
「
身
近
な
絶
景
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
が
、
こ
れ
は

自
分
の
身
の
回
り
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
か
、
風
景
と
か
、
瞬

間
と
か
に
注
目
し
て
ね
と
言
う
事
で
す
が
。
そ
れ
以
上
に
「
お
約
束

の
被
写
体
を
お
約
束
の
よ
う
に
撮
る
」
じ
ゃ
な
く
て
。
自
分
な
り
の

目
線
と
か
、
自
分
な
り
の
興
味
で
も
っ
て
、
被
写
体
を
と
ら
え
て
い

く
事
が
大
事
だ
と
言
う
事
。
今
回
の
作
品
は
、自
分
の
好
き
な
風
景
、

自
分
の
好
き
な
瞬
間
、
そ
う
い
う
も
の
を
捉
え
て
い
る
人
が
多
く
て

す
ご
く
良
か
っ
た
。

　

組
み
写
真
が
も
う
少
し
多
く
て
も
良
い
か
な
と
思
っ
た
。
組
み
写

真
の
延
長
線
上
に
単
写
真
の
作
品
が
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
組
み
写

真
を
や
っ
て
み
よ
う
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
ん
で
み
よ
う
、
１
つ
の
ド

ラ
マ
を
作
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
処
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

　

芸
術
祭
賞
「
浄
火
」
菊
地
珠
生
／
見
て
パ
ン
チ
の
あ
る
絵
、瞬
間
、

仁
王
立
ち
の
フ
ン
ド
シ
の
男
、
す
べ
て
の
要
素
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

写
真
的
に
言
う
と
距
離
感
が
ち
ょ
う
ど
良
い
。
人
物
に
近
づ
い
て
も

違
う
か
な
と
思
う
し
、離
れ
る
と
火
の
迫
力
が
出
な
い
。
絵
の
力
と
、

そ
の
瞬
間
、
お
い
し
い
処
を
、
冷
静
に
写
真
の
中
に
お
さ
め
た
処
が

評
価
で
き
る
。

　

優
秀
賞
「snow

 drop

」
中

屋
鋪
肇
巳
／
無
人
駅
の
中
で
ど

ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
見
続
け
て
写
真

と
語
り
た
く
な
る
写
真
。
ス
ト

ー
リ
ー
感
が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル

に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構
図
。

精
巧
に
で
き
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
か

な
に
か
、
そ
う
い
う
世
界
観
。

シ
ン
プ
ル
な
く
せ
に
ド
ラ
マ
テ

ィ
ッ
ク
。

　

奨
励
賞
「
平
成
最
後
の
夏
休

▶
写
真
審
査

◀
書
道
審
査
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み
」菊
池
賢
一
／
み
ず
み
ず
し
い
表
情
を
狙
っ
て
撮
っ
た
と
思
う
が
、

想
像
以
上
に
水
の
躍
動
感
を
止
め
た
。
面
白
み
の
あ
る
瞬
間
、
二
人

の
良
い
表
情
を
撮
れ
た
、
後
ろ
の
空
が
良
い
。
思
い
切
り
寄
っ
た
の

が
良
い
。
水
を
か
ぶ
る
く
ら
い
の
距
離
で
撮
っ
た
迫
力
が
良
い
。

　

奨
励
賞
「
雪
の
朝
」
高
橋
一
男
／
背
景
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

水
面
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
表
情
。
白
鳥
を
ち
ょ
っ
と
左
に
寄
せ
た

こ
と
で
、
右
の
空
間
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
た
。
絶
妙
な
瞬
間
を
と

ら
え
た
バ
ラ
ン
ス
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
が
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
切
大
輔
）

　

審
査
員
＝
熊
切
大
輔　
（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）

�

デ
ザ
イ
ン�　
【
自
由
】
芸
術
祭
賞
＝
「
サ
ケ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
イ

ッ
キ
飲
み
撲
滅
月
間
。」
佐
々
木
海
太
郎
（
盛
岡
市
）　

優
秀
賞
＝

「
よ
う
こ
そ
釜
石
」
大
野
晃
平
（
釜
石
市
）　

奨
励
賞
＝
「H

A
PPY

 
BIRT

H
D

A
Y

(L)(R)

」
小
山
田
拓
司
（
盛
岡
市
）
／
「
イ
ン
ゴ
ダ
ケ

（
毒
）」D

J RIP

（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝
「
宮
沢
賢
治
家
族
の
肖
像
」

「
宮
沢
賢
治
家
族
の
肖
像
Ⅱ
」
吉
田
康
男
（
盛
岡
市
）
／
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

白
石
幸
久
（
矢
巾
町
）
／
「
ソ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
小
田
島
凌
一
（
釜

石
市
）
／
「
春
の
遠
野
」
村
野
充
弘
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
近
年
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
の
拮
抗
が
目
立
っ
て
い
た
が
、

今
年
は
若
手
と
新
た
な
作
家
の
活
躍
が
著
し
い
回
と
な
っ
た
。
特
に

も
、
斬
新
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
秀
作
が
上
位
に
溢
れ

た
。
ま
た
、
佐
々
木
海
太
郎
さ

ん
は
自
由
部
門
、
課
題
部
門
の

両
部
門
で
最
高
賞
を
達
成
さ
れ

た
。

　

芸
術
祭
賞
・
佐
々
木
さ
ん
の

［
サ
ケ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
］［
イ

ッ
キ
飲
み
撲
滅
月
間
。］
は
、

古
典
的
な
筆
絵
で
現
代
の
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
を
表
現
し
た
作

品
。
大
型
ポ
ス
タ
ー
の
２
連

作
品
の
見
ご
た
え
も
充
分
だ
。

優
秀
賞
・
大
野
さ
ん
の
［
よ

う
こ
そ
釜
石
］
は
、
釜
石
の
魅
力
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だSF

タ
ッ
チ
の
イ
ラ
ス
ト
作
品
。
奨
励
賞
・
小
山
田
さ
ん
の
［H

A
PPY

 
BIRT

H
D

A
Y

(L)

（R

）］
は
、
宗
教
画
の
モ
チ
ー
フ
を
独
自
の
表
現

で
コ
ミ
カ
ル
に
仕
上
げ
た
。
奨
励
賞
・D

J RIP

さ
ん
の
［
イ
ン
ゴ

ダ
ケ
（
毒
）］
は
、全
て
手
書
き
で
描
き
き
ら
れ
て
い
る
。
大
野
さ
ん
、

小
山
田
さ
ん
、D

J RIP

さ
ん
の
作
品
は
秀
逸
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
で
細
部
ま
で
楽
し
め
る
作
品
。
部
門
賞
・
吉
田
さ
ん
は
、
宮
澤

賢
治
の
代
表
作
を
家
族
の
肖
像
と
し
て
構
成
し
た
力
作
。
白
石
さ
ん

◀
デ
ザ
イ
ン
審
査

は
、
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軽
や
か
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
表

現
。
小
田
島
さ
ん
は
コ
ミ
カ
ル
な
言
葉
遊
び
で
現
代
日
本
を
風
刺
、

村
野
さ
ん
は
春
の
一
場
面
を
爽
や
か
な
線
画
で
表
現
。

　

課
題
部
門
、
金
賞
・
佐
々
木
海
太
郎
さ
ん
の
［
吾
輩
は
緑
で
あ
る
］

は
、
紙
資
源
と
森
林
と
の
関
係
性
を
大
胆
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
表
現
。

タ
イ
ト
ル
の
「
緑
」
に
対
し
て
、
赤
の
配
色
が
危
機
感
の
警
鐘
を
感

じ
さ
せ
る
。
銀
賞
の
吉
田
さ
ん
の
［
そ
れ
は
エ
サ
じ
ゃ
な
い
！
］
は
、

垂
直
に
降
下
す
る
水
鳥
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
水
上
の
ゴ
ミ
を
動
物
が
エ

サ
と
勘
違
い
を
す
る
現
代
の
ゴ
ミ
問
題
を
表
現
。
銅
賞
の
佐
々
木
優

子
さ
ん
の
［
忍
び
寄
る
影
響
］
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
細

か
な
粒
子
と
な
り
海
洋
生
物
の
体
内
に
取
り
込
ま
れ
、
食
卓
か
ら
私

達
の
体
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
問
題
だ
。
ま
だ
認
知
が
浅
い
問
題
の

た
め
静
か
な
る
警
鐘
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
だ
。

　

今
後
も
作
品
制
作
に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
を
磨
き
、
新
た

な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
の
開
拓
を
期
待
し
た
い
。　

　
　
（
竹
村
育
貴
）

　

審
査
員
＝
長
谷
川
羊
介
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
　
　
　
　

竹
村
育
貴
（
岩
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
会
長
）

�

現
代
美
術�　
芸
術
祭
賞
＝
「
か
わ
か
な
い
あ
い
な
ら
ほ
し
い
つ

か
い
す
て
」
松
田
航
平
（
盛
岡
市
）　

優
秀
賞
＝
「
あ
る
日
の
太
陽

（2018.4.14

）」
鈴
木
研
作
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「
グ
ル
ン
グ
ル
ン
」

渡
邉
若
子
（
花
巻
市
）
／
「SA

Y
O

N
A

RA

」
伊
藤
真
理
子
（
盛
岡

市
）　

部
門
賞
＝
「
滅
び
な
い
生
き
と
し
生
け
る
も
の
（
十
五
）」
浅

倉　

伸
（
盛
岡
市
）
／
「
極
楽
浄
土
」
く
ど
う
せ
つ
こ
（
盛
岡
市
）

／
「
モ
ナ
リ
ザ
（
ペ
ー
パ
ー
ク
リ
ン
グ
）」
遠
藤
昭
子
（
北
上
市
）

／
「
そ
ら
を
う
つ
す
―
９
」
村
上
紘
一
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
私
に
と
っ
て
今
回
が
２
度
目
の
審
査
と
な
っ
た
。
美
術
と

い
う
枠
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、

い
ず
れ
の
作
品
も
ま
っ
た
く
違

う
方
向
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
今

回
、募
集
要
項
か
ら
「
前
衛
的
」

と
い
う
言
葉
が
消
え
た
。
前
衛

芸
術
運
動
は
、
過
去
の
束
縛
を

振
り
払
う
た
め
今
ま
で
に
な
い

斬
新
な
表
現
を
試
み
て
き
た
。

そ
の
束
縛
が
す
で
に
消
え
、
新

た
な
価
値
の
創
造
へ
と
歩
を
進

め
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
改
め

て
見
え
て
き
た
の
は
「
異
な
る

も
の
た
ち
の
共
存
」
と
い
う
言

▶
現
代
美
術
審
査
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葉
だ
っ
た
。

　

芸
術
祭
賞
は
松
田
航
平
の
「
か
わ
か
な
い
あ
い
な
ら
ほ
し
い
つ
か

い
す
て
」。
即
興
的
な
線
描
、
衝
動
的
な
削
り
込
み
、
取
っ
て
付
け

た
よ
う
な
付
属
品
、
そ
し
て
極
め
て
個
人
的
な
言
葉
。
こ
れ
ら
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
要
素
が
脈
絡
な
く
展
開
し
つ
つ
、
ひ
と
つ
の
世
界
観

を
形
づ
く
っ
て
ゆ
く
。
優
秀
賞
は
鈴
木
研
作
の
「
あ
る
日
の
太
陽

（2018.4.14

）」。
熊
本
地
震
の
日
の
太
陽
の
軌
跡
を
記
録
し
た
も
の

だ
。
遠
隔
地
の
災
害
も
宇
宙
レ
ベ
ル
か
ら
見
れ
ば
ひ
と
つ
の
連
鎖
し

た
で
き
ご
と
と
な
る
。

　

奨
励
賞
は
渡
邊
若
子
と
伊
藤
真
理
子
。
視
線
が
こ
れ
ほ
ど
意
識
に

突
き
刺
さ
る
こ
と
を
渡
邊
の
作
品
で
知
ら
さ
れ
た
。
伊
藤
の
キ
ャ
ン

バ
ス
上
の
柔
ら
か
な
塊
は
、
静
か
な
死
と
と
も
に
濡
れ
た
地
面
か
ら

の
再
生
を
予
感
さ
せ
る
。
部
門
賞
は
浅
倉
伸
、
く
ど
う
せ
つ
こ
、
遠

藤
昭
子
、
村
上
紘
一
の
4
人
。
浅
倉
の
作
品
に
描
か
れ
る
臓
器
と
頭

部
は
、
意
識
と
進
化
の
相
互
作
用
を
暗
示
す
る
。
く
ど
う
は
、
荒
削

り
の
木
枠
に
よ
っ
て
赤
糸
の
微
妙
な
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
引
き
立
て

る
。
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
の
異
な
る
パ
ー
ツ
の
集
積
に
よ
り
、
遠

藤
は
手
芸
の
技
法
を
造
形
表
現
に
高
め
た
。
木
の
葉
の
白
い
縁
取
り

等
、
村
上
の
表
現
の
実
験
が
新
た
な
視
覚
体
験
を
も
た
ら
す
。

　

と
こ
ろ
で
賞
は
逃
し
た
が
気
に
な
る
１
点
が
あ
っ
た
。D

J RIP

の
「
無
暴
論D

J

」
で
あ
る
。
芸
術
祭
の
美
術
展
の
８
つ
の
部
門
名

を
壁
に
貼
り
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
飾
れ
る
よ
う
に
枠
を
し
つ
ら
え
た

の
だ
。
ま
さ
に
こ
の
会
場
で
し
か
成
り
立
ち
得
な
い
表
現
で
あ
る
。

場
の
意
味
を
い
か
に
取
り
込
め
る
か
、
こ
れ
も
ま
た
現
代
美
術
の
醍

醐
味
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

（
松
永　
康
）

　

審
査
員
＝
松
永　

康
（
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

�

水
墨
画�　
芸
術
祭
賞
＝
「
晩
秋
の
廃
屋
（
葛
巻
）」
渡
邊　

力
（
盛

岡
市
）　

優
秀
賞
＝
「
夫
婦
岩
」
小
野
寺
不
二
子
（
一
関
市
）　

奨
励

賞
＝
「
北
山
崎
の
風
景
」
清
水
恒
男
（
盛
岡
市
）
／
「
坂
道
の
白
壁
」

千
葉
勝
歳
（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝
「
早
池
峰
山
」
谷
村
キ
ヌ
子
（
盛

岡
市
）
／
「
家
路
」
佐
々
木
君
江
（
八
幡
平
市
）
／
「
雪
景
」
平
塚

祐
子
（
盛
岡
市
）
／
「
早
春
の
景
」
小
笠
原
妙
子
（
盛
岡
市
）
／
「
厳

冬
水
郷
」
佐
藤　

晢
（
盛
岡
市
）
／
「
雨
の
鴨
桟
橋
」
久
慈
悦
子
（
盛

岡
市
）
／
「
王
樹
幽
明
」
近
江　

力
（
盛
岡
市
）
／
「
深
山
の
滝
」

奈
良
妙
子
（
秋
田
県
）
／
「
郷
愁
暮
色
」
鈴
木
友
子
（
一
関
市
）
／

「
緑
陰
瀑
布
」
永
澤
英
子
（
一
関
市
）

《
講
評
》　
本
年
度
の
水
墨
画
部
門
の
応
募
総
数
は
１
０
０
点
に
止
ま

り
、
年
々
減
少
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
四
人
の
方
の
会
員
外
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
様
な
方
々
の
多
く
の
応
募
も
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

全
体
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

年
々
新
人
の
方
々
も
含
め
て
、

技
術
的
に
は
上
達
し
て
来
て
、

平
均
的
で
、
今
一
歩
と
の
感
じ

ら
れ
る
作
品
も
多
く
有
り
ま
し

た
。
其
の
中
で
も
良
い
点
を
見

出
し
て
審
査
に
あ
た
り
、
緊
張

し
て
厳
選
致
し
ま
し
た
。

　

絵
を
描
く
に
あ
た
り
、
見
て

観
察
し
て
、
感
動
し
た
事
が
ら

を
自
分
の
心
情
も
含
め
て
紙
上

に
ど
う
表
現
す
る
か
で
観
る
側

の
心
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。
上
位

入
賞
者
は
、
其
の
点
が
優
れ
た

所
の
有
る
作
品
が
、
賞
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
し
て
は
、
長
年
展
示
会
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
同
じ
様
な
題
材

が
出
展
さ
れ
る
の
は
仕
方
な
い
事
で
す
が
、
構
図
を
考
え
る
時
に
、

視
野
、
視
点
を
広
げ
て
、
た
と
え
ば
同
じ
構
図
で
も
、
引
い
て
見
る
、

近
づ
け
る
、
斜
め
に
見
る
、
季
節
を
考
え
る
等
の
工
夫
を
し
て
、
作

品
作
り
を
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

○
芸
術
祭
賞
（
晩
秋
の
廃
屋
）

　

写
生
を
も
と
に
良
く
観
察
し
て
丁
寧
に
描
き
、
全
体
を
前
景
の
二

本
の
木
立
で
引
き
し
め
、
墨
色
の
差
の
弱
さ
に
も
郷
愁
が
感
じ
ら
れ

題
名
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

○
優
秀
賞
（
夫
婦
岩
）

　

岩
の
迫
力
、
そ
れ
を
覆
う
木
々
を
す
ぐ
れ
た
墨
色
と
大
胆
な
筆
使

い
で
描
き
上
げ
て
迫
力
が
有
り
、
見
な
れ
た
作
品
で
も
新
鮮
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

○
奨
励
賞
（
北
山
崎
の
風
景
）

　

海
辺
の
風
景
を
、視
点
を
引
い
て
広
く
捕
え
、岩
と
、後
景
の
山
々

も
厳
し
さ
が
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

○
奨
励
賞
（
坂
道
の
白
壁
）

　

よ
く
見
ら
れ
る
町
々
の
風
景
を
、
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
て
力
ま
ず

に
仕
上
げ
た
点
が
良
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

（
岸
本
カ
ヨ
子
）

　

審
査
員
＝
鈴
木
孝
男　
　
（
岩
手
県
水
墨
画
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　

岸
本
カ
ヨ
子　
（　
　
　

 

〃 　
　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

菊
池
一
政　
　
（　
　
　

 

〃 　
　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

工
藤
晴
男　
　
（　
　
　

 

〃 　
　
　

副
会
長
）

◀
水
墨
画
審
査
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美
術
展
三
賞
受
賞
作
品
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芸
術
祭
賞

▲洋画「明るい未来」／大森　隆義

▲彫刻「spring-2018」
　　　　／八重樫　篤

▶日本画
　「ある日の記憶」
　　／花立　ゆかり

▲版画「ハジメニ西岩手山アリキ」
　　　　／日山　登啓

◀工芸
　「黄昏に、彼は何を想うのか」
　　／齊藤　未来

▲書道「（抄）木馬館」
　　　　／下田　海夷

▲水墨画「晩秋の廃屋（葛巻）」
　　　　　／渡邊　力

▲写真「浄美」
　　　　／菊地　珠生

▲現代美術
　「かわかないあいならほしい
　　つかいすて」／松田　航平

◀デザイン
　「サケ・ハラスメント」
　「イッキ飲み撲滅月間。」
　　／佐々木　海太郎
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優
秀
賞

▲洋画「時間の交差点」
　　　　／高橋　邦法

▲彫刻「象徴としての男性
　　　　象徴としての女性」
　　　　／山岸　稜

▲日本画「コスモス」
　　　　　／松田　津多子

▲版画「田起こし代かき５月５日」
　　　　／中村　文子

▶工芸「儚幻」
　　　　／青柳　ひで子

▲デザイン「ようこそ釜石」
　　　　　　／大野　晃平

▲水墨画「夫婦岩」
　　　　　／小野寺　不二子

▲写真「snow drop」／中屋鋪　肇巳

▲現代美術
　「ある日の太陽（2018.4.14）」
　　／鈴木　研作

▶
書
道
「
戒
昱
詩
」
／
熊
谷　

碣
斗
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奨
励
賞

▲日本画「秋宵」／関　尚子 ▲日本画「ジロちゃんの散歩道」
　　　　　／藤原　妙子

◀版画「キミガキニナル」
　　　　／渡辺　万里

▲洋画「語らい」
　　　　／佐藤　栄一

▲洋画「光射す」／安部　隆

▲彫刻
　「mnemosyne」
　　／半田　颯音

▲彫刻
　「遠野コラージュ物語」
　　／佐藤　芳宏

▲版画「悠久」／源新　和子

▲工芸「緑陰に遊ぶ」
　　　　／昆野　明栄

▲工芸「そよぎ」
　　　　／那須川　重廣



─ 28 ── 29 ─

▲デザイン「HAPPY BIRTHDAY(L)(R)」
　　　　　　／小山田　拓司

▶
書
道
「
謝
淞
洲
詩
」
／
兼
平　

岱

▶
書
道
「
盧
綸
詩
」
／
清
水　

嶺
鵬

▲写真「雪の朝」／高橋　一男

▲写真「平成最後の夏休み」／菊池　賢一

▲デザイン「インゴダケ（毒）」
　　　　／ＤＪ ＲＩＰ

▲水墨画「坂道の白壁」
　　　　　／千葉　勝歳

▲水墨画「北山崎の風景」
　　　　　／清水　恒男

◀現代美術「グルングルン」
　　　　　　／渡邉　若子

▲現代美術「SAYONARA」
　　　　　　／伊藤　真理子
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巡
回
美
術
展

　

巡
回
美
術
展
は
、
美
術
展
の
優
秀
作
品
を
県
内
市
町
村
に
お
い
て

巡
回
展
示
し
、
県
民
に
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
県
内
７
会
場
に
お
い
て
美
術
展
に
お
け
る
芸
術
祭
賞
、

優
秀
賞
、奨
励
賞
及
び
部
門
賞
の
う
ち
部
門
推
薦
作
品（
最
大
４
点
）、

計
77
点
を
巡
回
展
示
し
た
。
う
ち
、
巡
回
展
示
す
る
こ
と
が
困
難
な

彫
刻
部
門
１
点
及
び
現
代
美
術
部
門
８
点
に
つ
い
て
は
、
当
該
作
品

の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。

　

鑑
賞
者
数
は
１
２
７
７
名
で
あ
っ
た
。

▽
巡
回
日
程
・
会
場
（
計
19
日
間
・
７
会
場
）

　

11
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭　

一
戸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

11
月
21
日
㈬
～
25
日
㈰　

奥
州
市
文
化
会
館

　

11
月
27
日
㈫
～
29
日
㈭　

山
田
町
中
央
公
民
館

　

12
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰　

久
慈
市
文
化
会
館

　

12
月
４
日
㈫
～
６
日
㈭　

釜
石
市
民
ホ
ー
ル

　

12
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰　

岩
泉
町
民
会
館

　

平
成
31
年
１
月
18
日
㈮
～
20
㈰　

宮
古
市
文
化
会
館

▽
出
品
作
品
数

　

日
本
画
７
点
、
洋
画
８
点
、
版
画
８
点
、
彫
刻
６
点
、
工
芸
８
点
、

書
道
８
点
、
写
真
８
点
、
デ
ザ
イ
ン
８
点
、
現
代
美
術
８
点
、
水
墨

画
８
点

▶
釜
石
市
民
ホ
ー
ル

▶
久
慈
市
文
化
会
館

　
小
・
中
学
校
美
術
展

◆
小
学
校
絵
画
部
門

芸
術
祭
賞
＝
山
﨑
唯
史
（
大
浦
小
２
）・
小
原　

紬
（
江
釣
子
小
３
）・

三
谷
朋
加
（
桜
城
小
６
）

優
秀
賞
＝
高
橋
龍
矢
（
高
松
小
１
）・
板
橋
明
莉
（
向
中
野
小
１
）・

髙
橋
悠
月
（
種
市
小
１
）・
山
下
愛
翔
（
山
岸
小
２
）・
菊
池
日
和
（
山

岸
小
２
）・
北
田
怜
音
（
手
代
森
小
２
）・
佐
藤
颯
真
（
山
岸
小
３
）・

吉
田
萌
々
花
（
山
岸
小
３
）・
白
椛
優
香
（
城
北
小
３
）・
髙
橋
侑
梨

乃
（
滝
沢
東
小
４
）・
三
田
大
雅
（
岩
大
附
属
小
４
）・
谷
村
日
向
子

（
新
堀
小
４
）・
柴
内
泰
成
（
山
岸
小
５
）・
國
丹
悠
斗
（
江
釣
子
小
５
）・

上
野
世
藍
（
滝
沢
第
二
小
５
）・
佐
藤
歩
佳
（
厨
川
小
６
）・
佐
藤
美

香
（
山
岸
小
６
）・
髙
橋　

輝
（
大
新
小
６
）

奨
励
賞
＝
野
村
勘
太
（
厨
川
小
１
）・
髙
橋
蓮
乃
（
厨
川
小
１
）・
河

内
颯
介
（
太
田
東
小
１
）・
森
下
航
雅
（
大
新
小
１
）・
篠
村
美
紗
（
米

内
小
２
）・
工
藤
優
真
（
高
松
小
２
）・
寺
田
陽
花
（
向
中
野
小
２
）・

柳
谷
來
美
（
厨
川
小
３
）・
神
樂
悠
月
（
杜
陵
小
３
）・
平
林
蒼
生
（
盛

岡
・
土
淵
小
３
）・
矢
澤
一
花
（
大
慈
寺
小
４
）・
髙
橋
七
夢
（
月
ヶ

丘
小
４
）・
三
上
雛
加
（
羽
場
小
４
）・
三
浦　

花
（
向
中
野
小
４
）・

伊
山
百
華
（
大
浦
小
５
）・
澤
口
心
和
（
種
市
小
５
）・
福
田
結
心
（
滝

沢
第
二
小
５
）・
根
本
淳
平
（
滝
沢
第
二
小
５
）・
及
川
朋
華
（
厨
川

小
６
）・
星　

直
樹
（
山
岸
小
６
）・
山
本
小
遥
（
大
新
小
６
）

《
審
査
評
》

　

今
年
度
の
審
査
会
は
10
月
９
日
、
盛
岡
市
立
中
野
小
学
校
を
会

場
に
、
19
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
子

ど
も
達
が
思
い
を
込
め
て
描
い
た
３
１
８
０
点
の
作
品
（
昨
年
度

３
８
６
４
点
）
が
県
下
46
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
図
工
の
授
業

か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
の
個
性
的
で
生
き
生
き
と
し
た
作
品
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
、
審
査
員
一
同
、
感
動
し
た
り
驚
い
た
り

し
な
が
ら
、
審
査
を
進
め
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
作
品
を
見
る
と
、
低
学
年
は
生
活
科
の
学
習
と
関
連

づ
け
、「
あ
さ
が
お
」「
ひ
ま
わ
り
」「
動
物
」
な
ど
を
題
材
に
、
ク

レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
を
使
い
の
び
の
び
と
描
い
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

中
学
年
は
花
や
木
な
ど
題
材
に
し
な
が
ら
も
自
分
の
感
覚
で
と
ら

え
て
想
像
を
加
え
る
な
ど
、
発
想
・
構
想
す
る
力
の
高
ま
り
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
絵
の
具
を
つ
か
っ
て
混
色
や
色
を
重
ね
る
な
ど
表
現

技
法
も
広
が
り
、
動
き
の
あ
る
タ
ッ
チ
に
よ
る
力
強
い
作
品
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

高
学
年
は
学
校
内
外
の
気
に
入
っ
た
風
景
や
自
分
の
心
象
を
描
い

た
想
像
画
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
題
材
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
描

写
力
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
水
彩
画
で
立
体
感
を
リ
ア
ル
に
追
求
し

た
り
、
紙
の
色
や
線
の
色
を
自
分
で
選
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
自
分
の

思
い
を
主
体
的
に
追
求
し
て
い
る
表
現
も
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
よ
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う
な
子
ど
も
達
の
個
々
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
実
現
す
る
た
め
に
、

指
導
者
が
様
々
な
材
料
や
技
法
な
ど
を
研
究
す
る
と
共
に
、
画
用
紙

の
色
や
種
類
を
多
く
揃
え
た
り
、
ロ
ー
ラ
ー
や
ペ
ン
な
ど
を
準
備
し

た
り
す
る
な
ど
、子
ど
も
が
自
分
の
思
い
に
ぴ
っ
た
り
の
色
や
材
料
、

技
法
な
ど
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
環
境
設
定
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ

と
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

低
・
中
・
高
学
年
の
部
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
祭
賞
の
作
品
等
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

低
学
年
の
部
芸
術
祭
賞
の
大
浦
小
２
年
生
山
﨑
唯
史
さ
ん
「
ひ
ょ

う
に
の
っ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
た
ん
け
ん
」
は
、
紙
版
画
で
豹
を
白
黒
で

描
き
、
人
物
や
バ
ッ
ク
は
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
で
仕
上
げ
て
夢
の
中

の
よ
う
な
不
思
議
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。
豹
に
躍
動
感
が
あ
り
、

豹
に
ま
た
が
る
人
物
や
ま
わ
り
の
豊
か
な
色
彩
と
の
対
比
が
美
し
く

見
事
な
作
品
で
す
。
芸
術
祭
賞
の
候
補
に
な
っ
た
優
秀
賞
の
向
中
野

小
１
年
生
板
橋
明
莉
さ
ん
の
作
品
「
い
っ
ぱ
い
さ
い
た
よ
」
は
、
画

面
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
た
ア
サ
ガ
オ
に
囲
ま
れ
た
笑
顔
の
人
物
が
か
わ

い
ら
し
く
、
見
る
人
の
心
を
温
か
く
し
ま
す
。
ク
レ
ヨ
ン
で
迷
う
こ

と
な
く
ぐ
い
ぐ
い
と
描
か
れ
て
お
り
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
作
品
で

す
。

　

中
学
年
の
部
の
芸
術
祭
賞
の
江
釣
子
小
３
年
生
小
原
紬
さ
ん
「
は

っ
け
よ
い
、
の
こ
っ
た
！
」
は
、
相
撲
大
会
の
一
場
面
を
動
き
の
あ

る
大
胆
な
構
図
で
と
ら
え
て
い
ま
す
。
り
ん
か
く
線
を
墨
で
描
き
、

人
物
の
表
情
も
豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
と
最
後
ま
で
芸

術
祭
賞
を
争
っ
た
の
が
、
新
堀
小
４
年
生
谷
村
日
向
子
さ
ん
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
で
す
。
黒
い
画
面
に
点
描
や
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
で
描
か

れ
た
星
空
が
ま
る
で
宝
石
を
散
り
ば
め
た
よ
う
に
美
し
く
、
物
語
の

世
界
を
幻
想
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

高
学
年
の
部
芸
術
祭
賞
の
桜
城
小
６
年
生
三
谷
朋
加
さ
ん
「
花
咲

く
母
校
」
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の
校
舎
と
柔
ら
か
な
花
が
見
事
な
対
比

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
極
め
て
描
写
力
に
優
れ
て
お
り
、
水
彩
絵
の

具
の
透
明
感
を
生
か
し
て
堂
々
と
し
た
建
物
の
存
在
感
や
レ
ン
ガ
の

美
し
い
色
合
い
を
追
究
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
芸
術
祭
賞
の

候
補
と
な
っ
た
優
秀
賞
の
滝
沢
第
二
小
５
年
生
上
野
世
藍
「
実
り
」

も
見
事
な
描
写
力
で
、
墨
と
筆
を
使
っ
て
描
か
れ
た
大
き
な
ヘ
チ
マ

の
実
に
は
存
在
感
が
あ
り
、
周
り
の
ハ
チ
は
生
き
生
き
と
し
て
ま
る

で
羽
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
の
た
く
さ
ん
の
学
校
か
ら
多
様
で

豊
か
な
表
現
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
子
ど
も
達
の
表
現
の
よ
さ
を
認
め
、
引
き
出

し
、
よ
り
よ
い
表
現
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
指
導
者
の
皆
様
、
そ

し
て
子
ど
も
達
に
寄
り
添
い
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
来
年
も
個
性
溢
れ
る
作
品
と

出
逢
え
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
松
園
小
学
校
長　
高
橋
眞
司
）

◆
小
学
校
書
写
部
門

芸
術
祭
賞
＝
柳
谷
祐
希
（
鵜
飼
小
２
）・
玉
井
瞭
平
（
滝
沢
東
小
４
）・

西
川
さ
く
ら
（
青
山
小
６
）

優
秀
賞
＝
松
田
愛
梨
（
向
中
野
小
１
）・
菊
地
心
唯
（
向
中
野
小
１
）・

落
合
崇
大（
向
中
野
小
１
）・
中
田
陽
葉（
山
王
小
２
）・
伊
藤
心
結（
向

中
野
小
２
）・
神
崎
結
衣
（
向
中
野
小
２
）・
田
澤
佳
歩
（
向
中
野
小

３
）・
小
笠
原
想
（
向
中
野
小
３
）・
髙
宮
創
汰
（
岩
大
附
属
小
３
）・

瀬
川
ち
ひ
ろ
（
城
北
小
４
）・
菅
生
紅
恋
葉
（
岩
大
附
属
小
４
）・
柳

谷
咲
希（
鵜
飼
小
４
）・
横
沢
希
和（
津
志
田
小
５
）・
安
ヶ
平
多
絵（
北

松
園
小
５
）・
岡
田
夢
羽
（
津
軽
石
小
５
）・
若
松
美
姫
（
上
田
小
６
）・

岩
田
明
衣
（
北
松
園
小
６
）・
柿
﨑
千
歳
（
鵜
飼
小
６
）

奨
励
賞
＝
畑
山
莉
子
（
向
中
野
小
１
）・
髙
橋
の
ぞ
み
（
矢
沢
小
１
）・

中
村
岳
人
（
小
袖
小
１
）・
山
口
瑞
穂
（
青
山
小
２
）・
仲
里
美
南
（
向

中
野
小
２
）・
菅
生
聖
那（
岩
大
附
属
小
２
）・
畠
山
莉
央（
城
北
小
３
）・

笹
谷
旬
（
北
松
園
小
３
）・
村
山
魁
（
滝
沢
・
滝
沢
小
３
）・
堀
越
も

も
か
（
山
岸
小
４
）・
斎
藤
彩
香
（
滝
沢
東
小
４
）・
中
山
愛
結
斗
（
滝

沢
東
小
４
）・
柴
垣
琴
乃（
仙
北
小
５
）・
津
嘉
山
み
づ
葉（
杜
陵
小
５
）・

渡
辺
果
歩
（
岩
大
附
属
小
５
）・
小
松
立
空
（
城
南
小
６
）・
及
川
朋

華
（
厨
川
小
６
）・
高
橋
茉
緒
（
二
子
小
６
）

《
審
査
評
》

　

今
年
度
の
応
募
作
品
数
は
、硬
筆
作
品
７
３
１
点
（
１
、２
年
生
）、

毛
筆
作
品
９
７
９
点
（
３
～
６
年
生
）
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
学
校
現
場
で
よ
り
一
層
忙
し
さ
が
増
し
た
た
め
か
、

応
募
数
が
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
精
鋭
ぞ
ろ
い
の
力
作
が
多
数

み
ら
れ
た
の
は
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

【
１
年
生
】

　

１
年
生
の
課
題
は
、
ひ
ら
が
な
の
基
本
点
画
を
正
し
く
書
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
入
賞
・
入
選
作
品
は
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
書

か
れ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
次
の
３
点

で
す
。

・
運
筆
に
習
熟
す
る
こ
と
で
、
線
の
震
え
や
二
度
書
き
・
汚
れ
を
な

く
す
る
こ
と
。

・
促
音
「
っ
」
の
位
置
や
大
き
さ
に
気
を
付
け
て
書
く
こ
と
。

・
「
止
め
・
は
ね
・
は
ら
い
・
む
す
び
」
を
正
し
く
書
く
こ
と
。

　

さ
ら
に
文
字
感
覚
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

【
２
年
生
】

　

練
習
量
の
多
さ
が
感
じ
ら
れ
る
、
力
強
さ
の
あ
る
完
成
度
の
高
い

作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

・
句
読
点
「
、
」
「
ょ
」
の
大
き
さ
と
位
置
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。

・
「
な
」
「
る
」
「
ば
」
「
ま
」
の
む
す
び
の
形
に
気
を
つ
け
て
書

く
こ
と
。

・
漢
字
よ
り
少
し
小
さ
め
に
ひ
ら
が
な
を
書
く
こ
と
。
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こ
れ
か
ら
も
、
め
あ
て
を
も
っ
て
練
習
を
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

【
３
年
生
】

　

ど
の
作
品
に
も
、
初
め
て
の
毛
筆
の
学
習
で
一
生
懸
命
取
り
組
ん

だ
成
果
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
日
」
は
、「
縦
画
」「
横
画
」「
折
れ
」
の
要
素
を
含
む
課
題
で
し

た
。
入
賞
、
入
選
し
た
作
品
は
、
最
後
の
画
ま
で
始
筆
や
終
筆
に
気

を
つ
け
伸
び
伸
び
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
名
前
も
上
手
な
筆
使
い

で
丁
寧
に
書
か
れ
、
感
心
し
ま
し
た
。

　
「
日
」
の
三
画
目
の
位
置
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
字
形
が
整
い
ま

す
し
、
半
紙
の
中
心
と
文
字
の
中
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

バ
ラ
ン
ス
が
整
い
ま
す
。

【
４
年
生
】

　

課
題
は
文
字
数
の
多
少
で
文
字
の
大
き
さ
・
太
さ
を
考
え
て
書
く

｢

山
地｣

で
し
た
。

「
山
」
左
右
対
称
の
字
形
の
た
め
、
縦
画
の
始
筆
の
角
度
を
考
え
て

書
く
。

「
地
」
へ
ん
・
つ
く
り
の
幅
、
高
さ
の
違
い
に
気
を
つ
け
る
。
折
れ
・

曲
が
り
・
は
ね
の
筆
使
い
を
正
し
く
書
く
。

入
賞
・
入
選
し
た
作
品
は
、
何
枚
も
練
習
を
重
ね
、
力
強
い
線
で
勢

い
よ
く
堂
々
と
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
１
回
目
よ
り
は

２
回
目
、
２
回
目
よ
り
は
10
回
目
と
練
習
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
上
達

し
、
自
信
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

【
５
年
生
】

　

５
年
生
の
課
題
は
、「
そ
り
」
と
「
は
ら
い
」
の
筆
使
い
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
の
画
が
ゆ
ず
り
合
い
、
画
と
画
の
（
空

間
）
の
取
り
方
に
ま
で
意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
全
体
と

し
て
ま
と
ま
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　

へ
ん
と
つ
く
り
の
な
い
今
回
の
よ
う
な
課
題
で
は
、
文
字
の
中
心

を
意
識
し
て
書
く
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
各
種
行
事
で
忙
し
い
中
に

も
、
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
の
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
し
た
。
高
学
年
で
は
あ
っ
て
も
、
基
本
点
画
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
が
向
上
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

【
６
年
生
】

　

課
題
は
「
感
謝
」
で
す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
を
審
査
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
筆
順
が
正
し
く
、
接
筆
を
意
識
し
て
書
い
て
い
た
こ
と
で

す
。

　

上
下
の
文
字
の
組
み
立
て
方
や
文
字
の
字
配
り
に
気
を
付
け
る
た

め
に
、
中
心
と
上
下
の
空
間
の
取
り
方
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

「
は
ね
」
が
４
箇
所
と
基
本
点
画
の
筆
使
い
に
も
慣
れ
が
必
要
で
す
。

（
盛
岡
市
立
高
松
小
学
校
副
校
長　
橋
本
由
香
利
）

◆
中
学
校
美
術
部
門

芸
術
祭
賞
＝
米
澤
亮
太
（
岩
大
附
属
中
２
）・
分
須
晴
香
（
城
西
中
３
）

優
秀
賞
＝
濱
田
義
仁（
岩
大
附
属
中
１
）・
林
柊
帆（
岩
大
附
属
中
２
）・

瀬
川
ま
お
（
雫
石
中
３
）

奨
励
賞
＝
岡
田
萌
菜
子（
岩
大
附
属
中
１
）・
高
澤
覚
良（
下
橋
中
２
）・

藤
島
航
志
（
岩
大
附
属
中
３
）

《
審
査
評
》

　

今
年
度
の
第
71
回
展
に
は
、
県
内
の
中
学
校
15
校
か
ら
３
５
７
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
祭
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
70
点

ほ
ど
応
募
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
入
賞

８
点
、
入
選
１
０
４
点
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
含
む

23
点
が
県
内
各
所
を
巡
る
巡
回
展
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
全
体
を
通
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
美
術
の
授
業
や
行
事
等

に
熱
心
に
取
り
組
み
、
構
想
や
思
い
を
深
め
、
自
分
の
作
品
に
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
る
姿
勢
が
伝
わ
り
、嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
の
作
品
も
技
法
や
用
具
の
使
い
方
な
ど
を
工
夫
し
て
試
行
錯
誤
を

重
ね
、感
性
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
学
年
の
作
品
は
、
美
術
の
時
間
や
写
生
会
で
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
だ
熱
気
や
真
剣
さ
が
伝
わ
る
作
品
ば
か
り
で
感
心
し
ま
し

た
。
授
業
で
学
ん
だ
基
礎
基
本
を
丁
寧
に
活
用
し
、
完
成
度
の
高
い

作
品
に
仕
上
げ
た
も
の
が
多
く
、
今
後
の
成
長
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

　

第
２
学
年
は
風
景
画
や
静
物
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
作
品
な

ど
、
１
学
年
で
学
ん
だ
美
術
の
学
習
を
も
と
に
、
鋭
い
観
察
力
や
描

写
力
を
発
揮
し
、
多
彩
な
工
夫
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
作
品
が

多
く
、
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
自
分
の
思
い
や
効
果
を
意
図
し
た
表
現
を
期
待

し
ま
す
。

　

第
３
学
年
の
作
品
は
、
３
年
間
の
成
長
の
証
を
感
じ
さ
せ
る
個
性

あ
ふ
れ
る
秀
作
ぞ
ろ
い
で
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
主
題
が
明
確
な

自
画
像
や
風
景
画
、
構
想
画
。
生
活
や
行
事
に
生
か
す
デ
ザ
イ
ン
作

品
な
ど
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
自
己
の
世
界
を
つ
く
り
だ
す
達
成
感
や

喜
び
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
真
摯
に
対
象
と
向
き
合
い
、
自
分

ら
し
さ
や
独
創
性
を
大
切
に
し
、
楽
し
ん
で
表
現
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
次
年
度
、
さ
ら
に
多
く
の
中
学
校
の
応
募
が
あ

り
、
県
内
中
学
生
の
感
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
で
き
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。

 【
芸
術
祭
賞
】

「
自
画
像
（
十
五
歳
の
叫
び
）」（
城
西
中
３　

分
須
晴
香
）

　

15
歳
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
何
事
に
も
前
向
き
に
挑
戦
す
る

作
者
の
信
念
が
刻
み
込
ま
れ
た
自
画
像
の
秀
作
で
す
。
印
象
深
い
基

調
色
、
光
と
影
の
巧
み
な
表
現
の
中
に
見
開
か
れ
た
強
い
眼
差
し
が

記
憶
に
焼
き
付
き
ま
す
。
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「
新
緑
の
道
の
向
こ
う
へ
」（
岩
大
附
属
中
２　

米
澤
亮
太
）

　

新
緑
に
差
し
込
む
柔
ら
か
な
陽
光
、
道
の
奥
行
き
な
ど
、
作
者
の

心
を
と
ら
え
た
風
景
が
抜
群
の
描
写
力
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
思

い
を
込
め
て
細
部
も
丁
寧
に
描
き
、
生
命
の
息
吹
や
希
望
を
感
じ
さ

せ
る
美
し
い
作
品
で
す
。

【
優
秀
賞
】

「
鳥
居
の
向
こ
う
側
」（
雫
石
中
３　

瀬
川
ま
お
）

　

記
憶
に
残
し
た
い
場
所
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
作
者
が
選
ん
だ
の
は

通
学
路
に
あ
る
神
社
で
す
。
絵
の
具
と
色
鉛
筆
を
巧
み
に
使
い
合
わ

せ
、
抜
群
の
実
写
力
で
悠
久
の
歴
史
と
静
寂
さ
の
中
に
夏
の
木
漏
れ

日
が
輝
く
秀
逸
の
作
品
で
す
。

「
そ
の
陰
、
そ
の
光
」（
岩
大
附
属
中
２　

林　

柊
帆
）

　

石
階
段
を
見
下
ろ
す
迫
力
あ
る
構
図
で
、
初
夏
の
強
い
日
差
し
に

よ
る
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
石
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
樹
木
の
新
緑
な
ど
の
描
写
も
素
晴
ら
し
く
、
材
質

感
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
力
の
か
ぎ
り
」（
岩
大
附
属
中
１　

濱
田
義
仁
）

　

樹
齢
数
百
年
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
重
厚
な
幹
の
生
命
力
に
出
逢

っ
た
感
動
が
伝
わ
る
作
品
で
す
。
鋭
い
観
察
眼
で
多
様
な
筆
の
タ
ッ

チ
と
色
を
重
ね
、
芽
吹
い
た
柔
ら
か
な
新
緑
や
周
り
の
風
景
も
丁
寧

に
表
現
し
て
い
ま
す
。

【
奨
励
賞
】

「
夏
の
は
じ
ま
り
」（
岩
大
附
属
中
３　

藤
島
航
志
）

　

新
緑
の
季
節
、
明
る
い
陽
光
や
空
気
感
、
心
地
よ
い
風
の
そ
よ
ぎ

を
感
じ
る
作
品
で
す
。
画
面
い
っ
ぱ
い
の
多
彩
な
色
使
い
で
、
樹
木

や
石
垣
が
独
特
の
輝
き
を
放
ち
、
作
者
の
豊
か
な
感
性
と
世
界
観
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
居
心
地
の
よ
い
あ
ず
ま
や
」（
下
橋
中
２　

高
澤
覚
良
）

　

初
夏
、
作
者
が
い
る
目
前
の
フ
ェ
ン
ス
か
ら
大
き
な
石
垣
、
遠
く

の
石
垣
の
木
立
に
囲
ま
れ
た
東
屋
へ
と
視
界
が
広
が
り
、
複
雑
な
構

図
へ
と
遠
近
感
を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
作
者
の
純
粋
な
見
方

や
思
い
が
伝
わ
る
作
品
で
す
。

「
木
陰
」（
岩
大
附
属
中
１　

岡
田
萌
菜
子
）

　

力
強
く
伸
び
る
幹
と
ド
ラ
イ
ブ
ラ
シ
風
の
筆
の
使
い
方
で
表
現
さ

れ
た
葉
の
緑
が
画
面
で
融
合
し
、
ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
個
性
的
な
作
品
で
す
。
新
緑
の
香
り
が
漂
い
、
木
陰
の
涼
し
げ

な
空
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
盛
岡
市
立
黒
石
野
中
学
校　
齊
藤
眞
理
子
）

◆
中
学
校
書
写
部
門

毛
筆
条
幅
入
賞

芸
術
祭
賞
＝
佐
々
木
遥
叶
（
石
鳥
谷
中
３
）

優
秀
賞
＝
小
林
優
香
（
厨
川
中
２
）・
大
津
枝
里
子
（
下
小
路
中
３
）

奨
励
賞
＝
大
津
里
佳
子
（
下
小
路
中
１
）

毛
筆
半
紙
入
賞

芸
術
祭
賞
＝
中
野
碧
衣
（
北
松
園
中
３
）

優
秀
賞
＝
藤
原　

蘭
（
乙
部
中
１
）・
平
塚
雅
子
（
城
西
中
２
）

奨
励
賞
＝
菊
池　

彩（
黒
石
野
中
２
）・
玉
井
し
の（
滝
沢
第
二
中
２
）・

大
石
彩
樺
（
北
松
園
中
３
）

《
審
査
評
》

　

平
成
30
年
度
の
中
学
校
部
門
の
応
募
総
数
は
、
昨
年
よ
り
１
０
０

点
程
少
な
い
９
１
３
点
で
し
た
。
ま
た
、
出
品
校
数
が
28
校
に
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
条
幅
の
出
品
数
が
増
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
学
校
行
事
等
が
重
な
る
お
忙
し
い
時
期
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、
指
導
者
の
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

審
査
会
は
10
月
９
日
に
盛
岡
市
立
城
西
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
査
員
一
人
一
人
が
、
作
品
の
良
さ
を
み
と
り
、
取
り
組
み
の

様
子
を
想
像
し
な
が
ら
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
入
賞
・
入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
展
示
会
で
は
自
分
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
他
の
作
品

の
名
前
の
書
き
方
、
使
っ
て
い
る
半
紙
な
ど
も
含
め
た
表
現
の
仕
方

を
、
実
際
に
見
て
学
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
各
学
年
の
審
査
で
気
づ
い
た
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
１
年
・
半
紙
〉

　

素
直
な
筆
遣
い
で
、
伸
び
伸
び
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
縦
画

と
横
画
の
太
さ
の
違
い
も
本
文
と
調
和
し
て
い
ま
し
た
。
文
字
の
中

の
部
首
と
つ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。
行
書
に
挑
戦
し
て
い
る
作
品
も
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〈
１
年
・
条
幅
〉

　

中
学
校
に
入
り
初
め
て
条
幅
に
挑
戦
し
た
生
徒
も
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
ど
の
作
品
も
大
き
く
堂
々
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
筆
脈

を
意
識
し
、
名
前
の
大
き
さ
に
気
を
配
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
作
品
の

完
成
度
が
上
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
２
年
・
半
紙
〉

　
「
創
」
の
へ
ん
と
つ
く
り
、「
造
」
の
「
告
」
と
し
ん
に
ょ
う
の
バ

ラ
ン
ス
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
二
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
れ

た
も
の
が
入
選
し
て
い
ま
す
。
楷
書
の
作
品
は
筆
遣
い
が
丁
寧
な
も

の
が
多
く
、
力
強
い
書
き
ぶ
り
で
し
た
。
行
書
の
作
品
は
、
筆
脈
を

意
識
し
、
二
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

〈
２
年
・
条
幅
〉

　

学
年
が
進
み
、
行
書
に
挑
戦
し
、
線
質
に
よ
ど
み
が
な
い
作
品
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
漢
字
と
仮
名
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
中
心
を
通
し

た
配
置
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
来
年
に
大
き
な
期
待
が
持
て
る
と
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思
い
ま
す
。

〈
３
年
・
半
紙
〉

　

ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
行
書
に
挑
戦
し
、
漢
字
に
は
そ
の
特
徴
が
良

く
表
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
漢
字
と
仮
名
の
大
き
さ
の
違
い
も
よ

く
捉
え
、
配
置
よ
く
書
け
て
い
ま
し
た
。
課
題
に
仮
名
が
三
字
含
ま

れ
て
お
り
、そ
の
連
度
が
作
品
の
完
成
度
に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

〈
3
年
・
条
幅
〉

　

全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
十
分
に
書
き
込
ま
れ
た
力
強
い
作
品

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
作
品
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
見
応
え

の
あ
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

　

半
紙
の
部
で
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
た
北
松
園
中
学
校
の
中
野
碧
衣

さ
ん
の
作
品
は
、
隅
々
ま
で
気
持
ち
が
行
き
届
き
、
堂
々
と
し
た
作

品
で
す
。
滑
ら
か
な
線
質
が
と
て
も
美
し
い
で
す
。

　

同
じ
く
、
条
幅
の
部
の
芸
術
祭
賞
、
石
鳥
谷
中
学
校
の
佐
々
木
遥

叶
さ
ん
の
作
品
は
、
名
前
も
含
め
作
品
と
し
て
の
統
一
感
が
素
晴
ら

し
い
で
す
。
書
に
向
き
合
う
強
い
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

心
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
回
も
、
県
内
多
く
の
地
区
、
学
校
か
ら
、
多
数
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
城
西
中
学
校
教
諭　
小
野
寺
弥
生
）

第71回岩手芸術祭小・中学校美術展　応募状況
部門

項目 小学校絵画 小学校書写 中学校美術 中学校書写 合　　計

応 募 点 数 3,180 1,710 357 913 6,160 

応 募 学 校 数 46 61 15 28 150 

入 賞 者 数 42 39 8 10 99 

入 選 者 数 445 508 104 205 1,262 

入 選 の う ち
巡回展出品数 36 96 15 104 251 
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小学校絵画部門・書写部門芸術祭賞
◀
滝
沢
市
立
鵜
飼
小
学
校

２
年　

柳
谷　

祐
希

◀
滝
沢
市
立
滝
沢
東
小
学
校

４
年　

玉
井　

瞭
平

◀
盛
岡
市
立
青
山
小
学
校

６
年　

西
川　

さ
く
ら

▲「ひょうにのってジャングルた
んけん」
　山田町立大浦小学校

２年　山﨑　唯史

▲「はっけよい、のこった！」
　北上市立江釣子小学校

３年　小原　　紬

▲「花咲く母校」
　盛岡市立桜城小学校

６年　三谷　朋加

中学校美術部門・書写部門芸術祭賞

◀
花
巻
市
立
石
鳥
谷
中
学
校

３
年　

佐
々
木　

遥
叶

◀
盛
岡
市
立
北
松
園
中
学
校

３
年　

中
野　

碧
衣

▲「自画像（十五歳の叫び）」
　盛岡市立城西中学校

３年　分須　晴香

▲「新緑の道の向こうへ」
　岩手大学教育学部附属中学校

２年　米澤　亮太
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巡
回
小
・
中
学
校
美
術
展

　

小
・
中
学
校
美
術
展
に
お
け
る
す
べ
て
の
入
賞
作
品
と
入
選
作
品

の
中
か
ら
巡
回
用
に
選
定
し
た
作
品
を
、
県
内
各
地
で
巡
回
展
示
し

た
。
県
内
の
児
童
、
生
徒
を
は
じ
め
、
広
く
県
民
に
鑑
賞
の
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の
創
作
活
動
の
向
上
に
資
す
る

た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
42
回
目
に
な
る
。

　

小
学
校
絵
画
78
点
、
小
学
校
書
写
１
３
５
点
、
中
学
校
美
術
23
点
、

中
学
校
書
写
１
１
４
点
、
合
計
３
５
０
点
を
巡
回
展
示
し
た
。
期
間

は
平
成
31
年
１
月
９
日
（
水
）
～
２
月
25
日
（
月
）
ま
で
の
う
ち
９

日
間
、
４
市
村
で
開
催
し
、
入
場
者
は
５
０
３
名
で
あ
っ
た
。

▽
巡
回
日
程
・
会
場

平
成
31
年
１
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭　

宮
古
市
民
文
化
会
館

１
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰　

釜
石
市
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰　

久
慈
市
文
化
会
館

２
月
24
日
㈰
・
25
日
㈪　

九
戸
村
公
民
館

▶
宮
古
市
民
文
化
会
館

▶
釜
石
市
民
ホ
ー
ル

　
演　
劇

演
劇
部
門
の
公
演
は
、
県
内
６
か
所
で
行
わ
れ
た
。

 

〔
盛
岡
地
区
〕

　
　

Ｈ
31
年
２
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

　
　

盛
岡
劇
場
・
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

　
　

劇
団
し
ば
い
ぬ
第
10
回
公
演

　
　
「
人
生
ゲ
ー
ム
」

 

〔
県
南
地
区
〕　

　
　

11
月
25
日
（
日
）

　
　

奥
州
市
文
化
会
館
／
中
ホ
ー
ル

　
　

劇
団
我
夢
第
49
回
公
演

　
　
「
パ
ニ
ッ
ク
★
バ
ン
ク
」

 

〔
沿
岸
地
区
〕

　
　

Ｈ
31
年
２
月
24
日
（
日
）

　
　

釜
石
市
民
ホ
ー
ル
／
ホ
ー
ル
Ｂ

　
　

劇
団
も
し
ょ
こ
む
釜
石
公
演

　
　
「
厄
も
積
も
れ
ば
福
と
な
る
」

 

〔
県
北
地
区
〕

　
　

12
月
23
日
（
日
）

　
　

二
戸
市
民
文
化
会
館
／
大
ホ
ー
ル

　
　

二
戸
市
演
劇
協
会
雲
人
・
ア
イ
キ
ッ
ズ
第
37
回
公
演

　
　
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
～
ひ
み
つ
の
と
も
だ
ち
～
」

 

〔
市
民
劇
場
〕

　
　

10
月
20
日
（
土
）

　
　

二
戸
市
民
文
化
会
館
／
大
ホ
ー
ル

　
　

二
戸
市
民
文
士
劇

　
　
「
九
戸
城
と
女
た
ち
」

 

〔
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〕

　
　

11
月
11
日
（
日
）

　
　

も
り
お
か
町
家
物
語
館
／
浜
藤
ホ
ー
ル

　
　
「
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

《
講
評
》

〈
劇
団
し
ば
い
ぬ
〉

　

今
回
、
県
芸
術
祭
の
演
劇
部
門
で
公
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
人
生
ゲ
ー
ム
」
で
す
が
、
当
団
体
で
は
助
成
を
頂
い
て
の
初
め
て

の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
は
じ
め
て
の
挑
戦
と
い
う
こ

と
で
色
々
と
学
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
充
実
し
た
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

公
演
運
営
に
あ
た
っ
て
、
事
前
の
宣
伝
活
動
な
ど
が
遅
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
客
足
の
伸
び
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
芸
術
祭
全
体
の

告
知
と
同
時
期
か
ら
、
少
し
ず
つ
情
報
公
開
を
し
、
余
裕
を
も
っ
た

宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
も
っ
と
、
多
く
の
方
に
演
劇
部
門
の
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当
公
演
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
宣
伝
活
動
に
反

省
点
は
あ
る
も
の
の
、
演
劇
に

馴
染
み
の
無
い
方
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
と
い
う
点
で
は
、

初
割
と
い
う
演
劇
を
初
め
て
ご

覧
い
た
だ
く
方
へ
の
安
価
な
料

金
設
定
を
組
み
入
れ
た
こ
と

で
、
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
て
い

た
方
や
料
金
面
で
二
の
足
を
踏

ま
れ
て
い
た
方
を
呼
び
込
め
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
芝
居
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に

応
じ
た
料
金
設
定
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
芝
居
を
身
近
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
芝
居
を
全
く
知
ら
な
い
人
で
も
気

軽
に
来
れ
る
、
気
軽
に
誘
え
る
形
と
し
て
一
つ
の
有
効
な
方
法
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

公
演
内
容
に
関
し
て
は
、
現
在
の
自
分
達
に
か
な
り
寄
っ
た
内
容

の
芝
居
で
し
た
が
、
同
年
代
以
外
に
も
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
み
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
脚
本
家
の
牛
崎
の
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
も
あ
り
、
人
生
ゲ
ー
ム
と
い
う
身
近
な
題
材
が
受
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
盛
岡
の
最
近
の
演
劇
シ
ー
ン
で
は
、

突
飛
な
も
の
や
前
衛
的
、
現
代
的
な
芝
居
よ
り
も
、
身
近
で
温
か
な

優
し
い
お
芝
居
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
内
容
の
お
芝
居
が
人
気
を
博
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
現
代
を
生
き
る
盛
岡
の
人
々
の
思
い
や
願
い
を
反
映
し
て
い

る
の
だ
と
も
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
も
、
芝
居
を
打
つ
側
は
演

劇
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
今
後
は
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
多
く
の
貴
重
な
学

び
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
公
演
機
会
を
与
え
て
頂
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
劇
団
し
ば
い
ぬ　
代
表　
夏
坂
俊
也
）

〈
劇
団
我
夢
〉

　

劇
団
我
夢
は
、
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
参
加
作
品
と
し
て
「
パ
ニ
ッ

ク
★
バ
ン
ク
」
を
11
月
25
日
（
日
）、
奥
州
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

に
お
い
て
上
演
し
ま
し
た
。
午
後
２
時
開
演
、
上
演
時
間
１
時
間
40

分
。キ
ャ
ス
ト
14
人
、ス
タ
ッ
フ
17
人
、観
客
数
は
３
２
５
人
で
し
た
。

　

当
劇
団
は
、
１
９
７
６
年
か
ら
活
動
を
始
め
今
年
で
49
回
目
の
公

演
と
な
り
ま
す
。
コ
ミ
カ
ル
に
社
会
風
刺
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で

年
１
回
の
定
期
公
演
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
作
は
、政
治
、行
政
、企
業
な
ど
社
会
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
あ

◀
劇
団
し
ば
い
ぬ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
や
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
が
発
覚
し
、

一
時
は
大
騒
ぎ
す
る
も
の
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
や
が
て
「
当

事
者
も
国
民
も
ま
る
で
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
っ
た
自
戒
の
念
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
銀
行
支
店
で
の
強
盗
訓
練
の
最
中
に
本
物
の
強
盗
が
現
れ
店

内
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
ま
す
。
や
が
て
、
こ
の
強
盗
犯
人
、
家
庭
の

事
情
か
ら
ど
う
し
て
も
お
金
が
必
要
で
、
優
秀
な
ベ
テ
ラ
ン
行
員
の

計
画
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
す
。
行
員
た
ち
は
、
利
用
さ

れ
た
強
盗
に
同
情
す
る
一
方
で

強
盗
を
計
画
し
た
行
員
を
非
難

し
ま
す
が
、
当
の
行
員
は
自
分

の
し
た
こ
と
は
銀
行
の
不
祥
事

と
し
て
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な

る
し
、
事
件
が
明
る
み
に
な
っ

て
得
す
る
人
間
は
誰
も
い
な
い

と
論
理
的
？
に
脅
す
始
末
。
つ

い
に
は
こ
こ
で
お
こ
っ
た
こ
と

は
あ
く
ま
で
も
訓
練
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
強
盗
事
件
は
な
か

っ
た
こ
と
に
し
て
し
ま
う
。
全

員
で
口
裏
を
合
わ
せ
る
と
い
う

悪
の
結
束
が
生
ま
れ
ま
す･･･

　
「
あ
っ
た
不
正
を
な
か
っ
た
こ
と
に
」
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

は
、「
正
直
さ
、
ひ
た
む
き
さ
」
の
心
意
気
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ

と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
少
し
で
も
ご
来
場
の
お
客

様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
と
願
い
つ
つ
幕
を
降
ろ
し
ま
し

た
。

（
劇
団
我
夢　
代
表　
古
玉
庸
一
）

〈
劇
団
も
し
ょ
こ
む
〉

　

第
71
回
岩
手
芸
術
祭
演
劇
部
門
と
し
て
上
演
さ
れ
た
「
厄
も
積
も

れ
ば
福
と
な
る
」
は
、
午
前
と
午
後
の
全
２
回
公
演
。
ど
ち
ら
も
用

意
し
た
70
席
が
ほ
ぼ
満
席
の
大
盛
況
と
な
っ
た
。「
福
は
巡
る
も
の
」、

「
僕
の
不
幸
は
献
血
と
同
じ
」
と
い
っ
た
作
者
独
自
の
世
界
観
が
多

く
の
人
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

　

お
客
様
の
年
代
は
０
歳
か
ら
80
歳
代
と
か
な
り
幅
広
い
。
最
前
列

に
準
備
し
た
桟
敷
席
で
は
赤
ん
坊
が
ハ
イ
ハ
イ
し
、
子
供
達
が
ま
る

で
テ
レ
ビ
を
観
る
よ
う
に
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
観
劇
し
、
大
声
で
役
者

に
話
し
か
け
る
。
そ
し
て
そ
の
や
り
取
り
に
大
人
た
ち
の
顔
も
ほ
こ

ろ
ん
だ
。（
も
ち
ろ
ん
子
供
と
分
け
た
方
が
い
い
と
い
う
声
も
あ
っ

た
の
だ
が
）

　

観
客
と
舞
台
の
境
が
無
く
、
子
供
と
一
緒
に
楽
し
め
る
と
い
う
こ

と
が
、
劇
団
が
釜
石
の
人
々
に
世
代
を
越
え
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

▶
劇
団
我
夢
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る
要
因
の
一
つ
な
の
だ
と
実
感

し
た
。
確
実
に
フ
ァ
ン
は
増
え

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
劇
団
は
、
今

大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
。

復
興
関
係
で
県
外
か
ら
来
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
だ
が
、

震
災
か
ら
８
年
。
そ
の
任
期
を

終
え
、
次
々
と
釜
石
を
離
れ
て

し
ま
う
の
だ
、
旗
揚
げ
当
初
か

ら
そ
れ
は
理
解
し
て
い
た
つ
も

り
だ
っ
た
の
だ
が
、
４
年
を
共

に
過
ご
し
た
仲
間
と
離
れ
る
の

は
こ
ん
な
に
も
不
安
で
ツ
ラ
く

寂
し
い
の
か
と
愕
然
と
す
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
劇
団
に
は
可
能
性
が
あ
る
。「
そ
の
時
の
メ
ン

バ
ー
で
で
き
る
最
高
の
も
の
」
を
作
り
「
釜
石
に
演
劇
が
当
た
り
前

に
存
在
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る
か
ら
に
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
に
挑
戦
し
て
い
く
べ
き
だ
。
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
で
離
れ
て
し
ま

う
フ
ァ
ン
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
劇
団
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
は
「
色
」
の
な
い
劇
団
を
目
指
し
て
い
い
か
な
く
て
は
と
あ

ら
た
め
て
思
う
。
そ
う
思
え
た
の
も
今
回
の
成
功
が
あ
っ
た
か
ら
。

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
笠
原
景
子
）

〈
二
戸
市
演
劇
協
会The

・
雲
人
〉

　

今
回
私
は
、
脚
本
、
演
出
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
数
年

前
朗
読
劇
と
し
て
、
雲
人
で
公
演
し
た
絵
本
で
し
た
。「
こ
の
作
品

を
舞
台
化
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
今
年
度
の
定
期
公
演
で
上
演

す
る
に
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
脚
本
、
演
出
を
す
る
上
で
絵
本
と
い

う
原
作
を
大
切
に
し
な
が
ら

も
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
だ
せ

る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
た
。

　

芝
居
に
つ
い
て
役
者
と
は
、

役
の
関
係
性
を
話
し
合
い
、
相

談
し
な
が
ら
作
っ
て
い
き
ま
し

た
。「
面
白
か
っ
た
」、「
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
に
泣
き
そ
う
に
な
っ

た
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た

が
、
一
方
「
会
話
全
体
の
流
れ

が
一
定
に
な
っ
て
い
た
」
と
の

感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
会
話

の
多
い
芝
居
で
あ
っ
た
為
、
演

出
面
で
の
工
夫
が
必
要
で
あ
っ

◀
劇
団
も
し
ょ
こ
む

▶
二
戸
市
演
劇
協
会The

・
雲
人

た
と
感
じ
ま
し
た
。
舞
台
美
術
、
照
明
、
映
像
は
絵
本
の
世
界
が
舞

台
と
し
て
作
ら
れ
衣
装
メ
イ
ク
に
関
し
て
も
各
動
物
の
区
別
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
個
性
が
生
か
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
音

楽
も
役
者
と
芝
居
に
合
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、「
音
楽

で
セ
リ
フ
が
聞
こ
え
な
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
点
に
つ
い
て
今
後
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
演
で
、
様
々
な
課
題
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
そ

の
ひ
と
つ
ず
つ
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
舞
台
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
井
真
帆
）

〈
二
戸
市
民
文
士
劇
〉

　

二
戸
市
民
文
士
劇
に
は
、
前
回
の
相
馬
大
作
物
語
、
そ
し
て
今
回

の
九
戸
城
と
女
た
ち
と
２
回
出
演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
前
回
は
相

馬
大
作
に
付
き
従
う
一
番
弟
子
の
関
良
助
、
今
回
は
南
部
信
直
の
家

臣
北
信
愛
の
息
子
、
北
秀
愛
で
し
た
。

　

去
年
に
引
き
続
き
参
加
し
た
訳
で
す
が
、
１
番
最
初
に
驚
い
た
こ

と
が
、
各
地
か
ら
参
加
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

二
戸
は
も
ち
ろ
ん
、
久
慈
、
盛
岡
、
東
京
、
果
て
は
海
外
ま
で
（
笑
）

皆
さ
ん
二
戸
市
に
深
い
愛
着
を
持
っ
て
い
る
方
ば
か
り
で
、
こ
の
街

の
魅
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
場
に
多
く
の
人
が
集
っ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

実
際
に
稽
古
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
上
手
く
行
か
な
い
こ
と
は
ど

う
し
て
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
終
わ
り
に
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ

た
体
を
引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
稽
古
場
に
向
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
稽
古
が
と
ん
で

も
な
く
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
一
緒
に
関
わ
っ
た
皆
さ

ん
が
、
温
か
い
空
間
を
作
り
出
し
て
い
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
力
は
稽
古
な
の
で
も
ち
ろ
ん
減
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
気
力
が

回
復
し
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。

　

そ
し
て
い
ざ
本
番
。
正

直
言
っ
て
、
最
高
で
し
た
。

１
０
０
０
人
以
上
入
る
大
き
い

会
場
で
演
技
を
す
る
と
、
お
客

様
の
表
情
、
雰
囲
気
と
か
が
分

か
り
ま
す
。
息
を
の
む
瞬
間
、

笑
い
が
起
き
る
瞬
間
、
泣
く
瞬

間
。
役
者
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

な
く
そ
の
沢
山
の
お
客
様
と
一

体
感
を
味
わ
え
る
。
二
戸
市
民

文
士
劇
の
大
き
な
魅
力
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
番

▶
二
戸
市
民
文
士
劇
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セ
リ
フ
を
忘
れ
て
も
不
思
議
と
焦
ら
ず
楽
し
く
い
る
こ
と
の
で
き
る

自
分
が
そ
こ
に
い
ま
し
た
。
本
当
は
セ
リ
フ
は
忘
れ
な
い
方
が
い
い

の
で
す
が
。

　

ま
だ
高
校
卒
業
し
て
数
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
未
熟
者
の
私
を
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
二
戸
市
民
文
士
劇
事
務
局
の
皆
様
、
一

緒
にIGR

で
二
戸
ま
で
通
っ
た
演
出
の
坂
田
様
、
キ
ャ
ス
ト
・
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
ま
た
ご
来
場
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
二
戸
市
民
文
士
劇
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
１
番
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
は
実
は
私
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
坂
戸
公
輝
）

〈
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

　

今
年
度
、
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
「
市
民
に
よ
る
映
画
づ
く

り
の
可
能
性
を
探
ろ
う
」
と
題
し
て
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
制
作

さ
れ
た
映
像
作
品
の
上
映
と
、
そ
れ
ら
の
映
像
作
り
に
か
か
わ
っ
た

監
督
や
カ
メ
ラ
マ
ン
、
出
演
者
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

上
映
さ
れ
た
映
像
作
品
は
４
作
品
。
う
ち
２
作
品
は
岩
手
県
文
化

振
興
基
金
助
成
事
業
「
ア
ー
ツ
い
わ
て
塾
」
映
像
制
作
講
座
に
て
習

作
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
５
分
程
度
の
短
編
映
像
で
、
既
成
の
舞
台
脚

本
の
一
部
を
抜
粋
し
短
編
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
た
作
品
「
風
の
ス
タ
ジ

オ
殺
人
事
件
」
と
、
盛
岡
出
身

の
ダ
ン
サ
ー
・
安
達
香
澄
さ
ん

が
盛
岡
市
大
ケ
生
の
風
景
の
中

で
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス

を
踊
る
姿
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
に
仕
立
て
た
作
品
「
安

達
香
澄
Ｐ
Ｖ
」。

　

続
い
て
、
昨
年
度
、
市
民
公

募
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
、
演
劇
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
生
の
語
り
と
生

演
奏
に
て
上
映
さ
れ
た
「
蛾
と

笹
舟
」
を
映
画
作
品
と
し
て
完

成
さ
せ
た「
映
画　

蛾
と
笹
舟
」

を
初
め
て
上
映
し
、
最
後
に
会
津
若
松
市
の
「
あ
い
づ
っ
こ
人
材
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
で
、
中
学
生
50
名
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

作
品
「M

essage

～
僕
ら
の
夏
休
み
～
」
を
上
映
し
た
。

　

後
半
は
会
津
若
松
市
「M

essage

～
僕
ら
の
夏
休
み
～
」
の
映

像
制
作
を
指
導
し
た
板
屋
宏
幸
監
督
に
よ
る
ト
ー
ク
と
、
板
屋
氏
に

加
え
て
、「
ア
ー
ツ
い
わ
て
塾
」
映
像
制
作
講
座
の
講
師
を
つ
と
め

た
千
葉
真
一
氏
、「
蛾
と
笹
舟
」
出
演
者
の
東
海
林
千
秋
氏
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
、「
蛾
と
笹
舟
」
監
督
の
坂
田
裕
一
氏
が
進
行
し
、「
市
民

に
よ
る
映
画
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

　

上
映
作
品
は
、
い
ず
れ
も
質
が
高
く
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
か

っ
た
。

　

映
画
に
お
け
る
市
民
参
加
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
市
民
参
加
の
形

式
は
俳
優
と
し
て
の
参
加
か
ら
、
映
像
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
参
加
ま

で
幅
広
く
、
主
催
者
側
の
参
加
の
狙
い
の
明
確
化
の
必
要
性
と
、
映

像
ス
タ
ッ
フ
養
成
に
つ
い
て
の
持
続
的
な
学
習
の
大
切
さ
が
語
ら
れ

た
。
岩
手
の
映
像
制
作
振
興
に
お
け
る
市
民
参
加
の
必
要
性
が
認
識

で
き
た
。

（
菊
池
摩
美
）

◀
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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伝
統
芸
能

能　
楽�　
謡
と
仕
舞
の
会　
11
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　
　
　

番
組

素
謡
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
シ
テ 

岡
田
紘
子 　
　
　

遠
藤
秀
夫　
　
　

佐
野
剛
章

西
王
母　
　
ワ
キ 

廣
田　

豊 　
　

（地）
佐
藤
順
一　
　
　

相
澤　

努

　
　
　
　
　
ワ
キ
ヅ
レ　

佐
々
木
正
明　

千
田　

實　
　
　

鈴
木　

勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘
下　

壽

仕
舞
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
幹
夫

　

菊
慈
童　
キ
リ 

菊
池
昭
二 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
坂
昭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
高
橋　

弘

　

江　

口　
キ
リ 

金
子
琢
磨 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
澤
君
夫

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

箙　
　
　
　

 

牧
原　

登 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
敬
夫

素
謡
（
喜
多
流
・
大
船
渡
）

　
　
　
　
　
シ
テ 

佐
藤
正
雄 　
　
　

和
野
多
喜
夫　
　

西
条　

誠

半
蔀　
　
　
ワ
キ 

廣
澤
英
男 　
　

（地）
千
葉　

太　
　
　

及
川　

直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
省
三　
　
　

平
山
正
昭

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

経
政　
　
キ
リ 

佐
香
美
穂
子 　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

　

天
鼓　
　
　
　
　

山
口
睦
美　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

仕
舞
（
喜
多
流
・
大
船
渡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
川　

直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
澤
英
男

　

草
紙
洗
小
町　
　

新
沼
京
子　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
千
葉　

太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
正
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山
正
昭

素
謡
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
シ
テ 

鈴
木　

勲 　
　
　
　

佐
々
木
正
明　
　

吉
田
清
三

東
北　
　
ワ
キ 

三
上
敬
夫 　
　
　

（地）
佐
藤
順
一　
　
　

佐
野
剛
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
田　

實　
　
　

遠
藤
秀
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘
下　

壽

素
謡
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
昭
二

　
　
　
　
ツ
レ 

小
田
島
幸
雄 　
　

（地）
海
老
澤
君
夫　
　

荒
川
礼
二

松
風　
　
シ
テ 

高
橋
雄
賢　
ワ
キ 

山
坂
昭
二　

高
橋
孝
市　

中
村
儀
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

仁

仕
舞
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
剛
章

　

経
政　
キ
リ 

浦
田
妙
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
相
澤　

努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
哲
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
敬
夫

連
調
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
光　

昭

　
　
　
　

大
鼓　

下
川
原
令
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
財　

清

　

八
島　

小
鼓　

武
内
公
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
菅
原
岩
夫

　
　
　
　

小
鼓　

工
藤
曄
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
道
俊
之

　
　
　
　

小
鼓　

高
橋
千
賀
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
長
彦

仕
舞
（
宝
生
流
・
南
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
典
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
谷
哲
子

　

山
姥　
　
キ
リ 

藤
澤
美
和
子 　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
高
橋
美
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
内
不
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
か
お
る

《
特
集
》『
一
曲
を
各
流
が
連
吟
で
謡
継
ぐ
』

連
吟
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
シ
テ 

『
げ
に
や
数
な
ら
ぬ
…
』
～　

地
『
…
苦
し
か
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

 

高
橋
八
郎

　
　
　
　
　
　

 

小
原
生
子

　

紅
葉
狩　
シ
テ 

菊
池
昭
二　
　
　

小
野
信
太
郎

　
　
　
　
　
ワ
キ 

小
田
島
幸
雄

　
　
　
　
　
　

 

伊
東
碩
子

連
吟
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　

ｻｼｼﾃ
『
林
間
に
鮭
を
あ
た
た
め
て
…
』～
地
ク
セ
の
終
わ
り
『
…
色
気
か
な
。

　
　
　
　
　
　

 

千
田　

實

　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

勲　
　
　

吉
田
清
三

　

紅
葉
狩　
シ
テ 

菊
地
新
司　
　
　

相
澤　

努

　
　
　
　
　
ワ
キ 

遠
藤
秀
夫　
　
　

佐
野
剛
章

　
　
　
　
　
　

 

佐
藤
順
一　
　
　

三
上
敬
夫

　
　
　
　
　
　

 

舘
下　

壽

連
吟
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　

中
入
～
終
り

　
　
　
　
　
　

 

工
藤
長
彦　
　
　

善
財　

清

　

紅
葉
狩　
ワ
キ 

中
道
俊
之　
　
　

菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　

 

柏
葉
光
利　
　
　

大
光　

昭



─ 52 ── 53 ─

素
謡
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　

枕
慈
童　
シ
テ 

米
沢　

立 　
　
　

（地）
藤
原
洋
子　
　

栃
内
繁
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
直
子　
　

下
川
原
令
子

仕
舞
（
宝
生
流
・
南
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
典
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
谷
哲
子

　

殺
生
石　
　
　

佐
々
木
加
奈
子　
　
　
　
　
　
　

（地）
高
橋
美
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
内
不
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
か
ほ
る

素
謡
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
紀
子

　
　
　
　
ツ
レ 

圡
川
律
子 　
　
　
　
　

谷
藤
政
子

　

葵
上　
シ
テ 

伊
東
碩
子　
ワ
キ 

佐
藤
千
鶴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
千
葉
マ
ス
ミ　

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ワ
キ
ツ
レ 

木
村
悦
子　

小
原
生
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
冴
子

素
謡
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
シ
テ 

相
澤　

努 　
　
　
　
　

大
場
兵
馬

　

井
筒　
ワ
キ 

菊
地
新
司 　
　
　
　

（地）
佐
藤
哲
夫　
　

鈴
木　

基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
宏
明

仕
舞
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
光　

昭

　

松
虫　
ク
セ 

中
道
俊
之 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
善
財　

清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
葉
光
利

連
吟
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
シ
テ 

牧
原　

登 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
香
美
穂
子

　

熊
坂　
ワ
キ 

武
田　

勤 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
睦
美

仕
舞
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
藤
政
子

　

野
宮　
キ
リ 

荒
川
冴
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
千
葉
マ
ス
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圡
川
律
子

素
謡
（
宝
生
流
・
南
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
知
子　
　
　

上
野
喜
代
子

　
　
　
　
シ
テ 

工
藤
典
子 　
　
　
　

佐
々
木
加
奈
子　

蜂
谷
哲
子

　

葛
城　
ワ
キ 

松
本
敏
之 　
　
　

（地）
藤
澤
美
和
子　
　

高
橋
美
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
か
ほ
る　

栃
内
不
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
ト
モ

素
謡
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　

師
長　

小
守
林
尚
之

　
　
　
　
シ
テ
連 
柏
葉
光
利

　
　
　
　
シ
テ 

大
光　

昭 　
　
　
　
　

神
田
健
幸　
　

善
財　

清

　

絃
上　
ワ
キ 

野
田
宗
義 　
　
　
　

（地）
工
藤
長
彦　
　

菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
櫻
正
行　
　

中
道
俊
之

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

通
小
町　

村
山
健
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
剛
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

仕
舞
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
堂
信
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
内
公
子

　

井
筒　

高
橋
千
賀
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
山
口
寧
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
曄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
澤
禮
子

仕
舞
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
藤
政
子

　

邯
鄲　

楽
ア
ト　

圡
川
律
子　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
荒
川
冴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
マ
ス
ミ

素
謡
（
喜
多
流
・
石
鳥
谷
）

　
　
　
　
　
シ
テ 

大
沼
道
男 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
菊
池
軍
司

　

殺
生
石　
ワ
キ 

高
橋
真
一 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
綱
夫

仕
舞
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
長
彦

　

山
姥　
キ
リ 

工
藤
曄
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
大
光　

昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
葉
光
利

素
謡
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
昭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
澤
君
夫

　

阿
漕　
シ
テ 

小
西
幹
夫　
ワ
キ 

高
橋
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
高
橋
幸
市　
　

高
橋　

弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
藤　

威　
　

金
子
琢
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
坂
昭
二

附
祝
言

《
講
評
》　
能
楽
部
門
「
謡
と
仕
舞
の
会
」
は
11
月
４
日
（
日
）、
午

前
11
時
か
ら
岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

番
組
は
、
前
掲
の
と
お
り
素
謡
11
番
（
前
年
11
番
）、
仕
舞
15
番

（
前
年
19
番
）、
連
吟
４
番
（
前
年
３
番
）
及
び
連
調
１
番
（
前
年
１

番
）
と
な
り
、
参
加
者
数
は
、
地
謡
を
含
め
て
延
べ
２
０
２
名
（
前

年
２
２
０
名
）、
前
年
に
比
べ
て
出
演
曲
目
数
、
参
加
者
数
と
も
に

漸
減
し
、
い
さ
さ
か
退
潮
の
感
が
あ
っ
た
。
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特
に
平
成
15
年
か
ら
連
続
し

て
参
加
し
て
き
た
キ
ン
ダ
ー
ホ

ー
ム
ひ
ま
わ
り
組
（
毎
年
30
名

程
が
参
加
）
が
幼
稚
園
の
事
情

か
ら
取
り
止
め
と
な
っ
た
の
が

悔
や
ま
れ
た
。
園
児
が
古
典
芸

能
の
所
作
を
通
じ
て
得
る
礼

儀
、
知
識
は
は
か
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
り
、
ま
た
高
い
舞
台

で
家
族
や
一
般
の
お
客
さ
ん
の

前
で
舞
を
舞
い
大
声
を
張
り
上

げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
園
児
ら

の
記
憶
と
と
も
に
一
生
の
宝
と

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

園
児
の
出
演
時
に
は
家
族
（
両
親
、
祖
父
母
）
の
参
観
が
あ
り
一

時
的
で
は
あ
る
が
入
場
者
が
ぐ
っ
と
増
え
、
一
般
の
入
場
者
が
少
な

い
能
楽
の
関
係
者
と
し
て
は
嬉
し
い
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
こ
れ
が
な
く
な
る
と
思
う
と
本
当
に
寂
し
い
気
持
ち
で
あ

っ
た
。

　
「
謡
と
仕
舞
の
会
」
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
設
け
て
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
は
、
第
70
回
記
念
を
祝
し
て
祝
言
小
謡
を
３
流
で
謡
っ
た
。
過

去
に
は
東
日
本
大
震
災
時
の
犠
牲
者
を
追
悼
し
て
そ
れ
ぞ
れ
で
追
善

謡
曲
を
謡
っ
た
。

　

今
年
は
、季
節
の
一
曲
を
各
流
が
連
吟
で
謡
い
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。

　
「
紅
葉
狩
」
は
、
数
人
の
侍
女
を
う
ち
連
れ
た
上
臈
が
山
陰
に
幕

を
打
ち
廻
し
て
紅
葉
狩
の
宴
を
催
し
て
い
た
。
折
し
も
鹿
狩
り
に
来

た
平
幾
茂
一
行
が
通
り
か
か
っ
た
が
、
幾
茂
は
上
臈
の
酒
宴
に
馬
の

ま
ま
で
は
非
礼
と
思
っ
て
、
馬
よ
り
降
り
て
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る

と
、
主
人
ら
し
い
貴
女
が
「
一
樹
の
陰
一
河
の
流
れ
」
と
い
う
縁
も

あ
る
と
云
っ
て
引
き
止
め
る
の
で
あ
っ
た
。
詮
方
な
く
誘
わ
れ
る
ま

ま
に
酒
宴
に
連
な
っ
て
盃
を
重
ね
る
が
、
時
は
秋
、
所
は
山
路
、
盃

中
の
酒
は
長
寿
の
薬
、
幾
茂
の
心
は
と
み
に
乱
れ
て
宙
に
浮
く
が
如

く
で
あ
っ
た
。

　

美
女
は
酒
間
の
慰
み
に
と
て
優
雅
な
舞
を
舞
っ
て
く
れ
た
が
、
酒

の
酔
い
に
う
た
た
寝
を
す
る
幾
茂
の
顔
を
じ
っ
と
見
込
ん
で
い
た
か

の
美
女
は
、
夢
を
覚
ま
し
給
う
な
と
あ
や
し
い
言
葉
を
残
し
て
消
え

失
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

幾
茂
は
夢
の
中
で
岩
清
水
八
幡
の
ご
神
託
を
蒙
り
、
今
の
女
が
こ

の
山
に
住
む
鬼
女
で
あ
る
こ
と
を
知
り
枕
辺
に
お
い
て
あ
っ
た
霊
剣

を
握
っ
て
待
ち
受
け
る
の
で
あ
っ
た
。

　

や
が
て
大
風
が
起
こ
っ
て
物
凄
い
気
色
の
な
か
に
鬼
女
が
現
れ
て

襲
い
か
か
っ
て
き
た
が
、
幾
茂
は
心
中
に
南
無
八
幡
大
菩
薩
を
祈
念

し
て
鬼
女
に
飛
び
掛
か
り
む
ん
ず
と
組
ん
で
霊
剣
を
ふ
る
い
鬼
女
を

退
治
す
る
の
で
あ
る
。

◀
能
楽

　

こ
の
謡
曲
は
、
五
番
目
も
の
あ
る
い
は
鬼
畜
も
の
と
い
っ
て
最
後

に
演
じ
ま
す
。
今
回
こ
れ
を
観
世
流
が
始
め
か
ら
道
行
き
ま
で
を
、

宝
生
流
が
ク
セ
か
ら
中
入
り
ま
で
を
、
喜
多
流
が
中
入
り
か
ら
終
わ

り
ま
で
の
一
曲
を
連
吟
で
謡
継
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
圧
巻
は
、
喜
多
流
の
連
調
「
八
島
」
で
あ
っ
た
。
毎
年

続
い
て
い
る
連
調
で
あ
っ
た
が
芸
は
連
年
充
実
し
３
人
の
小
鼓
と
下

川
原
女
子
の
太
鼓
は
、
華
や
か
な
中
に
も
男
性
群
の
謡
と
あ
い
和
し

て
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
「
謡
と
仕
舞
の
会
」
を
初
め
て
見
た
と
い
う
若
い
ご
婦
人

か
ら
質
問
を
受
け
、
こ
の
芸
は
い
つ
頃
（
年
代
）
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
、
誰
が
始
め
た
の
か
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
と
答
え

た
と
こ
ろ
、「
室
町
時
代
と
い
う
の
は
鎌
倉
時
代
の
前
か
後
か
」
と

聞
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
番
組
表
の
活
用
で
あ
る
。
能

楽
の
啓
蒙
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

今
後
の
課
題
と
し
て
第
２
、
第
３
の
キ
ン
ダ
ー
ホ
ー
ム
の
発
掘
で
あ

る
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
佐
野
剛
章
）

▽
実
行
委
員　
菊
池
昭
二
・
佐
野
剛
章

邦　
楽�　
邦
楽
の
つ
ど
い　
11
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

演
奏
番
組　

○
…
タ
テ

寿
二
会

嘉
声
会

糸
音
会

　

長
唄　

小
鍛
冶

舞
台
面　

三
味
線

　
　
　

菊
池
歌
奈

　
　
　

松
本
祐
貴
子

　
　
　

鈴
木
結
葵

　
　

〇
杵
屋
松
紀
三

　
　
　

井
上
知
子

　
　
　

橘　

麻
子

　
　
　

平
田
光
子

　
　
　
　

唄

　
　
　

杉
下
佳
奈
子

　
　
　

白
築
真
夏

　
　
　

杵
屋
寿
々
福

　
　
　

杵
屋
勝
由
紀
寿

　
　
　

岸
浪
昭
子

　
　

〇
杵
屋
寿
二

　
　
　

杵
屋
勝
は
る
寿

　
　
　

杵
屋
勝
友
可
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杵
屋
寿
慧

　
　
　

藤
村
知
子

　
　
　

中
村
純
子

　
　
　
　

唄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
華

　
　
　

渡
邊
祐
子

　
　
　

鎌
田
聡
子

　
　
　

玉
澤
ヒ
ナ

　
　
　

福
士
幸
雄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
寿

　
　

〇
稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

稀
音
家
六
貞
鳳

　
　
　

高
橋
真
栄

　
　
　

廣
澤
俊
子

　
　
　

佐
藤
万
里
栄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
帆

糸
音
会

　

長
唄　

五
郎
時
致

　
　
　
　

唄

　
　

〇
杵
屋
喜
太
郎

　
　
　

杵
屋
正
則

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
松
本
祐
貴
子

　
　
　

杵
屋
松
紀
三

　
　
　

姉
歯
和
子

　
　
　

柴
田
珠
実

　
　
　

林　

寛

嘉
声
会

　

長
唄　

神
田
祭

　
　
　
　

唄

　
　

〇
稀
音
家
六
貞
鳳

　
　
　

玉
澤
ヒ
ナ

　
　
　

稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

鎌
田
聡
子

　
　
　

佐
藤
万
里
栄

　
　
　

廣
澤
俊
子

　
　
　

稀
音
家
六
貞
華

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
稀
音
家
六
貞
鳳

　
　
　

玉
澤
ヒ
ナ

　
　
　

稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

鎌
田
聡
子

　
　
　

佐
藤
万
里
栄

　
　
　

廣
澤
俊
子

　
　
　

稀
音
家
六
貞
華

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
稀
音
家
六
貞
帆

　
　
　

福
士
幸
雄

　
　
　

渡
邊
祐
子

　
　
　

高
橋
真
栄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
寿

　
　
　
　

笛

　
　
　

藤
舎
理
生

寿
二
会

　

長
唄　

風
流
陣

　
　
　
　

唄

　
　

〇
杵
屋
寿
々
福

　
　
　

杵
屋
勝
由
紀
寿

　
　
　

杵
屋
寿
二

　
　
　

岸
浪
昭
子

　
　
　

杵
屋
勝
友
可

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
藤
村
知
子

　
　
　

白
築
真
夏

　
　
　

杉
下
佳
奈
子

　
　
　

杵
屋
勝
は
る
寿

常
磐
津
文
字
会

　

常
磐
津　

三
保
松
冨
士
晨
明

　
　
　
　

浄
瑠
璃

　
　

〇
岸
浪
昭
子

　
　
　

佐
藤
礼
奈

　
　
　

藤
村
知
子

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
常
磐
津
紫
緒

　
　
　

中
村
純
子

糸
音
会

　

長
唄　

京
鹿
子
娘
道
成
寺

　
　
　
　

唄

　
　
　

杵
屋
喜
太
郎

　
　
　

杵
屋
正
則

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
鈴
木
結
葵

　
　
　

菊
池
歌
奈

　
　
　

杵
屋
松
紀
三

　
　
　

井
上
知
子

　
　
　

橘　

麻
子

　
　
　

平
田
光
子

寿
二
会
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長
唄　

外
記
節　

石
橋

　
　
　
　

唄

　
　

〇
杵
屋
勝
友
可

　
　
　

杵
屋
寿
二

　
　
　

杵
屋
勝
由
紀
寿

　
　
　

杵
屋
寿
慧

　
　
　

白
築
真
夏

　
　
　

杉
下
佳
奈
子

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
杵
屋
寿
々
福

　
　
　

岸
浪
昭
子

　
　
　

中
村
純
子

　
　
　

藤
村
知
子

　
　

上
杵
屋
勝
菊
可

嘉
声
会

　

長
唄　

寒
山
拾
得

　
　
　
　

唄

　
　

〇
福
士
幸
雄

　
　
　

高
橋
真
栄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
鳳

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

稀
音
家
六
貞
華

　
　
　

稀
音
家
六
貞
鳳

　
　
　
　

笛

　
　
　

藤
舎
理
生

常
磐
津
文
字
会

　

常
磐
津　

お
夏
狂
乱

　
　
　
　

浄
瑠
璃

　
　

〇
常
磐
津
洋
志
衛

　
　
　

常
磐
津
て
る
衛

　
　
　

室
岡
提
子

　
　
　
　

三
味
線

　
　

〇
常
磐
津
治
衛

　
　
　

常
磐
津
紫
緒

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
参
加
「
邦
楽
の
つ
ど
い
」
は
、『
こ

の
手
か
ら　

広
が
る
世
界　

繋
が
る
文
化
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
11

月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
中
は
良
い
天
候
と
温
か
な
陽
気
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
新
た
に
加
入
し
た
糸
音
会
（
会
主
は
杵
屋

松
紀
三
師
）
の
出
演
も
い
た
だ
き
ま
し
て
、
番
組
数
が
多
く
な
り
、

ま
た
若
い
お
弟
子
さ
ん
が
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
お
忙
し
い
な
か

多
く
の
皆
さ
ま
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
演
奏
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
当
日
は
華
や
か
な
中
に
も
厳
か
で
緊
張
感
と
活
気
の
あ
る
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

舞
台
は
、
ま
ず
寿
二
会
・
嘉
声
会
・
糸
音
会
に
よ
る
30
名
の
合
同

ス
テ
ー
ジ
長
唄
「
小
鍛
冶
」
で
荘
重
な
中
に
も
優
美
か
つ
華
や
か
な

雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。
有
名
な
番
組
で
も
あ
り
会
場
の
皆
様
も

聴
き
入
り
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
よ
く
出
て
お
り
、
私

た
ち
自
身
が
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
演
奏
会
は
、
そ
の
他

に
寿
二
会
に
よ
る
長
唄
「
風
流

陣
」「
石
橋
」、
嘉
声
会
に
よ
る

長
唄
「
神
田
祭
」「
寒
山
拾
得
」、

糸
音
会
に
よ
る
長
唄
「
五
郎
時

致
」「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」、
そ

し
て
常
磐
津
文
字
会
に
よ
る
常

磐
津
「
三
保
松
冨
士
晨
明
」「
お

夏
狂
乱
」
を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏

し
、
い
ず
れ
の
社
中
も
そ
の
物

語
や
情
景
・
心
情
な
ど
に
迫
り
、

そ
し
て
内
容
に
引
き
込
ま
れ
る

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
演
奏
会
は
最
後
ま
で
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
会
場
の
皆
様
の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

会
員
一
人
一
人
は
、
本
演
奏
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
来
年

度
の
「
邦
楽
の
つ
ど
い
」
に
向
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

演
奏
が
披
露
で
き
る
よ
う
、
ま
た
多
く
の
皆
様
方
に
ご
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
精
進
と
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
を
新

た
に
し
て
稽
古
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責　
岩
手
邦
楽
協
会　
会
長�　
福
士　
幸
雄
）

▽
実
行
委
員　
福
士
幸
雄　

室
岡
提
子

茶　
道�　
茶
会　
10
月
７
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
河
南
公
民
館　

３
階
和
室

　
　
　
　
　
　
　
　

も
り
お
か
町
家
物
語
館　

浜
藤
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

徳
清
町
屋　

和
室

　
　
１
席　
河
南
公
民
館　
和
室江

戸
千
家
岩
手
不
白
会

　
　
　

席
主　

乳　

井　

宗　

啓

　
　
　

寄　

付

掛
物　
　

日
々
是
好
日　
　
　
　
　
　
　

蓮
鶴
筆

▶
邦
楽
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本　

席

床　
　
　

心
月
輪　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
心
庵
宗
雪
筆

　

花　
　

季
の
も
の

花
入　
　

信
楽
焼　

銘　

か
ら
た
ち　
　

瑞
峯
作

香
合　
　

鹿
紅
葉
蒔
絵

風
炉
先　

一
元
斎
好

大
板　
　

松
拭
漆

釜　
　
　

南
部
雲
竜
釜　
　
　
　
　
　
　

昌
行
造

風
炉　
　

砂
張
銅
箪
笥
瓢
風
炉　
　
　
　

旺
光
造

水
指　
　

高
麗
柿
天
目
細　
　
　
　
　
　

季
殷
九
作

茶
器　
　

棗
黒
柿
大
菊
蒔
絵　
　
　
　
　

宗
悦
作

茶
碗　
　

赤
楽
銘
し
の
の
め　
　
　
　
　

宗
康
作

　

替　
　

蔦
の
絵　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
山
作

茶
杓　
　

銘　

松
の
峯　
　
　
　
　
　
　

不
白
作

　
　
　
　
　
　

老
松
の
あ
と
を
う
け
て
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
心
庵

　

蓋
置　

萩
焼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
蔵
作

　

建
水　

欅
皮
輪
島　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
昭
央
作

お
茶　
　

池
の
白　
　
　
　
　

家
元
好　

星
野
園
詰

菓
子　
　

銘　

か
さ
ね
菊　
　
　
　
　
　

山
善
製

　

器　
　

高
取　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
山
作

　
　
２
席　
も
り
お
か
町
家
物
語
館　
浜
藤
ホ
ー
ル

表
千
家
同
門
会
岩
手
県
支
部

　
　
　

席
主　

千　

葉　

宗　

洋

　
　
　

寄　

付

掛
物　
　

福
富
雪
底
筆　
　
　
　
　
　
　

朗
月

　
　
　

本　

席

掛
物　
　

而
妙
斎
筆　

松
菊
萬
年
歓　
　

共
箱

花
入　
　

掛
け
置
き　
　
　
　
　
　
　
　

塩
月
寿
監
作

　

花　
　

季
の
も
の

香
合　
　

菊
籬　

即
中
斎
箱　
　
　
　
　

高
村
表
恵
作

釜　
　
　

南
部
釜　

小
阿
弥
陀
堂　
　
　

金
沢
鶴
斎
作

水
指　
　

薩
摩
ペ
ル
シ
ャ
風
繋
文　
　
　

陶
正
山
作

　

即
中
斎
好
立
札
卓

茶
器　
　

雲
錦
流
水
雪
吹　

即
中
斎
在
判
箱　

表
朔
作

茶
碗　
　

出
雲
ハ
ケ
メ　

銘　

白
妙　

不
仙
斎
箱　

空
味
作

　

替　
　

真
葛　

蔦
の
絵　

而
妙
斎
箱　

香
斎
作

茶
杓　
　

即
中
斎
自
作　

銘　

千
代
の
友　

同
筒
箱

　

建
水　

ツ
ボ
形
銀
溜
結
紐
蒔
絵　
　
　

雅
峯
作

　

蓋
置　

乾
山
写　

菊　
　
　
　
　
　
　

即
全
造

菓
子
器　

萩　

菊
形
食
籠　
　
　

十
四
代
坂
倉
新
兵
衛
作

　

菓
子　

軽
羹
饅
頭　
　
　
　
　
　
　
　

大
丸
屋
製

莨
盆　
　

惺
斎
好
手
付
ス
リ
漆　
　
　
　

漆
園
作

　

火
入　

絵
唐
津　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
重
利
作

　

莨
入　

唐
物
写　

独
楽
莨
入　
　
　
　

泉
斎
作

　

煙
管　

如
心
斎
好
写
筋　
　
　
　
　
　

清
五
郎
作

　
　

３
席　
徳
清
町
屋　
和
室

裏
千
家
淡
交
会
岩
手
南
支
部

　
　
　

席
主　

中　

田　

宗　

倫

　
　
　

寄　

付

床　
　
　

玄
々
斎
自
画
賛　

月
二
雁　
　

又
玅
斎
箱

　
　
　

本　

席

床　
　
　

中
尊
寺
貫
主　

山
田
俊
和
大
僧
正
筆　

道
心
菩
提
之
翼

花　
　
　

季
の
も
の

花
入　
　

唐
物
手
付
籠　
　
　
　
　
　
　

竹
良
斎
極

香
合　
　

村
上
堆
朱　

菊
彫

釜　
　
　

小　

尾
垂　

霰

風
炉　
　

鉄　

欠　

敷
瓦　

織
部
つ
ぼ
つ
ぼ

結
界　
　

桑　

南
宗
寺
古
材
ヲ
以
テ　
　

光
春
造

水
指　
　

古　

高
取　

細

薄
器　
　

坐
忘
斎
家
元
好
在
判　

飛
雲
棗　

玉
栄
造

茶
杓　
　

坐
忘
斎
家
元
作　

銘　

洗
心

茶
碗　
　

赤　

銘　

里
神
楽　

坐
忘
斎
家
元
箱　

了
入
造

　

替　
　

御
本　

銘　

響　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
箱

　

替　
　

大
八
洲
絵　

坐
忘
斎
家
元
箱　

即
全
造

　

蓋
置　

竹　

坐
忘
斎
家
元
在
判
箱　
　

正
玄
造

　

建
水　

モ
ー
ル　

菊
彫　
　
　
　
　
　

浄
益
造

御
茶　
　

坐
忘
斎
家
元
好　

長
久
の
白　

祇
園
辻
利
詰

菓
子　
　

山
づ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ぎ
や
菓
子
鋪
製

　

器　
　

金
襴
手　

雲
鶴
鉢　
　
　
　
　

得
全
造

莨
盆　
　

坐
忘
斎
家
元
好
在
判　

折
撓　

瓢　

玉
栄
造

　

火
入　

織
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
五
郎
造

《
講
評
》　
今
年
の
岩
手
芸
術
祭
茶
会
は
、
大
型
台
風
の
影
響
が
心
配

さ
れ
る
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
６
日
も
何
と
か
天
気
も
も
ち
、

席
回
り
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
早
朝
は
風

雨
強
か
っ
た
も
の
の
、
次
第
に
回
復
し
昼
過
ぎ
に
は
日
差
し
も
出
て

き
ま
し
た
。

　

本
年
の
岩
手
芸
術
祭
茶
会
は
、
中
央
公
民
館
が
使
用
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
河
南
公
民
館
、
も
り
お
か
町
家
物
語
館
、
徳
清
町
屋
の
３

か
所
で
３
席
行
わ
れ
ま
し
た
。
概
況
と
し
て
、
入
場
者
数
は
、
台
風

の
影
響
も
あ
り
、
例
年
よ
り
少
な
い
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
会
場
の
お
客
様
の
移
動
は
、
バ
ス
を
巡
回
す
る
形
を
取
り
ま
し

た
。

　

課
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
第
１
席
河
南
公
民
館
は
、
総
受
付
が
１



─ 62 ── 63 ─

階
、
会
場
が
３
階
と
縦
の
動
線

と
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
第
２
席
の
も
り
お
か
町
家

物
語
館
の
会
場
は
、
ホ
ー
ル
で

す
の
で
、
茶
席
の
配
置
に
苦
労

し
た
よ
う
で
す
。
第
３
席
の
徳

清
町
屋
は
、
近
隣
に
駐
車
場
が

な
く
、
遠
方
か
ら
来
ら
れ
た
お

客
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
３
会
場
で
行
う
茶

会
は
、
春
の
盛
岡
芸
術
祭
に
続

き
２
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
席

主
の
方
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
な
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
岩
手
茶
道
協

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
３
会
場
の
移
動
、
運
営
に
は
、
時
間
を
か

け
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
前
日
、
当
日
と
も

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
、
事
故
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
齋
藤
妙
佳
）

実
行
委
員
＝
鈴
木
宗
基
・
平
野
宗
蕙

華　
道�　
華
道
展　
（
前
期
）
10
月
５
日
㈮
・
６
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
期
）
10
月
７
日
㈰
・
８
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館 

第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

▽
前
期

〈
青
山
流
〉
大
志
田
良
雅　

宮
本
絹
雅　

村
上
千
逢

〈
池
坊
〉
内
田
誓
玉　

小
原
紫
芳　

田
口
芳
秀　

谷
藤
桂
芳　

髙
橋

翠
風　

藤
井
恵
華　

本
間
愛
香　

森
田
朋
月　

山
崎
政
華　

小
原
信

峰　

水
野
和
翠　

大
日
向
香
玉　

相
田
恵
草　

佐
藤
風
爾　

大
川
紫

陽　

小
野
圭
華　

佐
藤
好
華　

佐
藤
竹
幸　

吉
田
誠
華　

千
葉
松
月

〈
櫻
花
遠
州
流
〉
高
橋
尚
美　

澤
田
里
律　

高
橋
尚
好

〈
小
原
流
〉
菅
原
恵
香　

伊
藤
峰
穂　

雫
石
悦
子　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・

コ
ー
ラ
ー　

山
谷
彩
風　

後
藤
英
花　

望
月
和
華　

大
﨑
緑
華　

柏

原
豊
洋　

松
田
萌
花　

加
藤
祥
苑　

鈴
木
豊
貞　

吉
田
華
千　

金
野

豊
雅　

安
保
一
萌　

觸
澤
竜
峰　

竹
林
弘
苑　

杉
本
光
初　

佐
々
木

峯
知

〈
花
芸
安
達
流
〉
高
橋
紀
曈　

須
藤　

静　

高
橋
沙
耶
香

〈
梶
井
宮
御
流
〉
佐
藤
瑠
太　

佐
藤
瑠
喜　

辻
山
素
容　

〈
松
風
花
道
会
〉
紺
野
芳
水　

菅
野
信
水　

鈴
木
由
水　

鈴
木
智
水　

梅
村
康
水　

渡
辺
美
水
（
久
美
子
）

〈
青
山
御
流
〉
小
原
光
衛　

伊
山
光
雅　

桂　

静
雅　

本
川
公
雅　

小
林
友
雅　

齋
藤
真
美
雅　

金
子
千
鶴

〈
草
月
流
〉
高
橋
光
純　

関　

草
遠　

菊
池
美
虹　

澤
野
瞳
揚　

及

川
紅
陽　

戸
草
内
陽
春　

熊
谷
晴
陽　

三
田
村
紫
陽　

新
井
野
如
風　

新
井
野
晴
風　

菊
池
瑞
秀　

高
橋
幸
澄　

鎧　

久
華　

田
山
宗
淳　

大
友
月
庭　

千
葉
緑
風　

箱
崎
幸
花　

畠
山
芳
花　

村
上
秋
仙

〈
龍
生
派
〉
瀬
戸
寿
光　

三
浦
翠
光　

野
沢
素
光　

関
口
翠
華　

大

村
眞
鏡　

伊
藤
良
洋　

及
川
春
樹　

岩
渕
英
水　

千
葉
泰
秀　

瀬
川

香
寿

▽
後
期

〈
青
山
流
〉
久
保
恵
穂　

國
分
彩
雅　

高
橋
敏
雅

〈
池
坊
〉
小
松
陽
光　

佐
藤
春
陽　

髙
橋
佳
光　

千
葉
幸
園　

千
田

桂
花　

野
中
泰
華　

八
戸
春
水　

山
下
恵
風　

中
村
直
峰　

日
沢
栄

香　

駒
米
桐
華　

山
影
喜
香　

及
川
清
光　

六
本
木
風
香　

細
田
芳

節　

藤
島
玉
風　

川
村
紅
苑　

佐
藤
弘
竹　

福
地
実
峰　

大
澤
加
祥

〈
櫻
花
遠
州
流
〉
田
中
尚
登　

山
口
尚
　

熊
谷
尚
玉

〈
小
原
流
〉
小
山
田
光
容　

志
田
華
峰　

宮
崎
尚
子　

大
越
映
青　

北
田
祐
子　

下
田
真
由
美　

小
泉
英
花　

工
藤
一
香　

一
井
綾
華　

藤
原
枝
光　

阿
部
豊
翠　

藤
澤
豊
榮　

小
野
寺
清
香　

阿
部
一
彩　

山
崎
綾
華　

村
山
繚
華　

吉
田
萩
月　

菅
原
豊
文　

中
村
鴻
洋

〈
花
芸
安
達
流
〉
吉
田
由
紀
子　

菊
池
香
曈　

永
野
優
曈

〈
梶
井
宮
御
流
〉
鍋
倉
瑠
美　

戸
田
瑠
志　

伊
五
澤
京
弓

〈
松
風
花
道
会
〉
渡
辺
美
水
（
ミ
サ
子
）　

松
田
悦
水　

赤
迫
美
水　

古
舘
喜
水　

瀬
川
敏
水　

佐
々
木
貴
水

〈
青
山
御
流
〉
桂　

生
陽　

晴
山
伶
雅　

滝
田
晃
雅　

守
屋
和
雅　

田
添
菊
雅　

佐
々
木
季
雅　

袖
林
啓
雅

〈
草
月
流
〉
吉
田
奇
昭　

平
野
雅
昌　

藤
井
縫
籠　

千
葉
渚
苑　

金

野
由
季　

下
村
美
陽　

西
川
礼
峯　

佐
藤
正
華　

蛇
口
光
蓉　

石
川

翠
桐　

細
田
紅
博　

早
坂
典
琴　

千
田
芳
琴　

長
澤
千
徳　

掘
間
恭

華　

高
橋
輝
水　

杉
浦
釉
泉　

村
田
法
麗　

古
舘
紫
映

〈
龍
生
派
〉
出
町
蕉
宝　

熊
谷
紀
光　

佐
藤
賀
仙　

髙
橋
華
杏　

宮　

鳳
秀　

佐
藤
蘭
慧　

畠
山
景
華　

佐
藤
光
葉　

伊
東
華
水　

大
崎
蕉

英○
学
生
コ
ー
ナ
ー

▽
前
期

和
田
思
惟
（
仁
王
小
１
）　

昆　

栞
里
（
岩
大
附
属
小
２
）　

丹

波
日
代
里
（
向
中
野
小

２
）　

三
浦
花
琳
（
向
中
野
小

２
）　

渡
辺
ち
は
や
（
城
南
小

２
）　

藤
原
琉
南
（
岩
大
附
属

小
３
）　

和
田
法
爾
（
仁
王
小

３
）　

髙
橋　

由
（
白
百
合
小

５
）　

藤
原
博
斗
（
岩
大
附
属

小
６
）　

上
村
那
奈
（
盛
岡
商

高
２
）　

小
野
紅
葉
（
盛
岡
二

▶
華
道

◀
茶
道
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高
２
）　

鹿
糠　

希
（
盛
岡
商
高
２
）　

菊
池
亜
美
（
盛
岡
二
高
２
）　

菅
原
未
里
那
（
盛
岡
二
高
２
）　

鈴
木
知
代
（
盛
岡
商
高
２
）　

土
川

茉
寛
（
盛
岡
四
高
２
）　

西
村
綾
香
（
盛
岡
二
高
２
）　

西
村
紀
香

（
盛
岡
二
高
２
）　

畠
山
乃
愛
（
盛
岡
二
高
２
）　

平
野
来
夢
（
盛
岡

三
高
２
）　

古
川
加
英
（
盛
岡
商
高
２
）　

横
屋
美
蘭
（
盛
岡
商
高
２
）　

吉
田
香
乃
（
盛
岡
二
高
２
）　

石
田　

櫻
（
盛
岡
商
高
３
）　

亀
谷
春

花（
江
南
義
塾
３
）　

八
重
島
圭
織（
江
南
義
塾
３
）　

山
高
朋
子（
盛

岡
四
高
３
）

▽
後
期

熊
谷　

萌
（
鵜
飼
小
２
）　

石
川
桃
子
（
緑
が
丘
小
３
）　

橋
本
珠
江

（
白
百
合
小
４
）　

藤
井
珠
世
（
緑
が
丘
小
４
）　

齊
藤
あ
か
り
（
上

田
小
５
）　

宮
崎
祐
奈
子
（
上
田
小
５
）　

佐
々
木
一
颯
（
好
摩
小
６
）　

鈴
木
そ
よ
か
（
仙
北
小
６
）　

鈴
木
芭
奈
（
上
田
小
６
）　

古
川
心
優

（
上
田
小
６
）　

松
森
美
月
（
玉
山
小
６
）　

松
森
優
月
（
玉
山
小
６
）　

山
口
未
夢
（
津
志
田
小
６
）　

吉
谷
地
愛
叶
（
津
志
田
小
６
）　

四
日

市
遥
花（
好
摩
小
６
）　

小
野
寺
七
海（
上
田
中
１
）　

川
村　

徹（
松

園
中
３
）　

駒
木
妃
奈
（
黒
石
野
中
３
）　

野
崎
愛
菜
（
河
南
中
３
）　

吉
田
彩
来
（
仙
北
中
３
）　

岩
﨑
佑
菜
（
盛
岡
中
央
１
）　

山
本
綾
乃

（
盛
岡
北
高
１
）　

川
村
華
恋
（
白
百
合
高
２
）　

佐
藤
安
理
紗
（
白

百
合
高
２
）　

嶋　

美
咲
（
盛
岡
一
高
２
）　

井
上
紗
華
（
白
百
合
高

３
）　

多
田
彩
花
（
盛
岡
二
高
３
）　

長
沼
詩
音
（
白
百
合
高
３
）

《
講
評
》　
岩
手
県
民
会
館
第
１
・
第
２
展
示
室
に
て
、「
こ
の
手
か

ら　

広
が
る
世
界　

繋
が
る
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
第
71
回
岩
手
芸
術

祭
華
道
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
期
は
10
月
５
日
（
金
）・
６
日

（
土
）、
後
期
は
10
月
７
日
（
日
）・
８
日
（
月
）
の
日
程
で
、
会
員

１
８
６
名
に
よ
る
伝
統
的
で
格
調
高
い
作
品
か
ら
現
代
的
な
造
形
作

品
と
若
々
し
く
可
愛
ら
し
い
作
品
ま
で
秋
の
季
節
を
謳
い
あ
げ
ま
し

た
。

　

会
期
中
に
芸
術
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
華
道

部
門
も
会
場
内
で
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
。
６
日
20
名
、
７
日
20
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
体
験
し
た
作
品
を
夕
方
ま
で
会
場
内
に
展
示

し
た
こ
と
が
来
場
者
に
大
変
好
評
で
し
た
。
４
日
間
の
来
場
者
は

２
１
２
７
名
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
一
同
技
術
研
鑽
に
励
み
、
よ
り
良
い
作
品
を
発

表
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
い
け
ば
な
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
小
原
宏
華
）

吟
詠
剣
詩
舞
道�　
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　

第
１
部
（
幼
少
年
・
青
年
）

１　

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ　
　
　

宮
沢
賢
治　
　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
関
市
立
油
島
小
学
校

　
　

絶
句　
　
　
　
　
　
　

杜
甫

２　

お
お
き
な
か
ぶ　
　
　

は
た
の
り
か　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
荻
学
童
ク
ラ
ブ

　
　

向
日
葵
は　
　
　
　
　

前
田
夕
暮

　
　

峨
眉
山
月
の
歌　
　
　

李
白

３　

江
南
の
春　
　
　
　
　

杜
牧　
　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

第
２
部
（
一
般
合
吟
・
剣
詩
舞
）

４　

名
鎗
日
本
號　
　
　
　

松
口
月
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
國
風
流
吟
吟
舞
会
岩
手
県
地
区
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舞
）
邦
桜
会

５　

富
士
山　
　
　
　
　
　

柴
野
栗
山　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
盛
岡
支
部

６　

山
中
の
月　
　
　
　
　

真　

山
民　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

７　

九
月
十
日　
　
　
　
　

菅
原
道
真　
　
　

陸
中
岳
風
会

８　

水
仙
花　
　
　
　
　
　

宮
原
南
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
國
風
流
吟
吟
舞
会
岩
手
県
地
区
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舞
）
邦
桜
会

９　

源　

義
経　
　
　
　
　

綱
谷
一
才　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

10　

名
鎗
日
本
號　
　
　

松
口
月
城　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
盛
岡
支
部

11　

事
に
感
ず　
　
　
　

于
濆　
　
　
　
　
　

朝
翠
流
岩
手
朝
翠
会

12　

一
声
の
仁　
　
　
　

西
郷
南
洲　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会　

13　

青
葉
の
笛　
　
　
　

松
口
月
城　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

14　

峨
眉
山
月
の
歌　
　
　

李
白　
　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

15　

室
根
山
に
登
る　
　

芦　

東
山　
　
　
　

陸
中
岳
風
会

16　

名
鎗
日
本
號　
　
　
　

松
口
月
城　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

17　

平
泉
懐
古　
　
　
　

大
槻
磐
渓　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
盛
岡
支
部

18　

無
欲　
　
　
　
　
　

良
寛　
　
　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

19　

涼
州
詞　
　
　
　
　

王
翰　
　
　
　
　
　

陸
中
岳
風
会

20　

奥
の
細
道
よ
り
「
平
泉
」　

芭
蕉　
　
　

岩
手
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

21　
［
舞
］
荒
城
の
月
（
テ
ー
プ
）　　
　
　

吟
舞
道
翠
流
稀
翠
会

22　
［
舞
］
祝
い
酒
（
テ
ー
プ
）　　
　
　
　

か
す
み
会

第
３
部
（
寿
の
部
）
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23　

吟
の
道　
　
　
　
　

緒
方
龍
勉　
　

陸
中
岳
風
会　

吉
田
岳
廣

24　

た
は
む
れ
に　
　
　

石
川
啄
木　
　

岩
手
吟
詠
会　

及
川
絢
岳

25　

百
人
一
首
二
題　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
岳
風
会　

佐
藤
磐
岳

　
　
　

陸
奥
の　
　
　
　

河
原
左
大
臣

　
　
　

忘
れ
じ
の　
　
　

儀
同
三
司
母

26　

陸
奥
の
國
に
平
泉
に
向
ひ
て
、
束
稻
と
申
す
山
の
侍
へ
、
異
木

は
少
き
様
に
櫻
の
限
見
え
て
花
の
咲
き
た
り
け
る
を
見
て
詠
め

る　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師　
　

岩
手
吟
詠
会　

畠
山
勝
岳

構
成
吟　
～
明
治
一
五
〇
年
～
時
代
を
織
り
な
す
こ
こ
ろ
の
風
詩

１　

坂
本
竜
馬　
　
　
　

松
口
月
城　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
國
風
流
詩
吟
吟
舞
会
岩
手
県
地
区
本
部

２　

子
弟
に
示
す　
　
　

西
郷
南
洲　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

３　

亀
山
営
中
の
作　
　

大
久
保
利
通　
　
　

岩
手
朝
翠
会

４　

花
を
惜
し
む　
　
　

福
沢
諭
吉　
　
　
　

源
鵬
吟
詠
会

５　

和
歌　

よ
も
の
海　

明
治
天
皇
御
製　
　

陸
中
岳
風
会

６　

金
州
城
下
の
作　
　

乃
木
希
典　
　
　

吟
剣
道
翠
紫
流
稀
翠
会

７　

岸
壁
の
母　
　
　
　

平
池
南
桑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
國
風
流
詩
吟
吟
舞
会
岩
手
県
地
区
本
部

８　

北
上
夜
曲　
　
　
　

岩
坪
秀
咆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
國
風
流
詩
吟
吟
舞
会
岩
手
県
地
区
本
部

９　

和
歌　

大
い
な
る　

今
上
天
皇
陛
下　
　

陸
中
岳
風
会

第
４
部
（
合
吟
）

27　

弘
道
館
に
て
梅
花
を
賞
す　

徳
川
斉
昭　

岩
手
吟
詠
会

28　

重
ね
て
楓
橋
に
宿
す　

張
継　
　
　
　
　

朝
翠
流
源
鵬
吟
詠
会

29　

夜
墨
水
を
下
る　
　

服
部
南
敦　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

30　

坂
本
龍
馬
を
思
う　

河
野
天
籟　
　
　
　

岩
手
朝
翠
会

31　

江
雪　
　
　
　
　
　

柳　

宗
元　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

32　

失
題　
　
　
　
　
　

古
荘
嘉
門　
　
　
　

陸
中
岳
風
会

第
５
部
（
連
吟
）

33　

奥
の
細
道
の
一
節　

松
尾
芭
蕉　
　
　
　

朝
翠
流
源
鵬
吟
詠
会

34　

山
中
の
月　
　
　
　

真　

山
民　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

35　

近
江
八
景　
　
　
　

大
江
敬
香　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

36　

富
士
山　
　
　
　
　

柴
野
栗
山　
　
　
　

陸
中
岳
風
会

37　

山
中
月　
　
　
　
　

真　

山
民　

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
盛
岡
支
部

38　

奥
の
細
道
よ
り
平
泉
の
一
節　

松
尾
芭
蕉　

岩
手
朝
翠
会

39　

山
中
の
月　
　
　
　

真　

山
民　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

40　

桜
花
の
詞　
　
　
　

逸
名　
　
　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会

41　

山
中
の
月　
　
　
　

真　

山
民　
　
　
　

陸
中
岳
風
会

第
６
部
（
推
薦
吟
）

42　

農
を
憫
む　
　
　
　

李
紳　
　
　

陸
中
岳
風
会　

佐
々
木
幸
風

43　

見
わ
た
せ
ば　
　
　

藤
原
定
家　
　

岩
手
吟
詠
会　

小
野
妙
岳

44　

九
月
十
三
夜
陣
中
の
作　

上
杉
謙
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会　

畠
山
正
岳

45　

農
を
憫
む　
　
　
　

李
紳　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会　

佐
藤
健
山

46　

青
葉
の
笛　
　
　
　

松
口
月
城　
　

岩
手
朝
翠
会　

及
川
誠
鵬

47　

胡
隠
君
を
尋
ぬ　
　

高
啓　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会　

千
葉
紅
岳

48　

守
覚
法
親
王
家
に
五
十
主
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
旅
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
俊
成　
　

岩
手
岳
風
会　

星
川
晃
岳

49　

見
わ
た
せ
ば　
　
　

藤
原
定
家　
　

陸
中
岳
風
会　

熊
谷
慶
岳

50　

胡
隠
君
を
尋
ぬ　
　

高
啓　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会　

曽
我
久
風

51　

夜
墨
水
を
下
る　
　

服
部
南
郭　
　

岩
手
岳
風
会　

田
中
嶐
風

52　

新
正
口
号　
　
　
　

武
田
信
玄　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
翠
流
源
鵬
吟
詠
会　

谷
村
紀
鵬

53　

桂
林
荘
雑
詠
諸
生
に
示
す　

廣
瀨
淡
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会　

佐
々
木
貴
風

54　

俳
諧
歌
二
題

　
　
　

吹
風
の　
　
　
　

一
茶　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会　

千
葉
江
岳

　
　
　

散
る
花
の　
　
　

一
茶

第
７
部
（
実
行
委
員
独
吟
）

55　

き
き
も
せ
ず　
　
　

西
行
法
師　
　
　
　

陸
中
岳
風
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
岳
蓉

56　

降
り
な
が
ら　
　
　

一
茶　
　
　
　
　
　

岩
手
吟
詠
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
川
岳
弘

57　

秋
日　
　

秦
観　

日
本
國
風
流
詩
吟
吟
舞
会
岩
手
地
区
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
國
叢

58　

心
の
若
さ
で
頑
張
ろ
う　

津
田
岳
養　
　

津
田
岳
養

59　

両
英
雄　
　
　
　
　

徳
富
蘇
峰　
　
　
　

源
鵬
吟
詠
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
保
榮
鵬

60　

裟
婆
歌　
　
　
　
　

日
柳
燕
石　
　
　
　

県
総
連
副
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
岳
遥

61　

偶
感　
　
　
　
　
　

西
郷
南
洲　
　
　
　

岩
手
朝
翠
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
語
鵬

62　

平
泉
懐
古　

其
の
一　

大
槻
磐
渓　
　
　

剣
総
連
副
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
岳
耕

63　

座
右
之
銘　
　
　
　

崔　

子
玉　
　
　
　

県
総
連
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
身
岳
元

　
　
　
　
　
　
（
俳
句
）
芭
蕉

《
講
評
》　
第
25
回
岩
手
県
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭
は
、
平
成
30
年
10
月
14

日
（
日
曜
日
）、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
入
場
者
数 

８
６
０

人
（
会
員
７
０
８
人
・
幼
少
年
62
人
・
一
般
90
人
）
で
新
岩
手
県
総

連
創
立
記
念
大
会
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

午
前
10
時
の
開
会
式
は
、
舞
台
正
面
へ
の
修
礼
で
始
ま
り
、
会
場

全
員
の
国
家
斉
唱
と
開
会
の
辞
（
小
山
岳
耕
副
実
行
委
員
長
）、
実

行
委
員
長
挨
拶
（
立
身
岳
元
実
行
委
員
長
）、
岩
手
県
芸
術
文
化
協

会
柴
田
和
子
会
長
の
祝
辞
に
引
き
続
き
、
立
身
岳
元
実
行
委
員
長
が

御
製
謹
詠
し
、
吟
詠
発
表
に
入
っ
た
。

　

第
１
部
の
幼
少
年
・
青
年
の
部
で
は
、
陸
中
岳
風
会
一
関
市
立
油
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島
小
学
校
児
童
の
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」「
絶
句
―
杜
甫

作
」、赤
荻
学
童
ク
ラ
ブ
の
「
お
お
き
な
か
ぶ
―
は
た
の
り
か
作
」「
向

日
葵
は
―
前
田
夕
暮
作
」「
峨
眉
山
月
の
歌
―
李
白
作
」
の
合
吟
が

発
表
さ
れ
、
将
来
吟
詠
を
担
う
で
あ
ろ
う
子
供
た
ち
の
純
真
無
垢
な

声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

　

第
２
部
の
一
般
吟
詠
・
詩
舞
で
は
、
吟
詠
５
団
体
と
詩
舞
３
団
体

に
よ
る
共
演
12
題
、
吟
詠
３
団
体
に
よ
る
合
吟
５
題
、
テ
ー
プ
に
よ

る
剣
詩
舞
２
題
で
会
場
を
魅
了
し
た
。

　

第
３
部
の
寿
の
部
で
は
、
陸
中
岳
風
会
・
岩
手
岳
風
会
・
岩
手
吟

詠
会
よ
り
90
歳
を
超
え
た
会
員
４
名
が
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
声
で
吟

じ
、
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
た
。

　

昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
の
特
別
企
画
で
は
、
構
成
吟
「
～
明
治

１
５
０
年
～
時
代
（
と
き
）
を
織
り
な
す
こ
こ
ろ
の
風
詩
」
と
題
し

て
企
画
・
構
成
、
髙
橋
國
叢
（
國
風
流
）、
ナ
レ
ー
タ
ー
甲
谷
國
順

（
國
風
流
）、
７
団
体
総
勢
54
名
に
よ
り
明
治
改
元
か
ら
平
成
の
今
に

至
る
激
動
の
歴
史
を
吟
詠
に
織
り
交
ぜ
て
演
ぜ
ら
れ
、
聴
衆
の
拍
手

喝
采
を
浴
び
た
。

　

第
４
部
で
は
、
吟
詠
５
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
て
の
合
吟
が

披
露
さ
れ
た
。

　

第
５
部
で
は
、
連
吟
（
一
つ
の
詩
文
を
複
数
人
に
分
け
て
吟
ず
る

形
式
）
が
６
吟
詠
団
体
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。

　

第
６
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
13
名
の
方
々

に
吟
を
披
露
し
て
頂
い
た
。

　

第
７
部
で
は
、
今
回
の
実
行

委
員
の
方
々
の
吟
が
披
露
さ

れ
、
中
で
も
髙
橋
岳
遥
副
理
事

長
の
「
裟
婆
歌
一
日
柳
燕
石

作
」、立
身
岳
元
理
事
長
の
「
座

右
之
銘
―
崔
子
玉
作
」
の
心
に

染
み
入
る
朗
々
と
し
た
吟
が
聴

衆
を
魅
了
し
、
引
き
締
ま
っ
た

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
髙
橋
岳
遥
副

実
行
委
員
長
の
閉
会
の
辞
に
続

き
、
伊
藤
語
鵬
実
行
委
員
の
万

歳
三
唱
で
今
年
発
生
し
た
北
海

道
地
震
災
害
や
西
日
本
豪
雨
災
害
な
ど
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と
岩

手
沿
岸
被
災
地
の
更
な
る
復
興
を
願
い
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
っ

た
。

　

今
回
は
、
岩
手
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
の
設
立
を
記
念
し
て
新
た

な
組
織
体
制
の
も
と
に
実
施
さ
れ
、
加
盟
団
体
総
参
加
し
て
の
構
成

吟
を
企
画
し
た
が
、
会
員
は
も
と
よ
り
一
般
入
場
者
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
好
評
を
得
た
。

（
運
営
役
員　
外
村
信
山　
記
）

　
音　
楽

合　
唱�　
合
唱
祭　
12
月
２
日
㈰　

12
時
半
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
合
唱
（
出
演
者
全
員
）

 

指
揮　
　

西
野　

真
史

 

ピ
ア
ノ　

佐
々
木
有
香

　
　

岩
手
県
民
の
歌 

詞　
　
　

田
原　

耕
二

 

曲　
　
　

中
田　

喜
直

　
　

啄
木
歌
集
か
ら
「
や
は
ら
か
に
」 

詞　
　
　

石
川　

啄
木

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
ふ
る
さ
と
の
」 

曲　
　
　

加
藤　
　

學

１　
岩
手
大
学
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
室
内
合
唱
団（
盛
岡
市・混
声
15
名
）

 

指
揮　
　

武
内　
　

晃

 

ピ
ア
ノ　

天
坂　

真
悠

　
　

O
 m

agnum
 m

ysterium

　

曲　

T
om

as Luis de V
ictoria

　
　

そ
の
ひ
と
が
う
た
う
と
き 

詞　
　
　

谷
川
俊
太
郎

  

曲　
　
　

木
下　

牧
子

２　

pieni�peili

（
盛
岡
市
・
女
声
16
名
）

 

指
揮　
　

小
濱
和
子

　
　

無
伴
奏
女
声
合
唱
の
た
め
の
「
７
つ
の
子
ど
も
歌
」
か
ら

 
編
曲　
　

信
長　

貴
富

　
　

一
番
は
じ
め
は 

詞　
　
　

わ
ら
べ
う
た

　
　

三
地
方
の
子
守
歌　
　
　
　
　
　
　

詞　

大
阪
地
方
の
子
守
歌

 

　

青
森
地
方
の
子
守
歌

 

　

熊
本
地
方
の
子
守
歌

　
　

て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花 

詞　

沖
縄
わ
ら
べ
う
た

３　
混
声
合
唱
団
北
声
会
（
盛
岡
市
・
混
声
20
名
）

 

指
揮　
　

西
野　

真
史

 

ピ
ア
ノ　

佐
々
木
有
香

　
　

混
声
四
部
合
唱
の
た
め
の
「
歌
謡
デ
ラ
ッ
ク
ス
２
」
か
ら

 

編
曲　
　

石
若　

雅
弥

　
　

恋
の
季
節 

詞　
　
　

岩
谷　

時
子

 

曲　
　
　

い
ず
み
た
く

　
　

北
の
宿
か
ら 

詞　
　
　

阿
久　
　

悠

 

曲　
　
　

小
林　

亜
星

　
　

長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た 

詞　
　
　

永
田　

貴
子

 

曲　
　
　

彩
木　

雅
夫

４　
岩
手
県
立
大
学
混
声
合
唱
団
（
滝
沢
市
・
混
声
25
名
）

 

指
揮　
　

齋
藤
久
実
子

　
　

混
声
合
唱
の
た
め
の
組
曲
「
子
猫
物
語
」
か
ら

　
　
「
走
る
」 

詞　
　
　

谷
川
俊
太
郎

 

曲　
　
　

松
下　
　

耕

◀
吟
詠
剣
詩
舞
道
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「
は
じ
め
に･･･

」 

詞　
　
　

長
田　
　

弘

 

曲　
　
　

松
下　
　

耕

５　
花
巻
桜
台
コ
ー
ラ
ス
（
花
巻
市
・
混
声
22
名
）

 

指
揮　
　

千
葉　

慶
子

 

ピ
ア
ノ　

吉
田
真
紀
子

　
　

混
声
合
唱
組
曲
「
心
の
四
季
」
か
ら
「
風
が
」

 

詞　
　
　

吉
野　
　

弘

 

曲　
　
　

高
田　

三
郎

　
　

若
い
広
場 

詞
・
曲　

桑
田　

佳
祐

 

編
曲　
　

松
本　
　

涼

６　
男
声
合
唱
団
松
園
シ
ル
バ
ー
ダ
ッ
ク
ス
（
盛
岡
市・男
声
16
名
）

 
指
揮　
　

滝
沢　

三
郎

　
　

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
っ
こ 

詞　
　
　

岩
手
県
民
謡

 

編
曲　
　

滝
沢　

三
郎

　
　

盛
岡
三
大
麺 

詞　
　
　

滝
沢　

三
郎

 

曲　
　
　

滝
沢　

三
郎

　
　

ふ
る
さ
と
の 

詞　
　
　

石
川　

啄
木

 

曲　
　
　

庄
司　

光
郎

 

補
作　
　

篠
田　

守
弘

７　
矢
巾
町
立
不
動
小
学
校
４
年
生
（
矢
巾
町
・
35
名
）

 

指
揮　
　

芳
賀　

郁
夫

 

ピ
ア
ノ　

齋
藤
真
希
恵

　
　

文
部
省
唱
歌　

春
が
き
た 

詞　
　
　

高
野　

辰
之

 

曲　
　
　

岡
野　

貞
一

　
　
　

う
み 

詞　
　
　

林　
　

柳
波

 

曲　
　
　

井
上　

武
士

　
　
　

夕
焼
け
小
焼
け 

詞　
　
　

中
村　

雨
紅

 

曲　
　
　

草
川　
　

信

　
　
　

ふ
る
さ
と 

詞　
　
　

高
野　

辰
之

 

曲　
　
　

岡
野　

貞
一

８　
不
動
小
学
校
・
矢
巾
北
中
学
校
合
同

　
　

マ
イ
バ
ラ
ー
ド 

詞　
　
　

松
井　

孝
夫

 

曲　
　
　

松
井　

孝
夫

９　

A
m
phis�C

hor

（
盛
岡
市
・
男
声
10
名
）

　
　

K
A

K
SIK

PÜ
H

EN
D

U
S

　
　

1 Ü
hte Iaulu tahaks Iaulda 

詞　
　

Gustav Suits
 

曲　
　

V
eljo T

orm
is

 　
　

2 T
ahed 

詞　
　

M
arie U

nder
 

曲　
　

V
eljo T

orm
is
　
　

Y
O

U
V

E GO
T

 A
 FRIEN

D
 IN

 M
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詞
・
曲　

RA
N

D
Y

 N
EW

M
A

N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

編
曲　

D
A

N
 W

ESSLER

10　
混
声
合
唱
団
ア
ミ
ュ
ー
ズ
（
奥
州
市･

混
声
24
名
）

 

指
揮　
　

高
野　
　

司

 

ピ
ア
ノ　

伊
藤
ゆ
り
か

　
　

雨
の
か
ん
ざ
し 

詞
・
曲　

星　
　

吉
昭

 

編
曲　
　

高
野　
　

司

　
　

讃
歌
～
種
山
ケ
原
へ 

詞
・
曲　

星　
　

吉
昭

 

編
曲　
　

高
野　
　

司

　
　

こ
の
道
を 

詞
・
曲　

小
田　

和
正

 

編
曲　
　

高
野　
　

司

11　

C
oro�felice

（
矢
巾
町
・
女
声
14
名
）

 

指
揮　
　

村
松　

玲
子

　
　
「M

issa 

3 vocum

」
か
ら 

曲　
　

W
illiam

 Byrd

　
　
　

K
yrie

　
　
　

Gloria

　
　

夢
み
た
も
の
は 

詞　
　
　

立
原　

道
造

 

曲　
　
　

木
下　

牧
子

12　
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
Ｍ
（
盛
岡
市
・
男
声
20
名
）

 

指
揮　
　

太
田
代
政
男

 

ピ
ア
ノ　

高
野　

結
愛

　
　
「
土
の
歌
」
か
ら 

詞　
　
　

大
木　

惇
夫

　
　
　

第
１
楽
章　

農
夫
と
土 

曲　
　
　

佐
藤　
　

眞

　
　
　

第
２
楽
章　

祖
国
の
土

13　
盛
岡
市
立
仙
北
中
学
校
合
唱
部
（
盛
岡
市
・
女
声
11
名
）

 

指
揮　
　

岡
本　
　

礼

　
　

女
性
合
唱
曲
集
「
笑
い
の
コ
ー
ラ
ス
」
か
ら

　
　
　

春
風 

詞　
　

マ
ザ
ー
グ
ー
ス

 

訳
詞　
　

吉
田　

映
子

 

曲　
　
　

横
山　

潤
子

14　
盛
岡
市
立
仙
北
中
学
校
・
厨
川
中
学
校
合
同
合
唱

（
盛
岡
市
・
女
声
19
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮　

岡
本　

礼
・
北
川
加
奈
子

　
　
「T

H
REE CA

RO
LS

」
か
ら詞　

English traditional carul

　
　
　

A
 M

erry Christm
as 

曲　
　

  John Rutter

　
　
　

A
ve M

aria 

曲　

  Zoltan K
odaly

15　
盛
岡
市
立
厨
川
中
学
校
（
盛
岡
市
・
女
声
８
名
）

 

指
揮　
　

北
川
加
奈
子

　
　

O
s Justli 

曲　

  Eleanor D
aley

16　
盛
岡
コ
メ
ッ
ト
混
声
合
唱
団
（
盛
岡
市
・
混
声
24
名
）

 

ピ
ア
ノ　
　

雫
石　

環

　
　

ブ
ラ
ー
ム
ス
「
四
重
唱
曲
」
か
ら

　
　
　

D
er Gang zum

 Liebchen

「
恋
人
の
も
と
へ
」

 

詞　

Bohm
isch

曲　

Johannes Brahm
s

　
　
　

N
achtens

「
夜
に
」 

詞　
　
　

K
ugler

曲　

Johannes Brahm
s
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W
arum

「
な
ぜ
」 

詞　
　
　

Goethe

曲　

Johannes Brahm
s

17　
男
声
合
唱
団
響
流
は
な
ま
き
（
花
巻
市
・
男
声
15
名
）

 

指
揮　
　

斉
藤　
　

明

　
　

歌
劇
「
魔
笛
」
か
ら

　
　
　

D
as K

linget so herrlich 

詞　
　
　

伊
藤　

武
雄

 

曲　
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　

ふ
る
さ
と 

詞　
　
　

不
明

 

曲　
　

オ
ナ
ー
テ
ィ
ン

　
　

こ
の
街
で 

詞　
　
　

新
井　
　

満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曲　

新
井　

満
・
三
宮
麻
由
子

18　
岩
手
女
声
高
等
学
校
音
楽
部
（
盛
岡
市
・
女
声
13
名
）

　
　

指
揮
・
ピ
ア
ノ　

田
村
久
美
子

　
　

浜
辺
の
歌 

詞　
　
　

林　
　

古
渓

 

曲　
　
　

成
田　

為
三

 

編
曲　
　

信
長　

貴
富

　
　

朧
月
夜 

詞　
　
　

高
野　

辰
之

 

曲　
　
　

岡
野　

貞
一

 

編
曲　
　

信
長　

貴
富

　
　

Far A
w

ay

（
彼
方
の
光
）　　
　
　

詞　

Robert Prizem
an

 

曲　
　
　

村
松　

崇
継

19　

A
yanass

（
盛
岡
市
・
混
声
12
名
）

 

指
揮　
　

佐
藤
ふ
み
子

　
　

無
伴
奏
混
声
合
唱
の
た
め
の
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
Ⅱ
か
ら

　
　
　

ド
ナ
ド
ナ 

訳
詞　
　

安
井
か
ず
み

 

曲　
　
　

S. 

セ
ク
ン
ダ

 

編
曲　
　

信
長　

貴
富

　
　
　

線
路
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も 

訳
詞　
　

佐
木　
　

敏

 

ア
メ
リ
カ
民
謡

 

編
曲　
　

信
長　

貴
富

20　
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
パ
レ
ッ
タ
（
盛
岡
市
・
女
声
24
名
）

 

指
揮　
　

伊
藤　

哲
也

 

ピ
ア
ノ　

高
橋　

尚
子

　
　
　

ヒ
ッ
コ
リ
ー
の
お
く
さ
ん 

詞　
　

デ
・
ラ
・
メ
ア

 

訳
詞　
　

吉
田　

映
子

 

曲　
　
　

横
山　

潤
子

　
　
　

夜
あ
け 

詞　
　
　

工
藤　

直
子

 

曲　
　
　

横
山　

潤
子

21　
合
唱
団B

elieve

（
花
巻
市
・
混
声
19
名
）

 

指
揮　
　

太
田
代
政
男

 

ピ
ア
ノ　

池
田　

好
典

　
　

パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
「
カ
ノ
ン
」
に
よ
る

　
　
　

遠
い
日
の
歌 

詞　
　
　

岩
沢　

千
早

 

曲　
　
　

橋
本　

祥
路

　
　

心
の
瞳 

詞　
　

荒
木
と
よ
ひ
さ

 

曲　
　
　

三
木
た
か
し

 

編
曲　
　

横
山　

潤
子

22　
う
た
に
は
、（
盛
岡
市
・
混
声
12
名
）

 

指
揮　
　

赤
穂　

雄
健

　
　

子
守
唄
―
立
原
道
造
の
詩
に
よ
る
レ
ク
イ
エ
ム
―

 

詞　
　
　

立
原　

道
造

 

曲　
　
　

三
宅　

悠
太

　
　

混
声
合
唱
組
曲
「
雨
」
か
ら
雨 

詞　
　
　

八
木　

重
吉

 

曲　
　
　

多
田　

武
彦

23　
矢
巾
町
立
矢
巾
北
中
学
校
（
矢
巾
町
・
混
声
46
名
）

　
　

映
画
「
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
マ
ン
」
か
ら

　
　
　

N
ever Enough　

詞
・
曲  Benj Pasek and Justin Paul

　
　
　

T
his is m

e

24　
都
南
混
声
合
唱
団
（
盛
岡
市
・
混
声
58
名
）

 

指
揮　
　

大
橋
文
四
郎

 

ピ
ア
ノ　

藤
原　

博
子

　
　
　

武
蔵
野
の
雨 

詞　
　
　

大
木　

惇
夫

 

曲　
　
　

多
田　

武
彦

　
　
　

チ
ャ
コ
の
海
岸
物
語 

詞
・
曲　

桑
田　

佳
祐

 

編
曲　
　

信
長　

貴
富

　
　
　

モ
ル
ダ
ウ 

詞　
　
　

岩
河　

三
郎

 
曲　
　
　

ス
メ
タ
ナ

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
合
唱 

指
揮　
　

大
橋
文
四
郎

 

ピ
ア
ノ　

藤
原　

博
子

　

大
地
讃
頌 

詞　
　
　

大
木　

敦
夫

 

曲　
　
　

佐
藤　
　

眞

　

岩
手
県
民
の
歌 

詞　
　
　

田
原　

耕
二

 

曲　
　
　

中
田　

喜
直

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
合
唱
祭
は
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
行
な
わ
れ
た
。
参
加
団
体
数
は
例
年
並
み
で
あ
っ
た
が
、
参
加
団

体
の
傾
向
は
変
化
し
て
い
る
。
学
生
を
中
心
に
、
若
い
世
代
の
団
体

が
増
え
て
い
る
の
だ
。
今
回
の
参
加
24
団
体
中
、
実
に
半
数
の
13
団

体
が
学
生
あ
る
い
は
20
代
を
中
心
と
し
た
合
唱
団
で
あ
っ
た
。
２
年

前
、
昨
年
は
９
団
体
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
変
化
は
顕
著
で
あ

る
と
い
え
る
。
学
生
の
レ
ベ
ル
は
年
々
向
上
し
て
い
る
し
、
岩
手
県

の
合
唱
文
化
の
未
来
は
明
る
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
に
は
十
分
な
結

果
で
あ
る
。

　

演
奏
に
お
い
て
も
、
若
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
合
唱
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
勢

の
上
質
な
合
唱
と
、
隅
々
ま
で
楽
し
め
る
時
間
と
な
っ
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
と
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
合
同
合
唱
は
、
指
揮
者
の
的
確
な
ア
プ
ロ

ー
チ
の
も
と
、
た
だ
集
ま
っ
て
歌
う
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
想
い
の
あ

る
す
ば
ら
し
い
合
唱
だ
っ
た
。
演
奏
会
後
に
は
各
団
体
の
代
表
者
と
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講
師
の
先
生
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
合
評
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
意

欲
的
な
団
が
多
く
、
講
師
は
常
に
質

問
攻
め
と
な
る
。
た
く
さ
ん
の
「
み

や
げ
話
」
を
各
団
に
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
き
明
日
へ
の
糧
と
し
て
い
た
だ

く
。
今
回
も
大
変
有
意
義
な
時
間
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　

今
回
各
団
体
の
演
奏
を
聴
い
て
、

岩
手
県
の
合
唱
の
特
徴
は
音
楽
観
の

多
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
声
の
方

向
性
、
音
楽
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
各
合
唱
団
で
し
っ
か
り
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
有
し
て
い
る
。
違
う
か

ら
こ
そ
面
白
い
。
画
一
的
で
な
い
の

が
岩
手
の
合
唱
で
あ
る
。
そ
ん
な
風

に
思
え
て
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
今

後
も
そ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

１
つ
残
念
で
あ
る
こ
と
は
、
来
場
者
の
少
な
さ
で
あ
る
。
高
水
準

の
合
唱
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
席
に
は
ま
だ
ま
だ
空
席
が
多

く
見
ら
れ
る
。
お
客
様
に
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
何
か
」
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
る
。
例
え
ば
来
場
者
参
加
型
の
よ
う
な
仕
掛
け
が

あ
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
県
の
様
子
な
ど
を
伺
い
な
が

ら
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
来
年
は
12
月
１
日
日
曜
日
に
二
戸
市
で
開
催
予
定
で

あ
る
。
是
非
と
も
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
唱
部
門　
担
当　
及
川
尚
樹
）

�

声　
楽�　
岩
手
芸
術
祭
声
楽
部
門
演
奏
会

　
　
　
　
　

11
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
半
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

第
１
部　
ド
イ
ツ
歌
曲　
詩
人
ゲ
ー
テ

　
　
　
　

G
oethe(1749-1832)

を
め
ぐ
る
作
曲
家
の
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
斎
藤
久
実
子

　

・W
erner  H

eidenroslëin  

野
ば
ら　
　
　
　
　

駒
木
美
和
子

　

・Beethoven  A
us Goethes Faust. O

p.75-3 

ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
よ
り　

蚤
の
歌　
　

昆
野　

聡
朗

　

・Schubert  H
eidenroslëin O

p.3-3  

野
ば
ら　

 

穂
積
佳
穂
子

　
　
　
　
　

Ganym
ed. O

p.19-3  

ガ
ニ
ュ
メ
ー
ト　

新
田　

順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
井
上　

彩
花

　

・Schum
ann  Lied der Suleika.  

ズ
ラ
イ
カ
の
歌　
　

駒
木　
　

恵

　

・M
endelssohn  Suleika O

p.34-4  

ズ
ラ
イ
カ　
　

奥
崎
由
樹
子

　

・List  Freudvoll und Ieidvoll

　
　
　
　

喜
び
で
一
杯
、
そ
し
て
悲
し
み
で
一
杯　
　

山
崎　

尚
子

　

・W
olf  A

nakreons Grab 

ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
墓　
　

萩
原
美
智
子

　
　
　
　
　

M
ignon  

ミ
ニ
ヨ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

内
堀　

朋
子

第
２
部　
公
募
出
演
者
に
よ
る
演
奏

　

◇
奥　

大
樹　

バ
リ
ト
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
及
川　

真
咲

　
　
　

Quella fiamma che m’accende 

私
を
燃
え
立
た
せ
る
あ
の
炎　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
作
曲

　
　
　

O del m
io am

ato ben 

お
お　

愛
す
る
人
の　

ド
ナ
ウ
デ
ィ
作
曲

　
　
　

Danza, fanciulla gentile 

踊
れ
、
優
し
い
娘
よ　

デ
ュ
ラ
ン
テ
作
曲

　

◇
阿
部
有
彩　

ソ
プ
ラ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
千
葉　

浩
子

　
　
　

宵
待
草　

竹
久
夢
二
詩　

多　

忠
亮
作
曲

　
　
　

A
ve M

ria 

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア　

マ
ス
カ
ニ
ー
ニ
作
曲

　
　
　

Exsultate, jubilate KV165

よ
り　Alleluja　
ア
レ
ル
ヤ　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

　

◇
菊
池
葉
子　

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ　
　
　
　
　
　
　

Pf.
虫
壁
め
ぐ
み

　
　
　

An den M
ond Op.57-3 

月
に
よ
せ
て　

ヘ
ル
テ
ィ
詩　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

　
　
　

オ
ペ
ラ
「La Gioconda:

ラ
・
ジ
ョ
コ
ン
ダ
」
よ
り

　
　
　
　

Stella del m
arinar! 

船
乗
り
の
星
よ
！　

ポ
ン
キ
エ
ッ
リ
作
曲

　

◇
鈴
木
た
た
え　

ソ
プ
ラ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
鈴
木　
　

恵

　
　
　

D
’une Prizson 

牢
獄
で　

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
詩　

ア
ー
ン
作
曲

　
　
　

オ
ペ
ラ
「Les M

alheurs d’Orphée:

オ
ル
フ
ェ
の
不
幸
」
よ
り

　
　
　
　

A
ir d’Eurydice 

ユ
リ
デ
ィ
ス
の
ア
リ
ア　

ミ
ヨ
ー
作
曲

　
　
　

A
pparition 

出
現　

マ
ラ
ル
メ
詩　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲

第
３
部

　

フ
ラ
ン
ス
歌
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
桜
野　

杏
里

　

・Gound Chanson de printemps 

春
の
歌　

ト
ゥ
ル
ノ
ー
詩　
　

花
下　

美
起

　
　
　
　

 Serenade 

セ
レ
ナ
ー
ド　

コ
ゴ
ー
詩　
　

三
上　

詩
織

　

・Chausson Le Colibri 

蜂
ど
り　

リ
ー
ル
詩　
　

平
野　

紅
子

　

・Bizet Chanson d’avril 

４
月
の
歌　

ブ
イ
エ
詩　
　

丸
岡
千
奈
美

　

日
本
歌
曲
を
た
ど
っ
て
～
そ
の
10
～

　

・
中
田

直
作
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
橋
本
明
日
香

　
　
「
六
つ
の
子
供
の
歌
」
よ
り

　
　
　
　

ね
む
の
木　

野
口
雨
情
詩　
　
　
　
　
　
　

小
坂　
　

博

　
　
　
　

お
や
す
み　

三
木
露
風
詩　
　
　
　
　
　
　

小
坂　
　

博

　
　

金
子
み
す
ゞ
詩
に
よ
る
童
謡
歌
曲
集
「
ほ
し
と
た
ん
ぽ
ぽ
」
よ
り

　
　
　
　

ほ
し
と
た
ん
ぽ
ぽ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
木　
　

恵

　
　
　
　

わ
た
し
と
こ
と
り
と
す
ず
と　
　
　
　
　
　

丸
岡
千
奈
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穂
積
佳
穂
子

　
　
　
　

わ
ら
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
澤
の
り
子

　
　

霧
と
話
し
た　

鎌
田
忠
良
詩　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

剛

　
　

木
兎　

三
好
達
治
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇　

次
郎

《
講
評
》　
２
０
１
８
年
度
声
楽
部
門
演
奏
会
は
第
１
部
ド
イ
ツ
歌

曲
、
第
２
部
公
募
出
演
者
に
よ
る
演
奏
、
第
３
部
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
及

◀
合
唱
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び
日
本
歌
曲
の
３
部
構
成
で
行
わ
れ

た
。

　

会
員
に
よ
る
第
１
部
ド
イ
ツ
歌
曲

で
は
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
の
詩
（
ゲ
ー
テ
の

恋
人
の
詩
を
含
む
）を
と
り
あ
げ
た
。

多
く
の
作
曲
家
の
創
作
意
欲
を
か
き

た
て
た
ゲ
ー
テ
作
品
の
深
さ
と
広
が

り
に
触
れ
る
中
で
ド
イ
ツ
古
典
派
文

学
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
か
ら
ロ
マ
ン

派
の
作
曲
者
達
と
の
出
会
い
に
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
の
演
奏
と
な
っ

た
。

　

公
募
出
演
者
に
よ
る
第
２
部
は
温

か
い
バ
リ
ト
ン
の
奥
、
コ
ル
ラ
ト
ゥ

ー
ラ
ソ
プ
ラ
ノ
の
阿
部
、
深
い
音
色

の
ア
ル
ト
の
菊
地
、
そ
し
て
海
外
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
歴
を
持
ち
円
熟
味
を
増
し
て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
鈴

木
、
と
多
彩
な
面
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
す
べ
く
、
素
朴

な
イ
タ
リ
ア
歌
曲
か
ら
始
ま
っ
て
日
本
歌
曲
、
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
、
宗

教
曲
、
オ
ペ
ラ
ま
で
と
多
種
多
様
な
作
品
を
聞
か
せ
大
い
に
場
内
を

楽
し
ま
せ
た
。

　

第
３
部
は
再
び
会
員
の
演
奏
に
戻
り
、
こ
こ
数
年
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
と
日
本
各
局
を
聞
か
せ
た
。
ま
ず
３
部

前
半
の
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
で
は
シ
ャ
ル
ル
・
グ
ノ
ー
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・

シ
ョ
ー
ソ
ン
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゼ
ー
の
作
品
の
中
か
ら
恋
の
歌
、

愛
の
歌
を
取
り
上
げ
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
会
場
に
漂
わ
せ

た
。

　

３
部
後
半
の
ス
テ
ー
ジ
は
今
年
10
回
目
と
な
っ
た
「
日
本
歌
曲
を

た
ど
っ
て
」
で
、
今
回
は
中
田
喜
直
を
取
り
上
げ
た
。
観
客
は
童
謡

か
ら
文
学
作
品
ま
で
そ
の
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
中
に
日
本

語
を
活
か
し
、
芸
術
性
を
内
包
さ
せ
た
中
田
音
楽
の
魅
力
を
味
わ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昆
野
聡
朗
）

▽
実
行
委
員　
山
口　

剛
、
丸
岡
千
奈
美

�

弦　
楽�　
ソ
ロ
と
室
内
楽
の
調
べ

　
　
　
　
　

10
月
14
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

第
１
部　
独
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲　

第
３
番
第
１
楽
章
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

美
怜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

三
神　

樹
美

ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ンO

p.20 

…
…
…
…
…
…
…
…
サ
ラ
サ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
目　

奨
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

伊
藤　

玲
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲　

ニ
長
調O

p.35

第
１
楽
章

…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

紗
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

伊
藤　

玲
子

第
２
部　
新
人
独
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

ソ
ナ
タ　

第
２
番
ニ
長
調O

p.94

…
…
…
…
…
…
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤　
　

崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

山
本
ま
ゆ
子

第
３
部　
弦
楽
合
奏

デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト　

へ
長
調K

.138

第
１
～
３
楽
章

…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ　
変
ホ
長
調　

O
p.6

第
１
～
４
楽
章
…
…
ス
ー
ク

　
　

Cond

：
畠
山　

渉

V
n

：　

阿
部
大
司　
　

大
森
響
生
（
大
４
）　　

亀
谷
由
美
子　

菊
池
昭
子　
　

工
藤　

崇　
　

芹
澤
侑
也　
（
大
３
）　

畠
山
亜
希
子　
　

馬
場
雅
美　
　

星　

睦
（
大
３
）

松
見
雅
子　
　

米
倉
久
美　
　

渡
辺
め
ぐ
み

V
a

：　

伊
藤
千
鶴
子　
　

片
桐　

薫　
　

平
野　

忍

藤
澤
英
子

V
c

：　

加
藤　

眸　
　

塙
伸
比
古　
　

三
浦
明
子

毛
内
里
美

Cb

：　

草
彅
大
輔　
　

寺
山
貴
大

《
講
評
》　
今
年
の
「
ソ
ロ
と
室
内
楽

の
調
べ
」
第
１
部
は
中
学
生
、
高
校

生
３
名
に
よ
る
ヴ
ィ
オ
リ
ン
独
奏
、

第
２
部
は
桐
朋
学
園
大
学
卒
業
、
研

究
科
修
了
し
た
岩
手
県
出
身
者
よ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
独
奏
、
第
３
部
は

会
員
、
学
生
、
県
内
音
楽
愛
好
者
に

よ
る
弦
楽
合
奏
だ
っ
た
。

　

第
１
部
は
、
岩
手
大
学
教
育
学
部

附
属
中
学
校
１
年
の
阿
部
美
怜
が
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

協
奏
曲
第
３
番
第
１
楽
章
を
演
奏
し

た
。
続
い
て
盛
岡
市
立
本
宮
中
学
校

２
年
の
川
目
奨
平
が
サ
ラ
サ
ー
テ
作

曲
、
チ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
を
演

奏
し
た
。
続
い
て
盛
岡
白
百
合
学
園

▶
弦
楽

◀
声
楽
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高
等
学
校
１
年
の
加
藤
紗
英
が
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
楽
章
を
演
奏
し
た
。
一
生
懸
命
演
奏
し
た
生
徒

に
会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

第
２
部
は
フ
リ
ー
の
演
奏
家
と
し
て
、
ジ
ー
リ
オ
シ
ョ
ウ
ワ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
団
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
工
藤
崇
に
よ
る
プ
ロ
コ
フ

ィ
エ
フ
作
曲
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
２
番
を
演
奏
し
た
。
こ
の

若
き
演
奏
家
が
将
来
世
界
で
活
躍
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

第
３
部
は
、
今
回
新
し
く
指
揮
者
に
仙
台
在
住
の
畠
山
渉
氏
を
迎

え
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
。
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト　

へ
長
調
全
楽

章
と
ス
ー
ク
作
曲
、弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ　

変
ホ
長
調
全
楽
章
を
会
員
、

学
生
、
県
内
音
楽
愛
好
者
で
演
奏
し
た
。
調
和
の
と
れ
た
美
し
い
音

色
は
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　
　
　
（
田
口
博
子
）

�

三　
曲�　
三
曲
演
奏
会　
10
月
21
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
１
部

開
幕
演
奏　

六
段
の
調　

八
橋
検
校
作
曲　

宮
田
耕
八
朗
編
曲

　

箏
本
手　

佐
藤
美
穂
子　

佐
藤
叡
子　

船
越
喜
実
乃　

　
　
　
　
　

大
清
水
健
治　

山
口
莉
乃　

佐
藤
璃
桜　

加
藤
雅
道　

　
　
　
　
　

斉
藤
都
美
寿　

永
田
宏
恵　

熊
谷
雅
志
華　

　
　
　
　
　

粟
津
佐
紀
枝　

合
田
美
代
子　

小
山
眞
智
子　

　
　
　
　
　

髙
橋
妙
子　

和
田
郷
子　

柴
田
ト
ク
子　

四
役
つ
ぎ
え　

　
　
　
　
　

七
十
苅
京
子　

川
口
豊
子　

小
野
ケ
イ
子　

松
川
静
子　

　
　
　
　
　

高
橋
セ
ツ
子　

畠
山
茂
子　

日
影
節
子　

木
村
斐
子　

　
　
　
　
　

及
川
晃
穂　

岩
崎
陽
子

　

箏
替
手　

佐
々
木
正
子　

熊
谷
由
惠　

阿
部
菊
子　

阿
部
了
子

　
　
　
　
　

千
葉
貴
和
子　

一
ノ
渡
律
子　

吉
田
雪
枝　

加
納
鈴
子

　
　
　
　
　

木
村
雅
楽
織　

夏
井
明
美　

泉
澤
敦
子　

佐
々
木
雅
正

　
　
　
　
　

小
笠
原
美
和
子　

木
下
フ
サ　

田
村
雅
蕉　

　
　
　
　
　

及
川
実
沙
子　

長
澤
雅
寿
恵　

大
山
幸
子　

　
　
　
　
　

渡
引
芙
久
子

　

三
絃　
　

坂
本
知
子　

細
田
雅
邦　

髙
橋
珠
久　

佐
藤
テ
ル
子

　
　
　
　
　

黒
澤
雅
千
賀　

小
原
京
子　

高
橋
秋
美　

小
瀬
川
雅
恵

　
　
　
　
　

佐
藤
雅
陵　

高
橋
宣
子　

岩
渕
律
子　

坂
本
シ
ゲ
子

　
　
　
　
　

佐
藤
江
里
子　

渡
辺
つ
る
代　

吉
田
久
仁
子　

　
　
　
　
　

横
山
彩
子　

川
内
容
子　

山
本
雅
菜
穂　

佐
藤
雅
韻　

　
　
　
　
　

山
口
雅
鮮　

奥
津
雅
楽
夢　

高
橋
雅
楽
蒼
良

　

十
七
絃　

築
後
雅
仁　

吉
田
コ
ウ　

帷
子
淳
子　

鈴
木
正
志

　
　
　
　
　

内
村　

朋　

外
舘
敬
子　

南
舘
峰
子　

川
村
佳
子

　

尺
八　
　

立
野
呈
山　

中
島
胡
山　

菊
池
捷
山　

國
分
憬
山

　
　
　
　
　

遠
山
天
山　

佐
藤
秋
山　

村
井
堆
山　

工
藤
盛
山

　
　
　
　
　

髙
橋
遼
山　

加
藤
恢
幸　

鈴
木
萬
平　

石
川　

戡

　
　
　
　
　

中
村
嘉
国　

白
石
文
子　

熊
谷
み
き
子　

高
橋
竹
朋

　
　
　
　
　

佐
藤
竹
園　

国
久
朋
繧　

佐
藤
竹
玲　

中
野
朋
叡

　
　
　
　
　

古
川
幸
二　

兼
田
光
治　

菊
池　

譲　

古
舘
裕
治

　
　
　
　
　

中
村
俊
明　

安
嶋
香
織　

佐
々
木
俊
一　

田
村　

聡

　
　
　
　
　

照
井
孝
一　

毎
床
丸
行　

菅
野
和
子　

菊
池
清
澄

　
　
　
　
　

高
橋　

剛　

伊
藤
和
江　

小
原
義
和　

畠
山
深
山

　
　
　
　
　

長
谷
川
恭
山　

沼
河
蛍
山　

金
野
海
山　

小
野
寺
扇
輔

　
　
　
　
　

鈴
木
秀
一　

澤
内
逸
陽　

澤
内
大
樹

１　

輝
く
陽　

久
本
玄
智
作
曲

　

Ⅰ
箏　
　

細
田
雅
邦　

山
口
莉
乃　

阿
部
了
子　

武
田
紀
子

　
　
　
　
　

土
田
え
り
子　

加
藤
雅
道　

片
岡
明
美　

畠
山
知
恵
子

　
　
　
　
　

合
田
美
代
子　

一
ノ
渡
律
子　

小
瀨
川
雅
恵　

　
　
　
　
　

小
山
眞
智
子　

高
橋
妙
子　

加
納
鈴
子　

築
後
雅
仁　

　
　
　
　
　

田
村
雅
蕉　

佐
々
木
雅
正

　

Ⅱ
箏　
　

藤
原
玉
悦
美　

木
村
玉
悦
枝　

佐
藤
雅
陵　

　
　
　
　
　

木
村
雅
楽
織　

佐
藤
テ
ル
子　

吉
田
コ
ウ　

　
　
　
　
　

吉
田
雪
枝　

佐
藤
美
穂
子

　

尺
八　
　

高
橋
法
聖　

石
川　

戡　

中
村
嘉
国　

白
石
文
子

　
　
　
　
　

熊
谷
み
き
子　

及
川
政
山　

中
島
胡
山　

國
分
憬
山

　
　
　
　
　

高
橋
賀
山　

佐
藤
檜
山　

長
谷
川
恭
山　

畠
山
深
山

　
　
　
　
　

沼
川
蛍
山　

稲
葉
一
山

２　

八
千
代
獅
子　

園
原
勾
当
作
詞　

藤
永
検
校
作
曲

　

箏
高
音　

船
越
喜
実
乃　

粟
津
佐
紀
枝　

鈴
木
佐
代
博　

　
　
　
　
　

熊
谷
佐
代
規　

福
士
史
恵

　

箏
低
音　

佐
藤
叡
子　

佐
々
木
正
子　

熊
谷
由
惠　

大
清
水
健
治

　
　
　
　
　

横
山
彩
子　

小
野
ケ
イ
子　

阿
部
了
子　

片
岡
明
美

　
　
　
　
　

畠
山
知
恵
子　

渡
邊
美
子　

千
葉
ま
り
子　

大
山
幸
子

　
　
　
　
　

高
橋
セ
ツ
子　

畠
山
茂
子　

松
川
静
子

　

三
絃　
　

坂
本
知
子　

斎
藤
仁
恵
井　

高
橋
秋
美　

髙
橋
珠
久

　
　
　
　
　

高
橋
宣
子　

岩
渕
律
子　

小
原
京
子　

藤
沼
佐
代
邦

　
　
　
　
　

内
村　

朋　

川
内
容
子　

及
川
実
沙
子　

南
舘
峰
子

　
　
　
　
　

小
笠
原
美
知
子　

坂
本
シ
ゲ
子　

佐
藤
江
里
子　

　
　
　
　
　

吉
田
久
仁
子　

渡
辺
つ
る
代

　

尺
八　
　

地
紙
鶯
山　

立
野
呈
山　

中
島
胡
山　

菊
池
捷
山

　
　
　
　
　

遠
山
天
山　

鈴
木
星
童　

吉
田
斗
童　

安
達
嘉
男

　
　
　
　
　

佐
藤
政
孝　

髙
橋
竹
朋　

佐
藤
竹
園　

国
久
朋
繧

　
　
　
　
　

佐
藤
竹
玲　

中
野
朋
叡　

古
川
幸
二　

兼
田
光
治

　
　
　
　
　

菊
池　

譲　

古
舘
裕
治　

中
村
俊
明　

安
嶋
香
織

　
　
　
　
　

佐
々
木
俊
一　

田
村　

聡　

照
井
孝
一　

毎
床
丸
行

　
　
　
　
　

菅
野
和
子　

菊
池
清
澄　

高
橋　

剛　

伊
藤
和
江

　
　
　
　
　

小
原
義
和　

細
川
剣
丈
山　

千
田
聡
山　

髙
橋
院
鵬

　
　
　
　
　

伊
藤
大
楽　

勝
部
原
山　

武
田
磐
真　

小
野
寺
扇
輔
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鈴
木
秀
一　

髙
橋
賀
山

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
２
部

特
別
演
奏　

１　

古
ざ
ら
し　

深
草
検
校
作
曲

　
　
　
　
　

三
絃　

芦
垣
美
穗

　
　
　
　
　

三
絃　

岡
村
慎
太
郎

　

２　

松
巌
軒
鈴
慕　

尺
八
古
典
本
曲

　
　
　
　
　

尺
八　

善
養
寺
惠
介

　

３　

尾
上
の
松　

作
曲
者
不
詳　

宮
城
道
雄
箏
手
付

　
　
　
　
　

三
絃　

芦
垣
美
穗

　
　
　
　
　

尺
八　

善
養
寺
惠
介

　
　
　
　
　

箏　
　

岡
村
慎
太
郎

祝
賀
合
同
演
奏 

不
思
議
見
聞
録 in M

O
RIO

K
A

 

吉
崎
克
彦
作
曲

　

Ⅰ
箏　
　

芦
垣
美
穗

　
　
　
　
　

松
坂
尚
子　

船
越
喜
実
乃　

佐
々
木
正
子　

関
川
和
子

　
　
　
　
　

髙
橋
珠
久　

夏
井
明
美　

泉
澤
敦
子　

阿
部
菊
子

　
　
　
　
　

畑
中
央
子　

横
山
彩
子　

小
笠
原
美
知
子　

植
村
千
恵

　
　
　
　
　

木
村
雅
楽
織　

川
内
容
子　

及
川
実
沙
子　

　
　
　
　
　

高
橋
セ
ツ
子　

畠
山
茂
子　

阿
部
了
子　

　
　
　
　
　

戸
塚
玉
悦
淑
茂　

高
橋
宣
子　

佐
藤
美
穂
子　

　
　
　
　
　

千
葉
貴
和
子

　

Ⅱ
箏　
　

坂
本
知
子　

熊
谷
由
惠　

粟
津
佐
紀
枝　

藤
原
玉
悦
美

　
　
　
　
　

小
原
京
子　

高
橋
秋
美　

大
清
水
健
治　

佐
藤
テ
ル
子

　
　
　
　
　

佐
藤
叡
子　

小
野
ケ
イ
子　

築
後
雅
仁　

岩
渕
律
子

　
　
　
　
　

大
山
幸
子

　

十
七
絃　

岡
村
慎
太
郎

　
　
　
　
　

吉
田
コ
ウ　

帷
子
淳
子　

加
藤
雅
道　

細
田
雅
邦

　
　
　
　
　

内
村　

朋　

鈴
木
正
志　

南
舘
峰
子　

外
舘
敬
子

　

尺
八
Ⅰ
部　

善
養
寺
惠
介

　
　
　
　
　

伊
藤
衡
山　

菊
池
捷
山　

鈴
木
星
童　

吉
田
斗
童

　
　
　
　
　

安
達
嘉
男　

石
川　

戡　

白
石
文
子　

熊
谷
み
き
子

　
　
　
　
　

佐
藤
竹
園　

千
田
聡
山　

小
﨑
翔
山　

佐
藤
杳
山

　
　
　
　
　

齊
藤
萩
山　

澤
内
逸
陽　

澤
内
大
樹

　

尺
八
Ⅱ
部　

高
橋
法
聖　

高
橋
竹
朋　

中
島
胡
山　

國
分
憬
山

　
　
　
　
　

遠
山
天
山　

佐
藤
秋
山　

村
井
堆
山　

工
藤
盛
山

　
　
　
　
　

鈴
木
萬
平　

佐
藤
政
孝　

中
村
嘉
国　

佐
藤
檜
山

　

ツ
リ
ー
チ
ャ
イ
ム　

立
野
呈
山

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
公
演
は
、
岩
手
三
曲
協
会
創
立
75
周

年
記
念
演
奏
会
と
し
て
、
10
月
21
日
に
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　

当
協
会
は
、
太
平
洋
戦
争
が
激
し
く
な
り
社
会
全
体
が
戦
争
一
色

に
染
め
ら
れ
、
歌
舞
音
曲
が
社
会
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
の
時

代
に
三
曲
の
音
を
守
ろ
う
と
昭
和
18
年
９
月
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で

あ
る
。

　

戦
争
が
激
し
く
な
り
中
断
さ
れ
た
期
間
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
22
年

か
ら
毎
年
春
、
秋
２
回
の
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
今
日
に
至
っ
て
お

り
、
今
回
は
１
４
１
回
目
の
演
奏
会
で
あ
る
。

　

創
立
15
周
年
を
迎
え
た
昭
和
33
年
か
ら
、
５
年
に
１
度
の
周
年
記

念
演
奏
会
に
中
央
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
著
名
な
演
奏
家
を
招
聘
し
て

開
催
し
て
お
り
、
今
回
も
箏
・
三
絃

演
奏
家
の
芦
垣
美
穗
師
、
岡
村
慎
太

郎
そ
し
て
尺
八
演
奏
家
の
善
養
寺
惠

介
師
を
お
招
き
し
て
演
奏
会
を
行
っ

た
。

　

演
奏
会
は
、
１
部
は
地
元
会
員
に

よ
る
合
同
演
奏
３
曲
、
２
部
は
特
別

出
演
者
に
よ
る
演
奏
３
曲
、
そ
し
て

３
部
は
特
別
出
演
者
と
地
元
会
員
に

よ
る
祝
賀
演
奏
の
３
部
構
成
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
編
成
し
た
。

　

通
常
の
演
奏
会
で
は
、
流
派
、
社

中
そ
し
て
支
部
毎
に
演
奏
を
行
っ
て

い
る
が
、
記
念
演
奏
会
は
い
つ
も
流

派
等
を
超
え
合
同
で
演
奏
を
行
っ
て

い
る
。

　

１
部
は
「
六
段
の
調
べ
」
出
演
者

１
１
９
名
、「
輝
く
陽
」
39
名
、「
八
千
代
獅
子
」
75
名
と
流
派
の
異

な
る
大
人
数
で
の
演
奏
で
、
曲
を
ま
と
め
る
責
任
者
に
は
大
変
苦
労

を
掛
け
た
が
、
１
年
半
前
か
ら
の
合
同
練
習
に
回
を
重
ね
、
演
奏
者

の
息
も
合
い
、
邦
楽
特
有
の
「
阿
吽
の
呼
吸
」
で
一
糸
乱
れ
ぬ
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

　

２
部
は
芦
垣
美
穗
師
と
岡
村
慎
太
郎
師
の
２
丁
の
三
絃
に
よ
る

「
古
ざ
ら
し
」、善
養
寺
惠
介
師
に
よ
る
尺
八
独
奏
で
「
松
巖
軒
鈴
慕
」

そ
し
て
３
人
の
先
生
に
よ
る
「
尾
上
の
松
」
の
三
曲
合
奏
と
い
ず
れ

も
楽
器
の
特
徴
を
す
べ
て
出
し
切
っ
た
よ
う
な
技
巧
と
、
余
韻
を
含

め
一
音
一
音
を
大
切
に
し
て
の
演
奏
に
酔
い
し
れ
た
。
楽
器
の
持
つ

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
演
奏
で
も
あ
っ
た
。

　

３
部
で
の
演
奏
曲
「
不
思
議
見
聞
録in M

O
RIO

K
A

」
は
、
平

成
５
年
に
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
邦
楽
祭
の
際
に
委
嘱
し

て
作
曲
さ
れ
た
曲
で
久
々
の
演
奏
と
な
っ
た
が
、
一
般
の
邦
楽
と
異

な
り
洋
楽
の
手
法
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
曲
で
、
な
じ
む
ま
で
時
間
が

か
か
っ
た
が
、
苦
労
し
て
ま
と
め
上
げ
た
曲
な
の
で
、
演
奏
が
終
わ

っ
た
と
き
演
奏
者
の
感
動
は
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
う
し
、
会
場
の

皆
様
に
も
こ
の
思
い
が
届
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
回
の
演
奏
会
を
顧
み
て
、
従
来
の
記
念
演
奏
会
の
倍
の
合
同
練

習
の
場
を
持
ち
、
寒
い
中
、
暑
い
中
、
会
員
に
は
ご
苦
労
も
掛
け
た

が
、
そ
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
演
奏
会
で
あ
っ
た
。
演
奏
会

が
終
わ
っ
た
後
の
会
員
の
充
実
感
、
そ
し
て
満
足
感
、
ま
た
ア
ン
ケ

▶
三
曲
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ー
ト
の
結
果
か
ら
も
多
く
の
観
客
に
感
動
を
与
え
た
演
奏
会
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
。

（
伊
藤
衡
山
）

▽
実
行
委
員
＝
伊
藤
衡
山　

立
野
呈
山

�

吹
奏
楽�　
吹
奏
楽
演
奏
会　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）　

午
後
２
時
開
演

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

【
第
50
回
定
期
演
奏
会　
も
り
す
い
コ
ン
サ
ー
ト
】

Ⅰ

“JU
B
ILEE�O

V
ER
TU
R
E”　

　
　
　

 Philip Sparke　

作
曲

“SY
M
P
H
O
N
IC
�O
V
ER
TU
R
E”　

　

Jam
es Barnes　

作
曲

“Fragm
ents�for�W

ind�O
rchestra”

　

T
om

ohiro T
anabe　

作
曲

　

吹
奏
楽
の
た
め
の
断
章
「
空
と
海
の
間
で
」

　
　

Ⅰ　

記
憶
～
慟
哭
の
春　
　

Ⅱ　

北
へ

　
　

Ⅲ　

沈
黙
、
そ
し
て
祈
り　
　

Ⅳ　

明
日
へ

Ⅱ

“C
oncerto�for�Soprano�Sax�and�W

ind�Ensem
ble”

　

John M
ackey　

作
曲

Ⅲ
　
「
杜
色
に
染
ま
っ
た
大
地
か
ら
の
音
像
ス
パ
イ
ラ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
ふ
り
そ
そ
ぐ
木
漏
れ
日
を
背
に
う
け
て
～

　

 

“
ス
カ
イ
・
ハ
イ
”

　

 

“
酒
と
バ
ラ
の
日
々
”

　

 

“
グ
ラ
ナ
ダ
”

　

 

“
追
憶
の
テ
ー
マ
”

　

 

“
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー
Ⅻ
”

《
講
評
》　
岩
手
芸
術
祭
・
盛
岡
吹
奏
楽
団
の
創
立
50
周
年
、
第
50
回

定
期
演
奏
会
は
、
ゲ
ス
ト
に
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
須
川
展

也
さ
ん
を
迎
え
て
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
満
席
の
お
客

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
音
楽
監
督
で
あ
り
ま
す
建
部
知
弘
さ

ん
の
創
立
50
周
年
記
念
委
嘱
作
品
吹
奏
楽
の
た
め
の
断
章
「
空
と
海

の
間
（
は
ざ
ま
）
で
」
を
含
め
て
３
曲
を
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
ゲ
ス
ト
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
須
川
展
也
さ

ん
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
し
た
曲
「
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
た
め
の
協
奏
曲
」
を
団
員
全
員
で
、
こ
の
大
曲

を
春
先
よ
り
取
り
組
ん
で
い
た
曲
を
全
力
で
奏
で
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
「
盛
吹
・
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
」
と
称
し
て

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
杜
色
に
染
ま
っ
た
台
地
か
ら
の
音
像
ス
パ
イ
ラ

ル
」、
ふ
り
そ
そ
ぐ
木
漏
れ
日
を
背
に
う
け
て
と
題
し
て
、
盛
り
沢

山
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
、
創
立
50
周
年
の
演
奏
会
を
３
時
間
以
上
続

け
て
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。
盛
岡
吹
奏
楽
団
の
半
世
紀
を
凝
縮
し
つ

く
せ
な
い
程
、
多
く
の
想
い
を
込
め
な
が
ら
無
事
に
演
奏
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

岩
手
県
内
で
一
番
歴
史
の
あ
る
吹

奏
楽
団
と
し
て
、
そ
し
て
東
北
管
内

で
も
息
の
長
い
吹
奏
楽
団
と
し
て
、

今
後
も
60
回
、
70
回
と
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
団
員
一
同
精
進
い
た
し
ま

す
。

　

演
奏
会
だ
け
で
な
く
、
広
く
地
域

で
の
幅
広
い
音
楽
活
動
が
で
き
ま
す

よ
う
に
、
今
後
と
も
盛
岡
吹
奏
楽
団

を
応
援
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
盛
岡
吹
奏
楽
団
団
長　
安
倍
一
洋
）

▽
実
行
委
員
＝
安
倍
一
洋

　
　
　
　
　
　

小
山
智
弘

�

ピ
ア
ノ�　
ピ
ア
ノ
演
奏
会　
10
月
20
日
㈯　

午
後
３
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

１　

エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に　

イ
短
調W

oO
.59　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

佐
藤　

希
美

２　

子
供
の
ア
ル
バ
ム
よ
り

　
　

新
し
い
お
人
形　

変
ロ
長
調O

p.39 N
o.9　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

　
　

チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー　

シ
ャ
ー　
　

佐
藤　

里
咲

３　

ソ
ナ
チ
ネO

p.88 N
o.2　

ト
長
調　

第
３
楽
章　

ク
ー
ラ
ウ

　
　

シ
ョ
パ
ン
風
マ
ズ
ル
カ　

ホ
短
調　

ユ
ゼ
フ
・
ク
ロ
グ
ル
ス
キ　

内
藤　

雪
乃

４　

春　

イ
長
調　

W
.F.

バ
ッ
ハ

　
　

ワ
ル
ツ　

第
19
番　

イ
短
調
（
遺
作
）　

シ
ョ
パ
ン　須

賀　

陽
也

５　

ロ
ン
ド　

ニ
長
調　

K
.485　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　

 

千
田　

柚
羽

６　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
８
番　

ハ
短
調　

O
p.13

「
悲
愴
」

　
　
　

第
３
楽
章　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　

ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
18
の
練
習
曲
集
よ
り

　
　
「
セ
レ
ナ
ー
ド
」
イ
短
調O

p.109 N
o.11　

ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー　

小
野
寺
千
潤

７　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

ニ
長
調　

H
ob.X

V
I:37　

ハ
イ
ド
ン　

▶
吹
奏
楽
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熊
本　

怜
央

８　

ポ
ロ
ネ
ー
ズ　

嬰
ハ
短
調　

O
p.26N

o.1　

シ
ョ
パ
ン　服

部　

亮
輔

９　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
４
番O

p.30　

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン　

菅
野　
　

愛

一
般
の
部
（
審
査
制
）

１　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
24
番　

嬰
へ
長
調　

O
p.78

「
テ
レ
ー
ゼ
」

　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

南
美

２　

イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
第
２
番　

ハ
短
調　

BW
V

773　

バ
ッ
ハ

　
　

バ
ラ
ー
ド　

第
４
番　

ヘ
短
調O

p.52　

シ
ョ
パ
ン　平　

　

大
樹

３　

無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
２
番
よ
り

　
　
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」
二
短
調BW

V
1004　

バ
ッ
ハ
／
ブ
ゾ
ー
ニ

滝
沢　

善
子

４　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
14
番
嬰
ハ
短
調O

p.27 N
o.2

　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂　
　

史
子

５　

32
の
変
奏
曲　

ハ
短
調W

oO
.80　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　

超
絶
技
巧
練
習
曲　

第
７
番　

変
ホ
長
調
「
エ
ロ
イ
カ
」

　
　
　

S.139　

リ
ス
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　

陽
十

６　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

へ
長
調　

K
.332　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　鈴

木　

香
純

７　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

O
p.1　

ロ
短
調　

ベ
ル
ク　
　

小
松　
　

桃

招
待
演
奏

　

第
70
回
岩
手
芸
術
祭
ピ
ア
ノ
演
奏
会
芸
術
祭
賞
受
賞　

上
田　

菜
緒

　
　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

ハ
長
調K

.279　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　

ア
ベ
ッ
グ
変
奏
曲　

へ
長
調O

p.1　

シ
ュ
ー
マ
ン

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
ピ
ア
ノ
部
門
ピ
ア
ノ
演
奏
会
（
審
査

制
）
が
10
月
20
日
（
土
）
に
岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

出
演
者
は
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
９
名
、
一
般
部
門
７
名
、
最
後
に
第
70

回
ピ
ア
ノ
演
奏
会
に
於
い
て
、
芸
術
祭
賞
及
び
第
70
回
記
念
賞
を
受

賞
さ
れ
た
上
田
菜
緒
さ
ん
の
招
待
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
員
に

は
東
京
よ
り
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
林
苑
子
先
生
、
佐
々
木
素
先
生
、
赤
松

林
太
郎
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
、
県
内
の
小
中
高
生
が
出
演
し
、
一
般
部
門
の

審
査
員
の
先
生
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
頂
け
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
、
土
曜
日
の
休
日
で
し
た
が
、
学
校
行

事
が
有
り
、
出
演
し
た
く
て
も
出
来
な
か
っ
た
生
徒
さ
ん
が
多
く
有

り
、
今
後
日
程
を
遅
ら
せ
る
案
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
現
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
中
で
も
出
演
さ
れ
た
生
徒

さ
ん
は
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
時
間
を
取
ら
れ
、
中
々
ピ
ア
ノ

を
練
習
す
る
時
間
が
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
忙
し
い
時
間
を
な
ん

と
か
や
り
く
り
し
て
練
習
に
励
み
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
一
般
部
門
の
審
査
員
の
先
生
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
を

参
考
に
し
て
益
々
精
進
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
部
門
は
18
歳
以
上
で
県
内
在
住
、
も
し
く
は
、
県
内
に
戸
籍

の
あ
る
方
を
対
象
に
公
募
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
現
役
の
学

生
の
み
な
ら
ず
、
現
在
教
職
に
あ
る
方
や
、
家
庭
で
ピ
ア
ノ
を
教
え

て
い
る
方
な
ど
結
構
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
方
々
が
出
演
さ
れ
、
入

賞
に
関
係
な
く
内
容
の
濃
い
演
奏

を
披
露
さ
れ
て
、
と
て
も
爽
や
か

な
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
芸
術

祭
賞
・
佐
藤
陽
十
（
あ
き
と
）
さ

ん
、
審
査
員
特
別
賞
・
滝
沢
善
子

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
役
を
終
わ
ら
れ
た
方
々
が
ス

テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る
事
は
、
非
常

に
勇
気
の
い
る
事
で
す
が
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
、
多
く
の
方
々
に

出
演
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
今
ま
で
出
演
さ
れ
た

方
々
も
再
度
出
演
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
67
回
岩
手
芸
術
祭
ピ
ア
ノ
部
門
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
第
１
位
芸
術
祭
賞
を
授
賞
し
た
小
井
土
文
哉
さ
ん
が
、
今
年
度

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
で
、
第
１
位
の
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
の
芸
術
祭
賞
を
授
賞
し
た
佐
藤
陽
十
さ
ん
は
、

来
年
１
月
に
行
わ
れ
る「
第
４
回
い
わ
て
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
部
門
は
、
今
迄
審
査
制
を
取
り
入
れ
た
り
、
審
査
な
し
の

演
奏
会
に
し
た
り
、
と
思
考
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
来
ま
し
た
が
、
現

在
は
審
査
制
に
落
ち
着
い
て
お
り
ま
す
。
年
々
関
心
が
高
ま
り
、
現

役
の
音
楽
関
係
の
学
生
以
外
の
方
々
が
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ピ
ア
ノ
部
門
が
益
々
発
展
し
て
行
く
事
を
心
か
ら
望
ん
で
お

り
ま
す
。

（
滝
沢
昭
子
）

�

ギ
タ
ー�　
ギ
タ
ー
音
楽
の
夕
べ　

　
　
　
　
　

11
月
17
日
㈯　

午
後
５
時
半
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

第
１
部

▶
ピ
ア
ノ
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独
奏

　

＊
ア
ベ
マ
リ
ア
…
…
…
…G.

カ
ッ
チ
ー
ニ　
　
　
　

菊
池　
　

徹

　

＊
カ
ナ
リ
オ
ス
…
…
…
…G.

サ
ン
ス　
　
　
　
　
　

晴
山
翔
太
朗

　

＊
二
人
の
幼
い
姉
妹
…
…F.

タ
レ
ガ　
　
　
　
　
　

阿
部
和
佳
奈

　

＊
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
ガ
イ
ヤ
ル
ド
…J.

ダ
ウ
ラ
ン
ド　

青
山　

貴
子

　

＊
コ
ユ
ン
バ
バ
１
楽
章
・
２
楽
章
…C.

ド
ォ
メ
ニ
コ
ー
ニ

　
　
　

佐
藤　

典
子

　

＊
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
夏
…A

.

ピ
ア
ソ
ラ　
　
　
坂
井　

俊
哉

　

＊
枯
葉
…
…
…
…
…
…
…J.
コ
ス
マ　
　
　
　
　
　

山
口　

晃
輔

　

＊
エ
ナ
ジ
ー
フ
ロ
ー
…
…
坂
本
龍
一　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

大

二
重
奏　

　

＊
ロ
ン
ド
…
…
…
…
…
…F.

カ
ル
リ　
　
　

 1st 　

樋
口　

卓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2nd　

樋
口　

知
志

　

＊
い
つ
も
何
度
で
も
…
…
木
村　

弓　
　
　

 1st 　

飛
鳥
ソ
ニ
ア

　
　

禁
じ
ら
れ
た
遊
び
…
…A

.

ル
ビ
ー
ラ　
　

 2nd　

橋
本　

博
行

　

＊
遠
い
谷
へ
の
旅
…
…
…
佐
藤
弘
和　
　
　

 1st 　

菅
原　

美
紀

2nd　

勝
又
さ
つ
き

　

＊
秋
の
夜
半
…
…
…
…
…F.

ウ
ェ
ー
バ
ー　

 1st 　

齊
藤　

忠
孝

　
　

あ
な
た
が
そ
ば
に
い
れ
ば
…
高
見
沢
俊
彦

　

 2nd　

三
浦　

晃
可

第
２
部

合
奏

　

＊M
y Favorite T

hings

…R.

ロ
ジ
ャ
ー
ス　ル

ナ
・
デ
イ
・
フ
ェ
ゴ

　

＊
ニ
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
１
楽
章
・
３
楽
章
…A

.

ビ
バ
ル
デ
ィ

フ
ォ
ー
ラ
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

＊
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
幻
想
曲
…
佐
野
正
隆
編

ブ
レ
イ
ビ
ス
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

＊
情
熱
大
陸
…
…
…
…
…
葉
加
瀬
太
郎　
　
　
　
　

GEEPs’

　

＊
文
明
開
化
の
鐘
…
…
…
高
橋
宏
樹　
　
　

岩
手
大
学
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

指
揮　

渡
部　

一
優

第
３
部

独
奏

　

＊
悲
し
き
調
べ
…
…
…
…
作
者
不
詳

　
　

シ
ャ
コ
ン
ヌ　

ホ
短
調
…G.F.

ヘ
ン
デ
ル　
　
　

菊
池　

静
男

　

＊
古
い
菩
提
樹
…
…
…
…S.

ル
ド
ネ
フ　
　
　
　
　

勝
又
さ
つ
き

　

＊
朱
色
の
塔
…
…
…
…
…I.

ア
ル
ベ
ニ
ス　
　
　
　

小
野
寺
正
高

　

＊
グ
ラ
ナ
ダ
…
…
…
…
…I.

ア
ル
ベ
ニ
ス　
　
　
　

吉
田
多
加
司

　

＊
聖
母
の
御
子
…
…
…
…
カ
タ
ロ
ニ
ア
民
謡

　
　

パ
ラ
グ
ア
イ
舞
曲
第
１
番
…A

.

バ
リ
オ
ス　
　
　
橋
本　

博
行

　

＊
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
組
曲
か
ら
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
…F.

モ
ン
ポ
ー

樋
口
知
志

　

＊
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
バ
レ
ッ
ト
…M

.

ポ
ン
セ　
　

  

三
浦　

晃
可

　

＊
最
後
の
ト
レ
モ
ロ
…
…A

.

バ
リ
オ
ス　
　
　
　

  

大
森　

圭
一

　

＊
カ
リ
オ
カ
幻
想
曲
…
…S.

ア
サ
ド　
　
　
　
　
　

中
嶋　

亮
三

　

＊「
内
な
る
想
い
」
Ⅰ
心
静
か
に 

Ⅴ
あ
こ
が
れ
…V.

ア
セ
ン
シ
オ

　
　
　

田
村　

一
真

　

＊
オ
ー
ト
ゥ
イ
ユ
の
夜
会
…N

.

コ
ス
ト　
　
　
　

  

望
月　

麻
千

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
参
加「
第
42
回
ギ
タ
ー
音
楽
の
夕
べ
」

は
独
奏
者
19
名
、二
重
奏
計
４
組
、

合
奏
５
団
体
の
参
加
の
下
、
平
成

30
年
11
月
17
日
県
民
会
館
中
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
た
。
鑑
賞
者
数
は

２
１
６
名
、
延
べ
出
演
者
数
は
93

名
で
あ
っ
た
。

　

第
１
部
は
菊
池
徹
の
「
ア
ベ
マ

リ
ア
」
の
独
奏
で
幕
を
開
け
、
二

重
奏
及
び
第
２
部
の
ギ
タ
ー
合
奏

を
は
さ
み
、
第
３
部
の
望
月
麻
千

の
「
吟
遊
詩
人
の
調
べ
よ
り
、
か

わ
い
い
変
奏
曲
」
の
演
奏
で
幕
を

閉
じ
た
。

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
の
中

で
、
第
１
部
坂
井
俊
哉
の
「
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
夏
」、
山
口
晃
輔
の
「
枯
葉
」、
菅
原
美
紀
と
勝
又

さ
つ
き
の
「
遠
い
谷
へ
の
旅
」
や
齋
藤
忠
孝
と
三
浦
晃
可
の
「
あ
な

た
が
そ
ば
に
い
れ
ば
」、
第
２
部
ジ
ー
プ
ス
の
「
情
熱
大
陸
」
の
合

奏
、
そ
し
て
第
３
部
の
中
で
は
中
嶋
亮
三
の
「
カ
リ
オ
カ
幻
想
曲
」、

田
村
一
真
の
「
内
な
る
想
い
、
Ｖ
あ
こ
が
れ
」、
お
よ
び
望
月
麻
千

の
演
奏
（
先
述
）
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

今
回
も
老
若
男
女
の
方
々
の
独
奏
・
合
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

た
が
、
昨
年
よ
り
大
萩
康
司
氏
の
教
え
を
受
け
て
い
る
田
村
一
真
君

の
演
奏
に
は
感
銘
を
受
け
た
。
一
種
の
お
祭
り
と
も
い
え
る
ギ
タ
ー

音
楽
の
夕
べ
に
、
日
頃
か
ら
研
鑽
を
積
ん
で
出
演
し
て
下
さ
っ
た
各

位
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
（
文
責
佐
藤　
匡
）

▽
実
行
委
員
＝
佐
藤
勝
政
・
橋
本
博
行

�

管
弦
楽�　
管
弦
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

　
　
　
　
　

12
月
２
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　

宮
古
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

第
１
部　

弦
楽
合
奏
・
指
揮
者
体
験

　
　
　

パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル　

カ
ノ
ン

▶
ギ
タ
ー
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体
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
で
、
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
魅
力
に

触
れ
、
具
体
的
な
技
術
指
導
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
表
現
力
も
養
う

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
講
習
会
な
ど
交
流
の
場
を
継
続
的
に
設
け
る
こ
と
で
、

全
体
的
な
技
術
の
底
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
管
弦
楽
の
ジ
ャ
ン
ル

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
般
の
方
に
鑑
賞
の
機
会
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
岩
手
県
管
弦
楽
連
盟
）

▽
実
行
委
員
＝
寺
崎　

巖
・
田
口
博
子

　
　
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　

ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

　

第
２
部　

弦
楽
器
体
験

　

第
３
部　

公
開
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

　
　
　

ル
ロ
イ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

 

（
メ
ド
レ
ー
）

　
　
　

冨
田　

勲　

新
日
本
紀
行
の
テ
ー
マ

出
演
団
体　
い
わ
て
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　

も
り
お
か
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
み
や
こ

　
　
　
　
　

ア
ー
リ
エ

　
　
　
　
　

セ
ガ
ー
レ

　
　
　
　
　

奥
州
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
盛
岡

　
　
　
　
　

田
園
室
内
合
奏
団

　
　
　
　
　

北
上
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

　
　
　
　
　

一
関
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

指
揮
と
解
説　
寺
崎　

巖

《
講
評
》　
岩
手
県
管
弦
楽
連
盟
は
、
岩
手
県
に
お
け
る
管
弦
楽
活
動

の
普
及
振
興
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
単
独
で
は
難
し
い
大

規
模
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
や
、
一
流
演
奏
家
と
の
共
演
、
特
別
講
習
会

な
ど
を
提
供
し
、
岩
手
県
の
音
楽
芸
術

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
ほ
か
、
若
手
演
奏
会
の
活
動
の
場

と
し
て
演
奏
会
を
提
供
す
る
な
ど
の
育

成
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
「
管
弦
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
８
」
は
宮
古
市
民
文
化
会
館

を
会
場
に
、
県
内
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

室
内
合
奏
団
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ど
に
在
籍
す
る
70
名
が
一
堂
に
会

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
12
月
１
日
に
は
、
い

わ
て
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
事
前
指
導
が
行
わ

れ
、
初
級
、
中
級
、
上
級
の
グ
レ
ー
ド

に
合
わ
せ
た
選
曲
、
編
曲
に
よ
り
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
良
い
音
を
奏
で
る
た

め
に
は
、
良
い
音
を
聞
い
て
耳
を
養
う

こ
と
が
最
良
の
方
法
で
す
。
講
師
の
生

の
音
を
間
近
に
聞
く
こ
の
機
会
は
、
子
ど
も
た
ち
を
大
い
に
刺
激
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
普
段
少
人
数
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
て
い
る
個
々
の
団

◀
管
弦
楽
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舞　
踊

洋　
舞�　
現
代
舞
踊
公
演

　
　
　
　
　

平
成
30
年
10
月
28
日
㈰　

午
後
４
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

第
１
部　
振
付
・
構
成
＝
藤
井
淳
子

　

１　

T
heW

ind　

室
岡
春
香　

藤
澤
果
央　

藤
舘
夏
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
山　

琳　

鈴
木
由
奈　

金
井
麻
耶

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
瑞
葉　

山
下
奈
々
実　

樋
下
明
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　

小
原
真
優　

佐
藤
希
美　

藤
田
若
葉

　

２　

草
原
の
輝
き　

菅
原
円
花

　

３　

願
い
ご
と　

石
井
知
花

　

４　

レ
ク
イ
エ
ム　

高
橋
瑞
葉

　

５　

柔
和-

辛
辣
な
波-　

鈴
木
由
奈

　

６　

暗
闇
に
泳
ぐ　

室
岡
春
香

　

７　

空
を
見
上
げ
て　

飯
島　

福　

石
井
知
花　

遠
藤
冬
萌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
円
花　

山
崎
ひ
な　

柏
葉　

怜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
沙
穂　

土
井　

萌　

中
村
花
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
杏
奈　

日
高
千
桜　

工
藤
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達
咲
来　

菊
池
心
月　

武
内
ひ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
陽
登　

村
上
小
春　

藤
原
実
生　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重
樫
璃
子　

脇
坂
凜
子　

戸
塚
陽
埜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
レ
イ　

三
浦
く
る
み

　

８　

lim
ited space　

室
岡
春
香　

藤
舘
夏
奈　

鈴
木
由
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
麻
耶　

高
橋
瑞
葉　

山
下
奈
々
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
下
明
嶺　

小
原
真
優　

菊
池
芽
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
そ
ら　

高
橋
明
里　

高
橋
野
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
知
里　

野
田
陽
香　

笹
木
冬
那

第
２
部　
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス　

振
付
・
構
成
・
演
出
＝
藤
井
淳
子

　
　

ア
リ
ス　
　
　

石
井
知
里

　
　

白
う
さ
ぎ　
　

菅
原
円
花

　
　

チ
ェ
シ
ャ
猫　

石
井
知
花

　
　

イ
モ
ム
シ　
　

飯
島　

福

　
　

お
花　
　
　
　

遠
藤
冬
萌　

山
崎
ひ
な

　
　

マ
ッ
ド
ハ
ッ
タ
ー　

渡
辺
陽
登

　
　

テ
ィ
ー
カ
ッ
プ　

安
達
咲
来　

菊
池
心
月　

武
内
ひ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
小
春

　
　

キ
ノ
コ　
　
　

柏
葉　

怜　

小
林
沙
穂　

土
井　

萌

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
花
瑠　

脇
坂
凜
子　

高
橋
杏
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
塚
陽
埜　

長
田
レ
イ　

三
浦
く
る
み

　
　

バ
ラ　
　
　
　

藤
原
実
生　

八
重
樫
璃
子　

日
高
千
桜

　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
佳
子

　
　

リ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
ズ　

太
田　

春　

大
道
優
花　

黒
沼
心
音

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
香
穂　

中
村
花
梨　

日
高
実
穂

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
沼　

花　

川
原
寿
星

　
　

お
菓
子　
　
　

佐
々
木
優
衣　

脇
坂
寧
　々

川
村
奈
純

　
　

ト
ラ
ン
プ　
　

中
等
科
全
員

　
　

ハ
ー
ト
の
女
王　

室
岡
春
香

　
　

ハ
ー
ト
の
王
様　

小
原
真
優

　
　

双
子　
　
　
　

鈴
木
由
奈　

高
橋
瑞
葉

第
３
部

　

１　

凍
れ
る
月
光（
初
演
２
０
０
９
年
）振
付
・
構
成
＝
柴
内
啓
子

　
　
　
　

室
岡
春
香　

細
川
美
樹

　
　
　
　

亀
井
志
津
香　

竹
内
万
紀
子　

藤
舘
夏
奈　

鈴
木
由
奈

　
　
　
　

金
井
麻
耶　

高
橋
瑞
葉　

山
下
奈
々
実　

樋
下
明
嶺

　
　
　
　

小
原
真
優　

菊
池
芽
唯　

熊
谷
そ
ら　

髙
橋
明
里

　
　
　
　

髙
橋
野
愛　

石
井
知
里　

田
鎖
楓
子　

新
山
和
奏

　
　
　
　

野
田
陽
香　

笹
木
雪
那　

佐
々
木
朱
里　

米
澤
七
海

　
　
　
　

於
本
萌
花　

北
向
翠
花　

佐
藤
希
美　

野
田
優
芽
乃

　
　
　
　

藤
田
若
葉　

松
本
凛
香　

三
浦
な
の
は

　

２　

Secret Garden  

振
付
・
出
演
＝
高
田
真
琴

　

３　

Zigzag　

振
付
＝
安
達
香
澄

　
　
　
　

M
EGU

M
I　

安
達
香
澄

　

４　

O
ne day-

思
い
返
し
て
み
れ
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
日
の
こ
と-

　
　
　
　

振
付
・
構
成
＝
藤
井
淳
子

　
　
　
　

ゲ
ス
ト
＝
加
藤
明
志　

水
島
晃
太
郎　

藤
村
港
平

　
　
　
　

伊
藤
有
美　

伊
藤
麻
菜
実　

南
帆
乃
佳

　
　
　
　

遠
藤
万
由
美　

中
嶋
純
子　

亀
井
志
津
香　

室
岡
春
香

　
　
　
　

竹
内
万
紀
子　

藤
澤
果
央　

藤
舘
夏
奈　

鈴
木
由
奈

　
　
　
　

金
井
麻
耶　

髙
橋
瑞
葉　

山
下
奈
々
実　

樋
下
明
嶺

　
　
　
　

小
原
真
優　

菊
池
芽
唯　

熊
谷
そ
ら　

髙
橋
明
里

　
　
　
　

髙
橋
野
愛　

石
井
知
里　

田
鎖
楓
子　

野
田
陽
香

　
　
　
　

笹
木
雪
那　

佐
々
木
朱
里　

米
澤
七
海　

於
本
萌
花

　
　
　
　

北
向
翠
花　

佐
藤
希
美　

野
田
優
芽
乃　

藤
田
若
葉

　
　
　
　

松
本
凛
香　

三
浦
な
の
は　

秋
元
律
子　

加
藤
雅
子

　
　
　
　

狩
野
悦
子　

久
保
田
雅
子　

古
前
田
精
子　

齋
藤
き
よ
子

　
　
　
　

高
橋
佳
奈　

野
田　

綾　

福
田
百
合
子　

藤
田
敬
子

　
　
　
　

藤
井
淳
子

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
洋
舞
部
門
「
藤
井
淳
子
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
現
代
舞
踊
公
演
」
が
、
平
成
30
年
10
月
28
日
、
盛
岡
市
の
県
民

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
単
独
公
演
２
回
目
の
開
催
が
県
民
会

館
大
ホ
ー
ル
と
い
う
広
い
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
内
容
を

吟
味
し
、
４
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
約
90
名
の
出
演
者
が
、
ど
の
よ

う
に
表
現
す
る
こ
と
で
観
客
の
皆
様
に
想
い
を
伝
え
ら
れ
る
の
か
を

考
え
構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　

第
１
部
の
小
作
品
は
、
全
８
曲
の
う
ち
６
曲
は
ソ
ロ
の
コ
ン
ク
ー
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ル
作
品
と
し
た
。
第
１
部
最
後

の
作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
最
優
秀
群
舞
賞
を
い
た

だ
く
な
ど
、
多
く
の
公
演
に
出

演
さ
せ
て
い
た
だ
き
研
鑽
を
重

ね
た
結
果
、
初
期
の
頃
の
作
品

と
は
異
な
り
、
各
自
の
成
長
の

跡
が
み
ら
れ
る
作
品
と
な
っ

た
。

　

第
２
部
の
ふ
し
ぎ
の
国
ア
リ

ス
で
は
、
導
入
部
分
に
映
像
を

使
用
し
、
現
実
か
ら
夢
の
中
へ

と
移
っ
て
い
く
ア
リ
ス
を
表
現

す
る
と
と
も
に
、
映
像
を
見
て

い
る
観
客
が
夢
の
中
に
い
る
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
努
め
た
。

　

第
３
部
は
亡
き
師
で
あ
る
柴
内
啓
子
先
生
の
作
品「
凍
れ
る
月
光
」

で
幕
を
開
け
た
。
出
演
者
の
中
に
は
初
め
て
こ
の
作
品
を
踊
る
者
も

お
り
、
亡
き
師
の
作
品
へ
の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
を

考
え
た
。
ま
た
、
特
別
講
師
２
名
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
ひ

か
り
公
演
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

　

公
演
最
後
の
作
品
は
、
亡
き
師
を
想
い
作
っ
た
作
品
で
あ
る
。
本

来
は
ゲ
ス
ト
６
名
と
ス
タ
ジ
オ
主
宰
本
人
の
７
名
で
の
作
品
で
あ
っ

た
が
、
公
演
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
シ
ニ
ア
、
高
等
、
Ｍ
Ｄ
Ｃ
と
の
コ

ラ
ボ
作
品
と
し
た
。
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
や
指
導
者
と
し
て
、
国
内
外

で
活
躍
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
と
同
じ
舞
台
に
立
ち
、
作
品
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
と
い
う
経
験
は
、
出
演
者
で
あ
る
当
ス
タ
ジ
オ
の
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
、
良
い
刺
激
と
な
り
、
踊
り
手
と
し
て
の
自
覚
に
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
淳
子
）

▽
実
行
委
員
＝
小
柳
玲
子　

久
慈
幸
恵

日　
舞�　
日
本
舞
踊
公
演

　
　
　
　
　

11
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

１
部

長
唄　
　
　

梅
の
栄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木　

歌
優

清
元　
　
　

お
祭
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菅
原
タ
エ
子

大
和
楽　
　

鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
橋
若
裕
子

長
唄　
　
　

藤
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
香
利
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

香
幸

長
唄　
　
　

俄
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
麻
寿
美

萩
江　
　
　

鐘
の
岬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

孝
絢

◀
洋
舞

長
唄　
　
　

老
松
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
そ
の
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

藤
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

祥
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

巴
恵

大
和
楽　
　

団
十
郎
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
紅
寿
美

若
柳
虹
吉
郎

義
太
夫
・
清
元　

吉
野
山
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

力
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
力
十
代

長
唄　
　
　

若
衆
槍
踊
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

力
豊

長
唄　
　
　

傾
城
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

清
寿

常
磐
津　
　

飴
売
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

衣
妙

長
唄　
　
　

正
札
附
根
元
草
摺
引
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
ゆ
り
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

瑞
恵

常
磐
津　
　

松
の
名
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
吉
初
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
吉
津
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

力
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

朱
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

衣
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

吉
聖

２
部

長
唄　
　
　

舌
出
し
三
番
叟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

香
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
衣
緋
沙

長
唄　
　
　

菖
蒲
浴
衣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
美
希
乃

常
磐
津　
　

神
楽
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
住
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

住
琴

長
唄　
　
　

高
尾
懺
悔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
朱
千
代

常
磐
津　
　

京
人
形
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
幸
志
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

力
純

長
唄　
　
　

雪
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
衣
富
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
衣
志
津

長
唄　
　
　

雛
鶴
三
番
叟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
千
栄
裕

若
柳　

光
洙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
衣
栄
里

清
元　
　
　

鞍
馬
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

聖
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　
　

優

常
磐
津　
　

角
兵
衛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

吉
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

華
裕

長
唄　
　
　

鷺
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
佳
津
奈

常
磐
津　
　

お
化
け
提
灯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

弥
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

江
美

長
唄　
　
　

賤
の
苧
環
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
か
つ
み

大
和
楽　
　

江
戸
風
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

寿
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
比
呂
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

吉
令
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長
唄　
　
　

吉
原
雀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

壽
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
佑
輝
子

《
講
評
》　
今
回
の
日
本
舞
踊
公
演
は
、
若
柳
流
の
先
代
宗
家
及
び
岩

手
県
に
て
功
労
功
績
の
あ
っ
た
先
人
を
偲
び
、
第
71
回
岩
手
芸
術
祭

参
加
「
二
代
若
柳
寿
童
没
後
三
十
年
、岩
手
県
中
興
の
祖
を
偲
ぶ
会
」

と
し
て
、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
盛
岡
を
は
じ
め
花
巻
・
北
上
・
水
沢
・
大
船
渡
・
久
慈
・

北
海
道
な
ど
各
地
よ
り
集
ま
り
、
総
勢
52
名
に
よ
る
１
部
14
番
、
２

部
14
番
、
合
計
28
番
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
開
場
前
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
列
を

な
し
て
並
び
、
午
前
10
時
の
開
演
か
ら
夜
９
時
の
終
演
ま
で
豪
華
な

演
目
に
観
客
の
皆
様
は
十
分
に
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
ず
１
部
は
、岩
手
県
邦
舞
協
会
理
事
水
木
歌
優
に
よ
る
長
唄「
梅

の
栄
」
で
華
や
か
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
芸
者
姿
の
「
お

祭
り
」、
大
き
な
藤
の
枝
を
担
い
だ
二
人
立
の
「
藤
娘
」、
師
範
に
よ

る
「
傾
城
」、「
飴
売
り
」、
協
会
役
員
の
若
柳
ゆ
り
恵
、
瑞
恵
の
若
々

し
い
若
武
者
と
舞
鶴
の
「
正
札
附
根
元
草
摺
引
」
な
ど
、
１
部
の
最

後
は
こ
の
偲
ぶ
会
の
実
行
委
員
の
若
柳
吉
初
恵
、
吉
津
矢
、
朱
宏
、

吉
聖
の
６
名
に
よ
る
常
磐
津
「
松
の
名
所
」
で
締
め
ま
し
た
。

　

１
部
終
了
後
は
四
世
家
元
若
柳
壽
延
か
ら
岩
手
の
舞
踊
会
を
さ
さ

え
て
こ
ら
れ
た
若
柳
流
の
先
人
の
方
々
を
偲
ん
で
の
お
話
が
あ
り
、

心
和
む
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
部
は
「
舌
出
し
三
番
叟
」
か
ら

始
ま
り
、
賛
助
出
演
の
若
柳
幸
志
郎

の
胸
を
か
り
て
の
「
京
人
形
」、「
鞍

馬
獅
子
」、「
角
兵
衛
」、
二
代
寿
童

振
付
「
お
化
け
提
灯
」
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
大
曲
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
偲
ぶ
会
の
実
行
委
員
の
１
人
で

あ
る
、
か
つ
み
の
「
賤
の
苧
環
」、

同
じ
く
実
行
委
員
の
寿
慧
、
実
行
委

員
並
び
に
協
会
役
員
の
比
呂
恵
、
吉

令
に
よ
る
「
江
戸
風
流
」
な
ど
で
、

最
後
は
家
元
若
柳
壽
延
と
長
女
佑
輝

子
の
長
唄
「
吉
原
雀
」
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
先
人
を
偲
び
つ
つ
次
世
代

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
柳
衣
江
）

▽
実
行
委
員
＝
花
柳
美
寿
晴　

水
木　

楓

◀
日
舞

　
演　
芸

民　
謡�　
岩
手
民
謡
ま
つ
り

　
　
　
　
　

平
成
30
年
11
月
４
日
㈰　

11
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

第
１
部�

１　

踊　

南
部
俵
積
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舞
畠
山
会
社
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
鳴
海　

み
よ

２　

唄　

外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

孝
夫

３　

唄　

長
者
の
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

槻
舘　

恭
治

４　

唄　

津
軽
タ
ン
ト
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
加
洋
子

５　

唄　

真
室
川
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
田　

禮
子

６　

踊　

展
勝
地
小
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
や
よ
い
会

７　

唄　

お
こ
さ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
沼　

京
子

８　

唄　

ひ
で
こ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
千
恵
子

９　

唄　

道
中
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
作
之
助

10　

唄　

南
部
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石　

義
男

11　

唄　

江
差
馬
子
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
沼　
　

紀

12　

踊　

沢
内
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舞
畠
山
会
社
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
泉
田　

禮
子

13　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
澤　

吉
次

14　

唄　

秋
田
お
は
ら
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
越　

晴
雄

15　

唄　

か
ら
め
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

16　

唄　

宮
城
長
持
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上　
　

悟

17　

踊　

相
川
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
千
代
連

18　

唄　

秋
田
米
と
ぎ
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

令
子

19　

唄　

新
相
馬
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

秋
男

20　

唄　

日
向
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野　

君
子

21　

踊　

真
室
川
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
や
よ
い
会

22　

唄　

大
量
唄
い
込
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
海　

み
よ

23　

唄　

船
こ
ぎ
流
し
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山　

勝
彦

24　

踊　

本
荘
追
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団

第
71
回
岩
手
芸
術
祭
民
謡
民
舞
大
賞
決
定
戦

民
謡
部
門

１　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
川　

光
雄

２　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
深
里

３　

唄　

南
部
駒
引
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

信

４　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
美
香

５　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
田　

桂
敏

６　

唄　

秋
田
酒
屋
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝　

一
秋

７　

唄　

酒
屋
流
し
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

善
美

８　

唄　

外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

一
子

９　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
由
紀
江
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10　

唄　

道
中
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
山　

幸
三

11　

唄　

沢
内
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
川
久
美
子

12　

唄　

南
部
よ
し
ゃ
れ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
清
水
啓
子

13　

唄　

南
部
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
堂
る
り
子

14　

唄　

南
部
酒
屋
流
し
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

正
明

15　

唄　

沢
内
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
島
シ
ゲ
子

16　

唄　

沢
内
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

伊
祥

民
舞
部
門

１　

踊　

さ
ん
さ
時
雨　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団

２　

踊　

津
軽
あ
い
や
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
川　
　

鈴

次
世
代
コ
ー
ナ
ー
＆
器
楽
演
奏

子
供
た
ち
の
唄
と
踊
り

１　

太
鼓　

大
漁
唄
い
込
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
水
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
越
田　

仁
蔵

２　

唄　

南
部
俵
積
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
松　

涼
花

３　

踊　

り
ん
ご
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月
福
田
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
藤
岡　

祐
衣
・
山
本　
　

樹

４　

唄　

秋
田
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
机　

唯
愛

５　

唄　

南
部
酒
屋
も
と
す
り
唄　
　
　
　
　
　
　
　

宮
野　

萌
愛

６　

唄　

出
船
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
机　

紅
愛

７　

唄　

古
調
外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

蓮
花

８　

唄　

南
部
酒
屋
も
と
す
り
唄　
　
　
　
　
　
　
　

芳
賀　

晴
奈

９　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

優
人

10　

踊　

八
戸
小
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月
福
田
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
菊
池
き
よ
子

11　

唄　

秋
田
草
刈
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
佳
菜
絵

楽
器
演
奏

１　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

治
穂

２　

荷
方
組
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
睦
実
会

第
２
部�

１　

踊　

長
崎
の
ん
の
こ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
や
よ
い
会

２　

唄　

関
の
五
本
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
山
ナ
ツ
子

３　

唄　

日
光
和
楽
踊
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
智
子

４　

唄　

南
部
山
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

治
穂

５　

踊　

南
部
荷
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡　

理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
藤
岡　

祐
衣

６　

唄　

津
軽
山
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
屋
敷　

晃

７　

唄　

生
保
内
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
井　

陽
子

８　

唄　

苗
代
こ
さ
え
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　
　

孝

９　

踊　

南
部
俵
積
み
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
美
会

10　

唄　

津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
（
中
節
） 　
　
　
　
　

高
橋　

竹
秀

11　

唄　

津
軽
よ
さ
れ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

正
宏

12　

唄　

秋
田
船
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
サ
ツ
子

13　

唄　

鯵
ヶ
沢
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
内
と
り
子

14　

踊　

津
軽
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舞
畠
山
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
松
内
と
り
子

15　

唄　

夏
の
山
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
場
昭
喜
治

16　

唄　

南
部
磯
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

信
子

17　

踊　

秋
田
人
形
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
原
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
漆
原
栄
美
子

18　

唄　

古
調
あ
い
や
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
原
栄
美
子

19　

唄　

秋
田
お
ば
こ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘
澤　

基
菊

20　

唄　

南
部
木
挽
舞
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
澤　

廣
次

21　

唄　

喜
代
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
岩
持
勝
子

22　

踊　

南
部
よ
し
ゃ
れ
節　
　
　
　
　
　

南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
山
崎　

勝
代

23　

踊　

秋
田
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
千
代
連

24　

唄　

津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
（
新
旧
節
） 　
　
　
　

千
葉　

栄
人

25　

唄　

お
立
ち
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
福
次
郎

26　

唄　

五
所
川
原
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

勝
代

民
謡
民
舞
大
賞
結
果
発
表　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
舞
台
部
門
公
演「
岩
手
民
謡
ま
つ
り
」

は
晩
秋
11
月
４
日
（
日
）
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
今
年
も
10
時
開
場
、
11
時
開
演
だ
っ
た
が
開
場
前
か
ら
た

く
さ
ん
の
民
謡
フ
ァ
ン
が
扉
の
前
に
列
を
つ
く
り
開
場
を
ま
ち
わ
び

て
い
た
。
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
本
公
演
で
は
平
成
14
年
よ

り
岩
手
芸
術
祭
・
民
謡
民
舞
大
賞
決
定
戦
と
称
し
毎
年
優
れ
た
演
技

者
に
芸
術
大
賞
を
贈
り
、
過
去
13
名
が
大
賞
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　

第
１
部
【
紅
葉
織
り
な
す
民
の
唄
】
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
実
り
の

秋
に
ふ
さ
わ
し
く
南
部
俵
積
唄
の
唄
と
踊
り
で
賑
や
か
に
開
幕
。
お

馴
染
み
外
山
節
な
ど
24
演
目
が
披
露
さ
れ
た
。

　

第
１
部
に
続
い
て
【
民
謡
民
舞
大
賞
決
定
戦
】
…
本
年
は
民
謡
部

門
と
民
舞
部
門
で
16
名
２
団
体
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
年
齢
問
わ
ず
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。
大
会
で

は
岩
手
県
合
唱
連
盟
名
誉
会
長
の
太
田
代
政
男
氏
を
審
査
委
員
長
に

お
願
い
し
本
協
会
の
藤
沢
清
美
会
長
・
工
藤
末
三
郎
常
任
相
談
役
・

近
藤
英
一
常
任
相
談
役
・
照
井
真
実
都
常
任
相
談
役
の
以
上
４
名
が

審
査
に
あ
た
っ
た
。
今
回
の
審
査
で
も
や
は
り
「
音
程
」「
言
葉
（
歌

詞
）」
が
は
っ
き
り
と
発
音
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
行

わ
れ
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
第
71
回
民
謡
民
舞
大
賞
は
南
部
牛

追
唄
を
伸
び
伸
び
と
う
た
っ
た
中
田
桂
敏
が
受
賞
し
大
き
な
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
手
に
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。

　

緊
張
感
が
漂
っ
た
大
賞
決
定
戦
の
あ
と
は
【
次
世
代
コ
ー
ナ
ー
＆

器
楽
演
奏
】
と
題
し
小
学
生
、
中
学
生
た
ち
が
唄
や
踊
り
太
鼓
演
奏

を
披
露
。
中
に
は
未
就
学
児
童
も
参
加
し
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
近
年
は
沿
岸
地
域
の
子
供
達
の
成

長
は
著
し
く
指
導
者
の
先
生
方
の
尽
力
に
は
感
謝
で
あ
る
。
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第
２
部
【
民
謡
特
撰
集
】
…
岩

手
を
代
表
す
る
ベ
テ
ラ
ン
歌
手
も

登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
毎
年
人
気

の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
日
本
全
国

の
代
表
的
な
民
謡
や
踊
り
26
演
目

を
披
露
し
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し

て
い
た
。

　

例
年
、
出
演
者
・
伴
奏
・
進
行
・

演
出
・
ま
た
舞
台
音
響
関
係
者
に

協
力
を
し
て
頂
き
、
本
年
も
ほ
ぼ

時
間
通
り
に
終
演
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

今
後
も
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
魅

力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
会
員

の
舞
台
へ
の
意
識
向
上
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
更
に
民
謡
人
口
と
観
客

を
増
や
し
て
い
く
に
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
こ
れ
も
ま
た
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
だ
。

（
岩
手
県
民
謡
協
会
企
画
部　
佐
野
よ
り
こ
）

新
舞
踊�　
新
舞
踊
発
表
会

　
　
　
　
　

平
成
30
年
10
月
21
日
㈰　

10
時
半
開
演

　
　
　
　
　

花
巻
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

春
宴
の
舞　
　
　
　
　
　

藤
扇
流
会
主

１　

華
に
な
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

２　

夢
追
い
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

甲
扇
会

３　

男
の
流
儀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

４　

タ
ン
ト
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

洋
子
社
中

５　

若
松
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

新
友
会

６　

男
の
明
日
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

泉
会

７　

道
ひ
と
す
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

８　

湯
島
の
白
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

９　

お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

邦
扇
会

10　

男
の
絶
唱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

勺
洸
会

11　

黒
髪
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

春
陽
会

12　

隠
岐
祝
い
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

や
よ
い
会

13　

鳰
の
湖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

玉
栄
会

14　

雪
深
深　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

15　

人
生
一
路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胆
江
支
部　

寿
葉
会

16　

十
勝
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

17　

男
一
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

◀
民
謡

18　

お
て
も
や
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

19　

大
器
晩
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

20　

哀
愁
の
木
曽
路　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

崇
扇
会

21　

木
曽
恋
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

22　

月
冴
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

23　

鵜
の
岬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

藤
洸
会

24　

二
代
目
無
法
松　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

25　

椿
道
成
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

26　

め
お
と
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

27　

正
調
生
保
内
節　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

洋
子
社
中

28　

伊
豆
の
渡
り
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

春
陽
会

29　

北
の
出
世
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

30　

常
磐
津
江
戸
の
曙　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

31　

新
遠
野
豊
年
太
鼓　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

や
よ
い
会

32　

桜
貝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

33　

人
生
夢
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

34　

豪
商
一
代
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門　
　
　

花
巻
支
部　

邦
扇
会

35　

ふ
れ
逢
い
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

勺
洸
会

36　

男
流
転　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

藤
洸
会

37　

男
の
償
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胆
江
支
部　

寿
葉
会

38　

心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

39　

人
生
夢
将
棋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

新
友
会

40　

父
子
の
誓
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

泉
会

41　

佐
渡
の
夕
笛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

崇
扇
会

42　

斎
太
郎
月
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

43　

北
斗
の
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

44　

海
賊
の
舟
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

玉
栄
会

45　

茶
屋
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

洋
子
社
中

46　

無
情
の
波
止
場　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

47　

人
生
将
棋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

や
よ
い
会

48　

構
成
舞
踊
天
命　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

49　

夫
婦
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

甲
扇
会

50　

幸
藤
「
華
組
」 　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

51　

天
竜
流
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

《
講
評
》　
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
舞
台
等
部
門
（
演
芸
部
門
）
は
岩
手

県
新
舞
踊
協
会
創
立
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
こ
の
手
か
ら　

広

が
る
世
界　

繋
が
る
文
化
」
の
テ
ー
マ
の
下
、【
賢
治
の
郷
に
集
う

祝
宴
の
舞
】
の
タ
イ
ト
ル
で
、
第
20
回
岩
手
県
新
舞
踊
協
会
舞
踊
発

表
会
を
、
平
成
30
年
10
月
21
日
、
花
巻
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛

大
に
開
催
し
た
。

　

当
日
の
天
気
予
報
は
低
気
圧
の
移
動
で
天
候
が
非
常
に
心
配
さ
れ

た
が
杞
憂
に
終
わ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
好
天
に
恵
ま
れ
９
時
30
分
の
開

場
時
間
前
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
並
ぶ
盛
況
ぶ
り
で
、
予
定
通
り
10
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時
30
分
に
開
演
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
藤
扇
流
会
主
６
名
に
よ
る
「
春
宴

の
舞
」
で
幕
が
開
き
全
51
曲
が
発
表

さ
れ
た
。

　

今
発
表
会
は
当
協
会
創
立
25
周
年

の
節
目
で
も
あ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

間
で
記
念
式
典
を
執
り
行
い
、
会
長

式
辞
の
あ
と
前
会
長
、
須
藤
功
顧
問

へ
感
謝
状
の
贈
呈
、
続
い
て
各
会
員

（
会
主
）
及
び
全
賛
助
会
員
へ
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

25
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
発
表
会

は
各
会
が
演
じ
る
演
目
へ
の
意
気
込

み
も
一
段
と
違
い
、
そ
れ
が
観
て
い

る
観
客
に
伝
わ
れ
ば
こ
そ
終
始
、
大

き
な
声
援
と
拍
手
を
頂
き
な
が
ら
終

演
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

近
年
、
演
歌
や
歌
謡
曲
が
衰
退
の
傾
向
に
あ
る
と
何
時
も
云
わ
れ

る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
発
表
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
人

に
は
や
は
り
日
本
の
大
衆
文
化
で
あ
る
演
歌
や
歌
謡
曲
が
最
も
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

私
ど
も
は
こ
の
こ
と
を
良
く
認
識
し
な
が
ら
、
今
後
も
生
活
の
潤

い
の
一
つ
と
も
云
え
る
日
本
の
大
衆
文
化
で
あ
る
演
歌
、
歌
謡
曲
を

大
切
に
し
、
こ
れ
に
振
り
付
け
た
舞
踊
の
継
承
と
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
変
、
重
要
課
題
で
あ
る
。

（
文
責
・
事
務
局　
鈴
木
孝
四
郎
）

▽
実
行
委
員
＝
高
橋
ト
シ　

鈴
木
孝
四
郎

◀
新
舞
踊

　
県
民
文
芸
作
品
集

　

県
民
文
芸
作
品
集
は
、県
民
の
文
芸
活
動
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、

県
民
か
ら
広
く
文
芸
作
品
を
公
募
し
、
そ
の
中
の
優
秀
作
品
を
掲
載

し
刊
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
49
集
と
な
る
。

会
議
等
の
運
営

　

５
月
11
日　
　
　
　

文
芸
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
募
要
項
の
決
定
等
）

　

７
月
１
日
～
８
月
31
日　

公
募
期
間

　

８
月
28
日　
　
　
　

文
芸
部
門
事
務
局
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
審
査
・
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
ほ
か
）

　

９
月
１
日
～
30
日　

作
品
選
考
期
間
（
種
目
毎
に
審
査
会
開
催
）

　

10
月
５
日　
　
　
　

県
民
文
芸
作
品
集
選
考
結
果
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
賞
・
入
選
者
へ
の
通
知
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
で
の
公
表
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
解
禁
）

　

２
月
25
日　
　
　
　

文
芸
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
芸
部
門
の
運
営
状
況
の
報
告
、次
回
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
要
項
の
決
定
等
）

応
募
状
況

　

平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、
小
説
、
戯
曲
・
シ
ナ

リ
オ
、
文
芸
評
論
、
随
筆
、
児
童
文
学
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

の
９
種
目
の
作
品
を
公
募
し
た
。応
募
作
品
は
４
８
７
点
で
あ
っ
た
。

作
品
審
査

　

種
目
ご
と
に
審
査
を
行
い
芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
作
品
を

決
定
。
そ
の
ほ
か
入
選
、
佳
作
、
選
者
賞
等
を
決
定
。
事
務
局
で
は

結
果
を
と
り
ま
と
め
、
10
月
５
日
に
入
賞
・
入
選
者
へ
通
知
す
る
と

と
も
に
、
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し

た
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
解
禁
に
合
わ
せ
て
、
10
月
12
日
に
は
岩

手
日
報
紙
面
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
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表　
彰

　

芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
受
賞
者
33
名
に
対
し
て
、
表
彰
式

を
12
月
８
日
に
行
っ
た
。（
会
場
・
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）

刊　
行

　

受
賞
作
品
等
を
掲
載
し
た
県
民
文
芸
作
品
集
を
12
月
８
日
に
刊
行

し
た
。

【
受
賞
作
品
・
作
者
及
び
選
者
】

種
目

賞
名

受
賞
作
／
作
者

選
者

小　
　

説
芸
術
祭
賞
―

立
川
ゆ
か
り

小
原　

守
夫

優
秀
賞
接
見
室
に
て
／
東
根
た
だ

し

奨
励
賞
き
み
に
贈
る
冠
／
藍
沢　

篠

奨
励
賞
彼
岸
花
の
咲
く
こ
ろ
／
稗

貫
イ
サ

戯
曲
・

シ
ナ
リ
オ

芸
術
祭
賞
―

昆　
　

明
男

中
村　

好
子

優
秀
賞
お
か
え
り
・
・
無
人
の
町

へ
／GA

K
U

JIN

奨
励
賞
秋
の
公
園
／
中
森
都
志
子

奨
励
賞
愛
の
メ
ニュ
ー
を
は
ん
ぶ
ん
こ

―
フ
ァ
ミ
レ
ス・ラ
ブ
ス
ト
ー
リ

ー
―
／
丹
波
と
も
こ

文
芸
評
論

芸
術
祭
賞
遅
れ
て
き
た
初
恋『
一
握
の

砂
』-「
忘
れ
が
た
き
人
人　

二
」を
巡
って
／
佐
藤
靜
子

望
月　

善
次

牛
崎　

敏
哉

優
秀
賞
人
は
物
語
を
作
る-

藤
村
の

青
春
の
源
流
を
探
し
て-

／

内
藤
賢
一

奨
励
賞
逃
れ
ら
れ
な
い「
正
し
さ
」の

中
で-

高
橋
和
巳『
堕
落
』を

読
む-

／
春
日
川
諭
子

奨
励
賞
―

種
目

賞
名

受
賞
作
／
作
者

選
者

随　
　

筆
芸
術
祭
賞
簡
易
テ
ン
ト
／
大
平
春
子

須
藤　

宏
明

野
中　

康
行

優
秀
賞
五
十
年
目
の
手
紙
／
菅
マ

サ
子

奨
励
賞
記
憶
の
ア
ッ
ツ
島
／
佐
々

木
道
長

奨
励
賞
燕
／
工
藤
幸
子

児
童
文
学

芸
術
祭
賞
大
助
の
心
の
小
さ
な
芽
／

川
村
節
子

髙
橋　
　

昭

藤
原　

成
子

齋
藤　

英
明

優
秀
賞
キ
ャ
プ
テ
ン
レ
ー
ス
／
今

和　

立

奨
励
賞
ま
き
ば　

た
ま
ご　

鳥
／

桑
原
響
子

奨
励
賞
い
つ
か
き
っ
と
／
千
葉
恵

保
子

詩

芸
術
祭
賞
魚
信
／
上
斗
米
隆
夫

伊
藤　

諒
子

北
原　

陽
子

花
石　

邦
夫

優
秀
賞
浮
子
／
久
慈
こ
う
こ

奨
励
賞
夏
の
三
部
作
／
白
石
松
則

奨
励
賞
五
月
の
風
の
中
で
／
藤
野

な
ほ
子

種
目

賞
名

受
賞
作
／
作
者

選
者

短　
　

歌
芸
術
祭
賞
白
神
岳
／
松
井
良
治

稲
垣　

貞
男

岡
田　

紘
子

佐
藤　

怡
當

羽
藤　
　

堯

藤
井　

永
子

優
秀
賞
眠
り
ゐ
る
母
／
遠
藤
カ
オ

ル

奨
励
賞
ラ
ン
プ
の
宿
／
阿
部
ス
ミ

子

奨
励
賞
蜘
蛛
の
巣
／
芳
賀
赳
夫

俳　
　

句
芸
術
祭
賞
祭
馬
／
本
郷
明
子

白
濱　

一
羊

小
畑　

柚
流

小
菅　

白
藤

川
原　

道
程

名
久
井
清
流

加
藤
真
冶
子

大
澤　

保
子

優
秀
賞
九
戸
城
址
／
下
舘
幸
男

奨
励
賞
女
郎
蜘
蛛
／
下
田
榮
一

奨
励
賞
夏
休
／
小
林
初
夏

川　
　

柳
芸
術
祭
賞
雑
詠
／
小
田
島
花
浪

小
原　

金
吾

佐
藤　

岳
俊

徳
田
ひ
ろ
子

優
秀
賞
雑
詠
／
赤
頓
姥

奨
励
賞
雑
詠
／
田
中
士
郎

奨
励
賞
雑
詠
／
河
野
康
夫
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文　
芸　
祭

 

小
説
大
会�　
10
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
会
議
室
・
参
加
者
11
名

▽
講
師
＝
立
川
ゆ
か
り
（
作
家
・
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

　
　
　
　

小
原
守
夫
（
元
岩
手
日
報
社
学
芸
部
長
・

県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

《
講
評
》　
今
年
度
の
小
説
大
会
は
、
岩
手
県
民
会
館
第
１
会
議
室
を

会
場
に
、
県
民
文
芸
作
品
集
の
応
募
者
や
一
般
の
方
々
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
よ
り
県
民
文
芸
作
品
集
の
選
者
が
一
新
し
た
が
、
小
説
大

会
は
県
民
文
芸
作
品
集
の
選
者
に
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
し
い
講
師
を
迎
え
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

大
会
の
内
容
は
応
募
作
品
の
講
評
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
応
募
作
品
の
相
対
的
な
傾
向
に
つ
い
て
の
話
の
あ
と
、
参
加

者
各
々
の
作
品
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

　

総
評
と
し
て
立
川
氏
か
ら
は
、
話
が
お
も
し
ろ
く
て
も
、
常
識
的

に
違
和
感
が
あ
っ
た
り
、
文
章
が
上
手
だ
と
思
っ
て
も
読
み
終
え
た

後
、
心
に
残
ら
な
か
っ
た
り
、
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
作
品
が

な
く
、
芸
術
祭
賞
を
見
送
っ
た
。
次
回
の
第
50
集
に
向
け
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

　

次
に
創
作
に
あ
た
っ
て
の
注

意
点
に
つ
い
て
小
原
氏
か
ら
話

が
あ
っ
た
。
創
作
の
た
め
に
は

書
く
素
材
の
引
き
出
し
を
多
く

持
つ
こ
と
が
大
切
、
ま
た
目
に

停
め
て
も
ら
う
た
め
に
題
名
を

吟
味
し
て
ほ
し
い
旨
、
小
原
氏

の
新
聞
記
者
時
代
の
自
身
の
経

験
を
話
さ
れ
た
。
一
見
文
学
と

関
連
が
な
い
よ
う
な
も
の
で

も
、
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
む

中
で
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
こ
と

が
あ
る
。
経
験
は
創
作
の
幅
を

広
げ
る
助
け
に
な
る
。そ
し
て
い
ざ
創
作
作
品
に
取
り
組
む
場
合
は
、

時
系
列
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、
ま
ず
プ
ロ
ッ
ト
を
組
み
、
そ
し

て
大
ま
か
に
起
承
転
結
を
考
え
る
こ
と
が
基
本
に
な
る
。
書
き
始
め

る
時
に
は
必
ず
辞
書
を
手
元
に
置
く
事
が
大
事
で
あ
る
と
の
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
た
。

　

自
分
の
書
い
た
も
の
を
批
評
し
て
も
ら
う
場
を
設
け
る
こ
と
も
良

い
文
章
を
書
く
た
め
に
は
有
意
義
で
あ
る
の
で
、
次
回
に
向
け
て
今

か
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◀
小
説
大
会

　

個
々
の
講
評
は
、
作
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら

進
め
ら
れ
た
が
、
他
の
参
加
者
と
共
有
す
る
時
間
に
な
っ
た
か
、
と

考
え
る
と
ま
だ
工
夫
の
余
地
が
あ
る
。

　

講
師
の
お
二
人
と
も
選
考
経
験
が
豊
富
で
あ
り
、
初
回
か
ら
的
を

得
た
指
摘
で
参
加
者
に
と
っ
て
は
有
意
義
な
会
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
行
委
員
会
事
務
局　
久
保
田
幸
恵
）

 

戯
曲
大
会 　
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

盛
岡
劇
場
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
・
参
加
者
12
名

▽
運
営
委
員
＝
昆　

明
男　

倉
持
裕
幸　

高
村
明
彦

《
講
評
》　
今
回
の
戯
曲
大
会
は
、
俳
優
の
た
め
の
戯
曲
の
読
み
方

講
座
「
遠
藤
チ
ョ
イ
ス
の
戯
曲
を
読
も
う
！
」
と
題
し
て
開
催

し
た
。
講
師
は
第
７
回
、
劇
団
モ
リ
オ
カ
市
民
「M

O
RIO

K
A

　

CH
RO

N
ICLE　

岩
手
公
園
も
の
が
た
り
」
第
三
部
脚
本
担
当
に
し

て
総
合
演
出
を
務
め
る
遠
藤
雄
史
氏
に
お
願
い
し
た
。

　

俳
優
の
た
め
と
タ
イ
ト
ル
は
付
い
て
い
る
が
、
俳
優
だ
け
で
は
な

く
、
演
劇
に
関
わ
る
様
々
な
立
場
の
人
々
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

戯
曲
を
俳
優
と
し
て
演
じ
る
場
合
、
単
に
戯
曲
を
立
体
化
す
る
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
俳
優
独
自
の
視
点
で
戯
曲
を
読
み
込
み
、
俳

優
自
身
の
観
点
で
役
柄
を
解
釈
し
、
そ
れ
を
演
じ
る
際
に
反
映
さ
せ

る
心
構
え
と
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。

　

そ
れ
を
、
遠
藤
氏
自
身
の
短
編
戯
曲
「
絶
望
へ
の
道
は
善
意
で
敷

き
詰
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
」
お
よ
び
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
を
素
材
と

し
て
解
説
し
た
。
戯
曲
の
土
台
と
な
る
、
場
所
の
設
定
が
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、ど
の
よ
う
な
人
物
が
登
場
す
る
の
か
等
は
、

戯
曲
の
ト
書
き
や
セ
リ
フ
な
ど
か
ら
読
み
取
れ
る
。
そ
の
読
み
取
っ

た
事
柄
を
逸
脱
し
な
い
範
囲
で
の

演
じ
方
の
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
。

と
い
っ
た
、
基
本
的
な
戯
曲
の
読

み
方
な
ど
を
解
説
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
「
ホ
ー
ム
ラ

ン
」
が
演
じ
ら
れ
た
映
像
を
鑑
賞

し
、
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
岸
田
戯
曲
賞

作
家
、
永
井
愛
氏
の
「
ら
抜
き
の

殺
意
」
の
一
部
を
題
材
に
取
り
上

げ
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し

演
じ
る
の
か
に
つ
い
て
、
前
半
の

講
義
を
ベ
ー
ス
に
、
参
加
者
同
士

▶
戯
曲
大
会



─ 106 ── 107 ─

で
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
実
践
と
し
て
戯
曲
を
読
み
、

演
じ
る
と
い
う
手
順
を
踏
み
、
戯
曲
の
解
釈
の
幅
広
い
定
義
に
つ
い

て
体
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
は
地
元
の
講
師
を
招
き
、
戯
曲
と
演
技
を
考
え
る
機
会
と
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
演
劇
と
戯
曲
に
関
わ
る
様
々
な
要
素
を
取
り
上

げ
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

　
　
　
（
倉
持
裕
幸
）

�

文
芸
評
論
大
会�　
10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
大
学
農
学
部
１
号
会
議
室
・
参
加
者
11
名

▽
運
営
委
員
＝
望
月
善
次　

牛
崎
敏
哉

《
講
評
》　
岩
手
芸
術
祭
文
芸
祭
「
文
芸
評
論
の
部
」
は
、
岩
手
大
学

農
学
部
第
一
会
議
室
を
会
場
に
、
10
月
８
日
（
月
・
祝
）
午
後
１
時

か
ら
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
30
代
か
ら
70
代
ま
で
、
昨
年
よ
り
若

干
増
え
て
11
名
で
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
に
『
県
民
文
芸
集
』
文
芸
評
論
選
者
で
あ
り
、
本
文
芸
祭

実
行
委
員
で
あ
る
望
月
善
次
よ
り
開
会
挨
拶
と
、「
日
本
の
文
化
状

況
寸
評
～
大
逆
事
件
か
ら
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
「
玄
米
三
合
問

題
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
戦
略
へ
～
」
と
題
し
て
ミ
ニ
講
演
が
あ
っ
た
。

続
い
て
同
じ
く

選
者
・
牛
崎
敏

哉
「
芥
川
賞
・

直
木
賞
の
中
の

宮
沢
賢
治
」
の

ミ
ニ
講
演
が
あ

り
、
今
年
第

１
５
８
回
芥
川

賞
を
受
賞
さ
れ

た
若
竹
千
佐
子

さ
ん
が
、
か
つ
て
第
35
回
県
芸
術
祭
「
文
芸
評
論
」
に
入
賞
さ
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

次
は
『
県
民
文
芸
集
』
文
芸
評
論
部
門
入
賞
者
に
よ
る
研
究
発
表

で
、ま
ず
奨
励
賞
の
発
表
は
、春
日
川
諭
子
氏
が「
逃
れ
ら
れ
な
い「
正

し
さ
」
の
中
で
ー
高
橋
和
巳
『
堕
落
』
を
読
む
」
と
題
し
て
、
第
１

回
文
藝
賞
受
賞
『
非
の
器
』
か
ら
の
作
品
を
通
観
し
、『
堕
落
』
を

中
心
に
今
日
的
意
味
を
代
」
の
上
京
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
賢
治

の
年
譜
上
の
疑
義
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　

優
秀
賞
の
発
表
は
、
内
藤
賢
一
氏
に
よ
る
「
人
は
物
語
を
作
る
ー

藤
村
の
青
春
の
源
流
を
探
し
て
―
」
と
題
し
て
、
石
川
啄
木
と
の
関

係
か
ら
島
崎
藤
村
を
紹
介
し
、
藤
村
文
学
の
源
流
と
な
っ
た
青
春
期

の
記
憶
や
体
験
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

◀
文
芸
評
論
大
会

　

続
い
て
芸
術
祭
賞
の
佐
藤
静
子
氏
が
「
遅
れ
て
き
た
初
恋
『
一
握

の
砂
』
―
「
忘
れ
が
た
き
人
人　

二
」
を
巡
っ
て
」
と
題
し
て
、
橘

智
恵
子
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品
群
を
紹
介
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ

れ
た
若
山
牧
水
、
前
田
夕
暮
、
吉
井
勇
、
北
原
白
秋
、
平
野
萬
里
ら
、

短
歌
史
の
残
る
歌
集
と
対
比
し
、啄
木
短
歌
は
「
遅
れ
て
き
た
初
恋
」

で
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

　

最
後
は
招
待
講
演
と
し
て
、
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授

で
あ
る
小
島
聡
子
氏
よ
り
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
演
題
は
「
宮
沢
賢

治
の
言
葉　
「
標
準
語
」
と
「
地
域
語
」
の
狭
間
で
」
で
、
賢
治
作

品
の
「
標
準
語
」
と
さ
れ
て
き
た
表
現
か
ら
、「
ぜ
ん
た
い
」
と
「
い

っ
た
い
」
に
し
ぼ
り
、
そ
の
「
地
域
語
」
と
の
関
連
を
具
体
的
に
指

摘
し
て
話
さ
れ
た
。

　

各
々
の
発
表
後
の
わ
ず
か
な
時
間
で
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
た
。

　

全
体
は
予
定
通
り
午
後
４
時
前
に
終
了
、
そ
の
ま
ま
同
じ
会
場
に

て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牛
崎
敏
哉
）

�

随
筆
大
会�　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
会
議
室
・
参
加
者
16
名

▽
講
師
＝
須
藤
宏
明
（
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

　
　
　
　

野
中
康
行
（
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

《
講
評
》　
随
筆
大
会
は
県
民
文
芸
作
品
集
の
選
者
を
講
師
に
迎
え
、

作
品
の
講
評
と
意
見
交
換
を
主
な
内
容
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
今

年
は
46
編
の
応
募
が
あ
り
、
講
評
を
聞
く
た
め
、
盛
岡
市
、
花
巻
市
、

宮
古
市
な
ど
か
ら
参
加
者
が
集
っ
た
。

　

応
募
者
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
新
し
い
方
が
増
え
た
印
象
が
あ

る
が
、
原
稿
用
紙
の
書
き
方
に

慣
れ
て
い
な
い
作
品
が
見
ら
れ

た
の
で
、
書
き
慣
れ
て
い
く
こ

と
は
大
事
だ
ろ
う
。
ま
た
、
今

回
は
応
募
作
品
の
中
で
意
見
を

言
う
論
説
的
内
容
の
も
の
が
見

ら
れ
た
が
、
随
筆
と
は
少
し
違

う
。
随
筆
は
自
分
の
情
感
を
表

現
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
前
歴
な
ど
は
考
慮
し

て
い
な
い
が
、
応
募
年
数
の
長

い
方
は
筆
力
も
培
わ
れ
て
、
選

考
の
中
で
上
位
に
入
っ
て
く
る

▶
随
筆
大
会
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と
い
う
。
こ
れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

総
評
を
行
っ
た
の
ち
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
選
評
を
行
っ
た
。

予
め
参
加
者
に
は
応
募
作
品
の
コ
ピ
ー
を
渡
し
、
読
ん
で
き
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
、
選
評
を
聞
く
事
が
で
き
る
の
で
、
自
分
の
作
品
で

な
く
て
も
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。

　

選
評
の
中
で
心
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た

い
。「
目
の
前
の
描
写
と
同
じ
様
に
、
心
の
動
き
を
描
写
す
る
」、「
固

有
名
詞
の
使
い
方
は
読
者
目
線
で
」、「
構
成
変
更
に
よ
っ
て
蘇
る
文

章
」、「
随
筆
の
主
人
公
は
『
私
』
で
あ
る
」、「
登
場
人
物
が
多
い
時

は
主
語
を
明
確
に
」、「
話
の
焦
点
を
絞
っ
て
成
功
」、「
書
か
な
い
で

読
ま
せ
る
余
韻
」、
ど
れ
も
す
ぐ
実
践
で
き
そ
う
だ
。

　

随
筆
は
新
聞
へ
の
投
稿
な
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
が
多
い
し
、
読

む
機
会
も
多
い
。
良
い
作
品
を
読
む
こ
と
で
書
く
力
も
養
わ
れ
る
。

入
賞
し
た
作
品
の
共
通
点
は
、
描
写
力
が
優
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
で
自
分
の
筆
力
に
還
元
し
て
い
た
だ
き

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
行
委
員
会
事
務
局　
久
保
田
幸
恵
）

�

児
童
文
学
大
会�　
10
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
会
議
室
・
選
評
と
合
評
20
名
／

　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
34
名

▽
運
営
委
員
＝
千
葉
留
里
子

　
　
　
　
　
　

加
藤
典
夫

《
講
評
》　
児
童
文
学
大
会
は
県

民
文
芸
作
品
集
の
応
募
者
、
運

営
を
行
う
岩
手
児
童
文
学
の
会

会
員
、
他
に
一
般
参
加
者
で
行

わ
れ
た
。

○
県
民
文
芸
作
品
集
・
応
募
作

品
の
選
評

　

選
者
の
髙
橋
昭
が
「
児
童
文

学
は
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
感

動
す
る
よ
う
な
内
容
が
欠
か
せ

な
い
」
と
創
作
上
の
注
意
を
、

そ
の
後
、
入
賞
し
た
作
品
を
中
心
に
選
評
を
述
べ
た
。

○
合
評

　

希
望
が
あ
っ
た
作
品
三
編
の
合
評
を
行
っ
た
。

　
『
大
助
の
心
の
小
さ
な
眼
』
川
村
節
子
／
『
お
ば
け
南
瓜
』
福
島

敬
次
郎
／
『
キ
ャ
プ
テ
ン
レ
ー
ス
』
今
和
立

○
講
演　

演
題
「
岩
手
が
育
む
児
童
文
学
」

　
　
　
　

講
師　

千
葉
留
里
子　

岩
手
児
童
文
学
の
会
会
長

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
創
作
を
始
め
た
き
っ
か
け
、

◀
児
童
文
学
大
会

文
学
賞
に
つ
い
て
、
岩
手
の
児
童
文
学
作
家
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

今
回
、
小
川
未
明
文
学
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
遠
野
近
郊
の

お
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
「
供
養
絵
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
と
が
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
宮
沢
賢
治
を
は
じ
め
と
す
る
岩
手
の
児
童
文
学
作
家
は
、

豊
か
な
自
然
と
風
土
に
育
ま
れ
、
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

○
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

話
題
提
供
者
＝
田
沢
五
月
、
杉
村　

修
、
加
藤

美
南
子

　

多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
三
人
の
地
元
作
家
が
話
題
提
供
を
行
っ

た
。
著
者
を
中
心
に
話
し
な
が
ら
、
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
岩
手
の

町
や
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
典
夫
）

�

詩
の
大
会�　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
　

花
巻
市
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

　
　
　
　
　
　

参
加
者
22
名

▽
選　
　
者
＝
伊
藤
諒
子　

北
原
陽
子　

花
石
邦
夫

▽
運
営
委
員
＝
北
原
陽
子　

兒
玉
智
江　

松
﨑
み
き
子

《
講
評
》　
10
月
20
日
に
花
巻
な
は
ん
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、「
心
に
言

葉
を
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
詩
の
大
会
が
27
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。

　

第
１
部
で
今
回
の
受
賞
者
の
作
品
に
つ
い
て
合
評
と
講
評
が
行
わ

れ
、
表
彰
式
へ
と
続
い
た
。
参
加
者
の
活
発
な
発
言
で
、
充
実
し
た

大
会
と
な
っ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
副
会
長
上
斗
米
隆
夫
氏
に
よ

り
「
教
材
と
し
て
の
詩
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
教
育
の
現
場
で

ど
の
よ
う
な
詩
が
小
中
高
の
国

語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
か
、
作
品
名
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
教
員
時
代
の
経
験
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
詩
を
理
解
さ
せ

る
こ
と
や
詩
を
書
か
せ
る
指
導

が
と
て
も
難
し
い
こ
と
が
語
ら

れ
た
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に

詩
の
感
動
を
伝
え
る
「
授
業
」

の
大
変
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
貴

重
な
講
演
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
岩
手
県
詩
人

ク
ラ
ブ
が
刊
行
し
て
い
る
年
刊

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
「
い
わ
て

▶
詩
の
大
会
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の
詩　

２
０
１
８
年
版
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
自
作
品
の
朗
読
を
、

参
加
者
全
員
で
行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
合
評
会
を
行
い
、
意
見
を
交
わ
し

合
い
充
実
し
た
詩
の
一
日
と
な
っ
た
。

　

文
芸
祭
賞　

兒
玉
智
江
「
カ
ナ
ヘ
ビ
」

　

現
代
人
の
忙
し
い
日
々
で
見
逃
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
カ

ナ
ヘ
ビ
と
の
対
話
の
中
に
、
作
者
の
生
き
て
き
た
「
歳
月
」
が
見
え

て
く
る
。
作
者
の
率
直
で
優
し
い
詩
心
と
カ
ナ
ヘ
ビ
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
表
現
が
素
晴
ら
し
い
、
心
楽
し
い
作
品
で
あ
る
。

　

優
秀
賞　

伊
藤
恵
理
美
「
涼
し
く
な
っ
た
夜
に
」

　

季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
き
を
巧
み
に
と
ら
え
た
作
品
で
あ

る
。
す
っ
き
り
と
し
た
短
詩
で
、作
者
な
ら
で
は
の
感
性
が
光
っ
た
。

　

奨
励
賞　

金
野
清
人
「
白
鳥
」

　
「
ツ
ン
ド
ラ
の
下
に
眠
っ
て
い
る
父
」
を
想
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
伝
え
る
深
い
作
品
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
に
飛
ん
で
い
く
白
鳥
に
託

す
平
和
へ
の
祈
り
が
、
読
む
者
の
胸
に
迫
っ
て
く
る
。

　

岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
新
人
賞
は
高
橋
ゆ
ず
は
さ
ん
の
「
断
捨
離
」

に
贈
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
原
陽
子
）

�

短
歌
大
会�　
10
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
　
　

出
詠
者
１
１
８
名
・
参
加
者
85
名

▽
選　
　
者
＝
伊
藤
幸
子　

折
居
路
子　

清
水
亞
彦　

八
重
嶋
勲　

　
　
　
　
　
　

吉
田
史
子

▽
運
営
委
員
＝
赤
澤
篤
司　

外
舘
克
裕　

山
本　

豊

《
講
評
》

　

文
芸
祭
賞
＝
佐
藤
怡
當
（
北
上
市
）

　

優 

秀 

賞
＝
山
本　

豊
（
盛
岡
市
）

　

奨 

励 

賞
＝
羽
藤　

堯
（
奥
州
市
）

　

選 

者 

賞
＝
伊
藤
幸
子
選　

斉
藤
玲
子
（
滝
沢
市
）

　
　
　
　
　
　

折
居
路
子
選　

野
坂
次
郎
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
　
　

清
水
亞
彦
選　

中
田
タ
カ
子
（
久
慈
市
）

　
　
　
　
　
　

八
重
嶋
勲
選　

田
澤
和
子
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
　
　

吉
田
史
子
選　

青
木
綱
子
（
奥
州
市
）

　

文
芸
祭
賞

わ
が
影
の
常
よ
り
若
く
見
ゆ
る
朝
力
を
こ
め
て
一
輪
車
押
す

　

佐
藤
怡
當
（
北
上
市
）

　

作
者
は
一
輪
車
を
押
し
て
い
る
。
そ
の
影
に
常
よ
り
若
い
自
分
を

見
た
の
で
あ
る
。い
つ
も
独
自
の
短
歌
世
界
を
作
る
作
家
で
あ
る
が
、

今
回
の
作
品
は
大
き
な
発
見
の
歌
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
小
さ
な

気
づ
き
が
、
多
く
の
人
の
心
に
波
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
文
芸
祭

賞
と
し
て
納
得
の
ゆ
く
作
品
で
あ
る
。

　

優
秀
賞

雪
の
夜
に
逝
き
た
る
父
の
亡
骸
に
手
を
触
れ
ざ
り
き
十
歳
の
わ
れ　

山
本　

豊
（
盛
岡
市
）

　

十
歳
で
父
の
亡
骸
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
作
者
の
心
情
が
窺
え
る

作
品
で
あ
る
。
少
年
の
気
持
ち
を
思
え
ば
、「
手
を
触
れ
ざ
り
き
」

に
納
得
さ
せ
ら
れ
も
す
る
。
結
句
が
し
っ
か
り
と
歌
を
支
え
て
安
定

し
て
お
り
、
他
の
言
葉
の
入
り
込
む
余
地
の
な
い
、
抒
情
豊
か
な
作

品
で
あ
る
。

　

奨
励
賞

も
の
さ
し
に
微
か
に
読
め
る
妻
の
名
は
旧
姓
に
し
て
孫
ら
は
知
ら
ず

　

羽
藤　

堯
（
奥
州
市
）

　

妻
の
遺
品
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
さ
し
に
は
、
妻
の
旧
姓
が
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
誰
の
名
前
な
の
か
孫
た
ち
は
知
ら
な
い
。
妻

を
想
い
続
け
る
作
者
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
歌
の
素
材
に
気
が
つ
い
た

の
だ
ろ
う
。
美
し
く
一
首
に
仕
上
げ
て
あ
る
。
短
歌
が
抒
情
詩
で
あ

る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

選
者
賞　

　
　

伊
藤
幸
子
選

雨
粒
の
残
る
葉
の
上
に
と
ど
ま
り
て
時
の
止
ま
り
し
蝉
の
ぬ
け
が
ら

　

斉
藤
玲
子
（
滝
沢
市
）

　
　

折
居
路
子
選

添
ふ
事
の
叶
は
ぬ
君
と
同
じ
く
生
く
る
を
今
は
尊
く
思
ふ　

野
坂
次
郎
（
盛
岡
市
）

　
　

清
水
亞
彦
選

忘
れ
え
ぬ
歌
の
顕
ち
き
て
歩
み
止
む
東
一
華
の
花
の
か
た
へ
に　

中
田
タ
カ
子
（
久
慈
市
）

　
　

八
重
嶋
勲
選

友
の
顔
に
よ
ぎ
る
戸
惑
ひ
わ
れ
は
同
じ
話
を
聞
か
せ
ゐ
る
ら
し

田
澤
和
子
（
盛
岡
市
）

　
　

吉
田
史
子
選

幸
ひ
と
言
ふ
べ
き
九
十
年
な
ら

ん
手
縫
ひ
の
袋
形
見
と
ぞ
す
る

青
木
綱
子
（
奥
州
市
）

　

出
詠
者
は
１
１
８
名
で
昨
年

よ
り
18
名
の
増
加
で
あ
る
。
岩

手
の
短
歌
界
の
現
状
が
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
今
年
の
人
数
の
増
加
は
予

想
外
で
あ
っ
た
。
芸
術
祭
短
歌

大
会
は
岩
手
県
歌
人
ク
ラ
ブ
の

非
会
員
も
26
名
ほ
ど
出
詠
し
て

▶
短
歌
大
会



─ 112 ── 113 ─

い
る
。
短
歌
人
口
の
底
辺
の
広
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。
来
年
も

期
待
し
た
い
。

（
赤
澤
篤
司
）

�

俳
句
大
会�　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）・
出
席
者
89
名

▽
選　
　
者
＝
小
畑
柚
流　

小
菅
白
藤　

川
原
道
程　

小
林
輝
子

　
　
　
　
　
　

吉
田
一
路　

名
久
井
清
流　

服
部
常
子

▽
運
営
委
員
＝
山
火
律
子　

佐
々
木
昌
子　

長
谷
川
か
よ
子

　
　
　
　
　
　

兼
平
玲
子　

工
藤
幸
子　

及
川
永
心

《
講
評
》　
こ
れ
ま
で
文
芸
祭
俳
句
大
会
は
県
公
会
堂
で
行
わ
れ
て
き

た
が
、
会
場
を
盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
に
移
し
た
。
近
年
高
齢
化
が

進
み
、
エ
レ
ベ
ー
タ
が
無
く
て
大
変
だ
と
い
う
人
が
増
え
て
き
た
た

め
で
あ
る
。
結
果
は
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
76
名
と
選
者

７
名
。
昨
年
よ
り
６
名
ほ
ど
減
少
し
た
。
若
い
人
の
参
加
が
少
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。

　

三
句
投
句
で
総
数
は
２
２
８
句
。
７
名
の
選
者
に
よ
り
慎
重
審
議

の
上
三
賞
を
決
定
し
た
。
そ
の
句
を
除
き
、
各
選
者
が
選
者
賞
を
１

句
ず
つ
選
ん
だ
。

　
［
文
芸
祭
賞
］

秋
天
の
端
に
置
か
れ
し
南
部
富

士　

盛
岡
市　

上
野
方
水

　

岩
手
山
を
空
の
端
に
置
く
こ

と
に
よ
り
、
秋
天
の
広
が
り
が

見
え
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。
岩

手
の
秋
ら
し
い
大
き
な
景
を

堂
々
と
詠
ん
で
い
る
。

　
［
優
秀
賞
］

鶏
頭
が
夜
警
の
や
う
に
立
っ
て

ゐ
る　

盛
岡
市　

津
志
田
武

　

鶏
頭
を
独
特
の
捉
え
方
を
し

て
い
る
。「
夜
警
の
や
う
に
」

と
い
う
比
喩
が
利
い
て
い
る
。

　
［
奨
励
賞
］

木
の
実
落
つ
叱
っ
て
っ
く
れ
る
母
が
い
る　

盛
岡
市　

小
林
初
夏

　

取
り
合
わ
せ
の
距
離
感
が
よ
い
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
母
は
母
。

親
子
の
情
愛
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
［
白
濱
一
羊
賞
］　　

稲
架
の
列
影
の
長
さ
を
競
ひ
合
ふ

　

鉄
本
正
人

　
［
小
畑
柚
流
賞
］　　

一
山
を
越
え
て
轟
く
威
し
銃　
　

野
坂
次
郎

　
［
小
菅
白
藤
賞
］　　

古
傷
の
ふ
た
つ
が
痛
む
十
三
夜　

古
川
公
子

◀
俳
句
大
会

　
［
川
原
道
程
賞
］　　

掌
で
土
を
均
し
て
畑
仕
舞
ふ　
　

円
子
涼
子

　
［
名
久
井
清
流
賞
］　

先
生
は
い
ま
も
マ
ド
ン
ナ
秋
桜　

大
平
春
子

　
［
加
藤
真
冶
子
賞
］　

豆
打
つ
や
嫁
姑
の
弾
む
音　
　
　

工
藤
幸
子

　
［
大
澤
保
子
賞
］　　

水
の
や
う
に
芒
の
や
う
に
八
十
路
か
な

　

谷
藤
隆
一

（
山
火
律
子
）

�

川
柳
大
会�　
10
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　
　

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　

８
０
３
号
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
　
　

参
加
者
１
１
０
名

▽
選
者
＝
塩
釜
ア
ツ
シ　

中
島
久
光　

宇
部　

功　

佐
藤　

康

　
　
　
　

吉
田
成
一　

柳
清
水
広
作　

佐
藤
岳
俊

▽
運
営
＝
岩
手
県
川
柳
連
盟

《
講
評
》　
川
柳
っ
て
、
い
っ
た
い
な
ん
な
の
だ
ろ
う
。
自
分
自
身
の

つ
ぶ
や
き
か
？
そ
れ
な
ら
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
十
分
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
時

間
や
お
金
を
か
け
て
集
ま
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
批
評
し
合
う
意
味
。

血
の
通
う
人
間
同
士
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
く
、
人
の
温
も

り
で
あ
る
。

　

さ
て
例
年
通
り
、
各
選
者
が
推
す
特
選
七
句
を
県
川
柳
連
盟
役
員

が
第
二
次
選
考
に
あ
た
り
、
三
賞
を
決
定
し
た
。

　

文
芸
祭
賞　

洋
野
町　

野
口
一
滴

つ
む
ぎ
縞
着
て
も
写
楽
に
敵
わ
な
い

　
「
縞
」
の
題
で
写
楽
が
現
れ
る
。
作
者
の
発
想
力
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
だ
。
何
を
着
て
も
所
詮
私
は
私
、
あ
な
た
に
は
到
底
敵
わ
な

い
。
こ
こ
に
最
大
の
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
二
百
年
後
の
こ
の
時

代
を
、
あ
な
た
は
ど
う
描
い
て
く
れ
た
だ
ろ
う
か
。
江
戸
の
浮
世
絵

師
、
東
洲
斎
写
楽
。

　

優
秀
賞　

　
　
　

盛
岡
市　

徳
田
ひ
ろ
子

母
方
の
眉
で
荒
れ
野
を
超
え
ん

と
す

　

父
で
な
く
や
は
り
、
母
な
の

だ
ろ
う
。
女
性
の
眉
は
そ
の
描

き
方
に
よ
っ
て
印
象
が
変
わ

る
。
強
さ
も
優
し
さ
も
寂
し
さ

も
厳
し
さ
も
す
べ
て
。
母
の
眉

そ
れ
は
、私
の
決
意
で
も
あ
る
。

　

奨
励
賞　

　
　
　
　

一
関
市　

田
中
苑
子

沈
黙
を
守
れ
ば
青
い
沼
に
な
る

▶
川
柳
大
会
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言
い
た
い
こ
と
を
言
い
合
え
ば
、
そ
れ
は
争
い
と
な
る
。
生
き
る

と
は
思
い
や
り
で
あ
り
、人
生
と
は
我
慢
で
あ
る
。
そ
の
静
け
さ
は
、

世
界
平
和
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
か
。
青
い
沼
を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い

世
の
中
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
特
選
句

な
ん
だ
な
ん
だ
と
合
掌
土
偶
立
ち
上
が
る　

青
森
市
・
守
田
啓
子

除
染
地
を
青
空
に
塗
る
手
の
未
来　
　
　
　

宮
古
市
・
木
村　

徹

一
強
多
弱
右
向
け
右
に
な
る
怖
さ　
　
　
　

洋
野
町
・
野
口
一
滴

尊
厳
と
言
え
る
生
き
方
し
て
来
た
か　
　
　

山
形
市
・
伊
東
マ
コ

（
伊
藤
豊
志
）

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
８
―
岩
手
芸
術
祭
受
賞
作
品
・

推
薦
作
家
展
＋
岩
手
県
美
術
選
奨
受
賞
者
作
品
展
―

　

岩
手
県
立
美
術
館
と
岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会
共
催
事
業
岩
手
県

立
美
術
館
企
画
展
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
―
岩
手
芸
術
祭
受

賞
作
品
・
推
薦
作
家
展
＋
岩
手
県
美
術
選
奨
受
賞
者
作
品
展
―
」
は
、

平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）
～
３
月
24
日
（
日
）
ま
で
、
岩
手
県
立

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
岩
手
芸
術
祭
に
集
う
美
術
家
た
ち
の
作
品
を
広
く

県
民
に
紹
介
す
る
場
と
し
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、

今
回
16
年
目
を
迎
え
た
。

今
年
度
は
、
岩
手
芸
術
祭
美
術
展
の
受
賞
（
芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、

奨
励
賞
）
作
品
に
加
え
、
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
道
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
現
代
美
術
、
水
墨
画
の
10
部
門
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
推
薦
さ
れ
た
美
術
家
た
ち
の
作
品
１
０
０
点
を
、
岩
手
県
芸

術
選
奨
受
賞
作
家
の
作
品
と
合
わ
せ
て
展
示
し
た
。

　

会
期
中
に
は
部
門
別
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
作
品
解
説
会
）
が

行
わ
れ
、
観
覧
者
が
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

鑑
賞
者
数
は
３
２
５
１
人
で
あ
っ
た
。

▽
出
品
点
数

　

日
本
画　
　
　
　

７
点

　

洋
画　
　
　
　
　

17
点

　

版
画　
　
　
　
　

７
点

　

彫
刻　
　
　
　
　

７
点

　

工
芸　
　
　
　
　

９
点

　

書
道　
　
　
　
　

17
点

　

写
真　
　
　
　
　

12
点

　

デ
ザ
イ
ン　
　
　

７
点

　

現
代
美
術　
　
　

６
点

　

水
墨
画　
　
　
　

11
点

　

合
計　
　
　
　
　

100
点

▽
部
門
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

３
月
２
日
㈯　
　

水
墨
画
・
書
道

　

３
月
３
日
㈰　
　

写
真
・
現
代
美
術
・
デ
ザ
イ
ン

　

３
月
９
日
㈯　
　

日
本
画
・
工
芸
・
彫
刻

　

３
月
16
日
㈯　
　

版
画
・
洋
画

▽
企
画
・
運
営
委
員

　

片
山
道
子
（
日
本
画
）・
石
川
酉
三
（
洋
画
）・
鈴
木
和
雄
（
版
画
）・

清
武
英
司
（
彫
刻
）・
阿
部
裕
之
（
工
芸
）・
吉
田
晨
風
（
書
道
）・

菊
池
克
美
（
写
真
）・
竹
村
育
貴
（
デ
ザ
イ
ン
）・
小
笠
原
卓
雄
（
現

代
美
術
）・
鈴
木
孝
男
（
水
墨
画
）・
加
藤
俊
明
（
美
術
館
）
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テ
ー
マ
募
集

　

第
71
回
岩
手
芸
術
祭
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
芸
術
文
化
の
創
造

と
発
展
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
テ
ー
マ
を
懸
賞
募
集
し
た
。

１　

応
募
期
間

　
　

平
成
30
年
４
月
～
５
月
31
日

２　

応
募
総
数

　
　

３
３
１
点
（
１
１
９
人
）

３　

選
定
方
法

　
　

６
月
22
日
（
金
）
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
選
定
を
行
っ
た
。

　
　
〔
委
員
〕
藤
沢　

清
美
（
実
行
委
員
会
副
会
長
・
民
謡
）

　
　
　
　
　

 

鈴
木　

孝
男
（
美
術
部
門
実
行
委
員
長
・
水
墨
画
）

　
　
　
　
　

 

室
岡　

提
子
（
舞
台
等
部
門
・
邦
楽
）

　
　
　
　
　

 

小
原　

宏
華
（
舞
台
等
部
門
・
華
道
）

　
　
　
　
　

 

立
野　

呈
山
（
舞
台
等
部
門
・
三
曲
）

　
　
　
　
　

 

倉
持　

裕
幸
（
文
芸
部
門
・
戯
曲
シ
ナ
リ
オ
）

４　

選
定
結
果

　
　

◎
優
秀
作
【
岩
手
芸
術
祭
テ
ー
マ
】

　
　
　
　
「
こ
の
手
か
ら　
広
が
る
世
界　
繋
が
る
文
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
堂　
歩
さ
ん
（
九
戸
村
）

　
　

○
佳
作　

　
　
　
　
「
熱
き
風
か
が
や
く
心　

文
化
の
風
に
舞
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

節
子
さ
ん
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
「
岩
手
だ
か
ら　

生
ま
れ
る　

芸
術
が
有
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｊ　

Ｒ
Ｉ
Ｐ
さ
ん
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
「
強
靭
な
向
か
い
風
は
背
中
で
受
け
止
め

　
　
　
　
　
　
　

追
い
風
に
し
よ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

達
朗
さ
ん
（
矢
巾
町
）

　
　
　
　
「
世
界
と
芸
術　

広
め
よ
う

　
　
　
　
　
　
　

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
こ
の
地
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

一
帆
さ
ん
（
矢
巾
町
）

※　

優
秀
作
作
者
は
10
月
６
日
（
土
）
の
開
幕
式
典
に
お
い
て
表
彰

し
た
。

実
行
委
員
会
名
簿

【
実
行
委
員
会
】

　

会　

長
＝
柴
田　

和
子

　

副
会
長
＝
藤
沢　

清
美　
　

小
野
寺
文
雄

　

監　

事
＝
北
村　

義
美　
　

倉
持　

裕
幸

区　

分

委　

員　

名

所　
　
　

属

主
催
者

中　

里　

裕　

美
岩
手
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

文
化
振
興
課
総
括
課
長

菅　

野　

洋　

樹
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
理
事
長

柴　

田　

和　

子
岩
手
県
芸
術
文
化
協
会
会
長

鈴　

木　

孝　

男
岩
手
県
芸
術
文
化
協
会
副
会
長

美

術
片　

山　

道　

子
日　

本　

画 

部
門

北　

村　

義　

美
水　

墨　

画 　
〃

演

劇
坂　

田　

裕　

一
演　
　
　

劇 　
〃

伝
統
芸
能
猿　

子　

滋　

苑
華　
　
　

道 　
〃

立　

身　

岳　

元
吟
剣
詩
舞
道 　
〃

音

楽
山　

田　

靖　

了
合　
　
　

唱 　
〃

滝　

沢　

昭　

子
ピ　

ア　

ノ 　
〃

橋　

本　

博　

行
ギ　

タ　

ー 　
〃

寺　

崎　
　
　

巖
管　

弦　

楽 　
〃

舞

踊
小　

柳　

玲　

子
洋　
　
　

舞 
部
門

花　

柳　

美
寿
晴
日　
　
　

舞 　
〃

演

芸
藤　

沢　

清　

美
民　
　
　

謡 　
〃

文

芸
倉　

持　

裕　

幸
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ　
〃

山　

火　

律　

子
俳　
　
　

句 　
〃

小・中
美
術
展

加　

藤　
　
　

均
岩
手
県
小
・
中
学
校
美
術
展
協
会

地

域
小
野
寺　

文　

雄
宮
古
市
芸
術
文
化
協
会

久　

慈　

満　

曠
久
慈
市
芸
術
文
化
協
会

【
美
術
部
門
実
行
委
員
会
】

部　

門

委　

員　

名

部　

門

委　

員　

名

日
本
画

西　

川　

善　

有

書　
　

道

吉　

田　

晨　

風

片　

山　

道　

子

佐
々
木　

飛　

鴻

洋　
　

画

石　

川　

酉　

三

写　
　

真

藤　

村　

政　

憲

岩　

渕　

毅　

弘

菊　

池　

克　

美

版　
　

画

日　

山　

登　

啓

デ
ザ
イ
ン

竹　

村　

育　

貴

鈴　

木　

和　

雄

吉　

田　

康　

則

彫　
　

刻

清　

武　

英　

司

現
代
美
術

小
笠
原　

卓　

雄

曽　

根　

達　

也

浅　

倉　
　
　

伸

工　
　

芸

阿　

部　

裕　

之

水
墨
画

鈴　

木　

孝　

男

竹　

田　

康　

夫

北　

村　

義　

美
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【
舞
台
等
部
門
実
行
委
員
会
】

部　

門

委　

員　

名

部　

門

委　

員　

名

演　
　

劇

坂　

田　

裕　

一
楽音

三　

曲
伊　

藤　

衡　

山

鬼　

沢　

陽　

子

立　

野　

呈　

山

能芸統伝
能　

楽
菊　

池　

昭　

二

吹
奏
楽
安　

倍　

一　

洋

佐　

野　

剛　

章

小　

山　

智　

弘

邦　

楽
福　

士　

幸　

雄

ピ
ア
ノ
滝　

沢　

昭　

子

室　

岡　

提　

子

成　

瀬　

ゆ
か
り

茶　

道
鈴　

木　

宗　

基

ギ
タ
ー
橋　

本　

博　

行

平　

野　

宗　

蕙

佐　

藤　

勝　

政

華　

道
猿　

子　

滋　

苑

管
弦
楽
寺　

崎　
　
　

巖

小　

原　

宏　

華

田　

口　

博　

子

吟
詠
剣

詩
舞
道
立　

身　

岳　

元
踊舞
洋　

舞
小　

柳　

玲　

子

金　

沢　

光　

岳

久　

慈　

幸　

恵

楽音
合　

唱
山　

田　

靖　

了

日　

舞
花　

柳　

美
寿
晴

及　

川　

尚　

樹

水　

木　
　
　

楓

声　

楽
山　

口　
　
　

剛
芸演
民　

謡
藤　

沢　

清　

美

丸　

岡　

千
奈
美

三　

上　

紀　

子

弦　

楽
菊　

池　

昭　

子

新
舞
踊
高　

橋　

ト　

シ

増　

田　

真
紀
子

鈴　

木　

孝
四
郎

【
文
芸
部
門
実
行
委
員
会
】

部　

門

委　

員　

名

部　

門

委　

員　

名

戯
曲
・

シ
ナ
リ
オ

昆　
　
　

明　

男

短　
　

歌

山　

本　
　
　

豊

倉　

持　

裕　

幸

外　

舘　

克　

裕

文
芸
評
論

望　

月　

善　

次

赤　

澤　

篤　

司

牛　

崎　

敏　

哉

俳　
　

句

山　

火　

律　

子

随　
　

筆

野　

中　

康　

行

長
谷
川　

か
よ
子

児
童
文
学

千　

葉　

留
里
子

佐
々
木　

昌　

子

荒　

田　

正　

信

川　
　

柳

徳　

田　

ひ
ろ
子

加　

藤　

典　

夫

熊　

谷　

岳　

朗

詩

松　

﨑　

み
き
子

伊　

藤　

豊　

志

兒　

玉　

智　

江

北　

原　

陽　

子

◇
実
行
委
員
会
事
務
局

　

事 

務 

局 

長
＝
坂
本　

誠
一
（
県
文
化
振
興
事
業
団
事
務
局
長
）

　

事
務
局
次
長
＝
佐
々
木
仁
志
（
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

孝
典（
県
文
化
振
興
事
業
団
総
務
部
総
務
課
長
）

　

事 

務 

局 

員
＝
長
野　

一
穂（
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
振
興
課
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

訓
・
千
葉　

達
也
・
久
保
田
幸
恵
・

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

宣
子
（
県
文
化
振
興
事
業
団
総
務
部
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑　

桂
子
（
県
芸
術
文
化
協
会
）

第71回岩手芸術祭実行委員会　収支予算書（最終予算）

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

科　　目 予算額 主　な　内　容

負担金 11,230 主催団体、巡回美術展開催市町

入場料 993 美術展入場料

諸収入 320 広告料、預金利子

繰越金 1,780 第70回会計より

計 14,323 

２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

科　　目 予算額 主　な　内　容

実行委員会 1,713 功労者表彰、新聞広告、印刷物製作

美術展 2,733 印刷物製作、会場使用料、部門負担金

巡回美術展 2,210 写真パネル製作、作品輸送、印刷物製作

小･中学校美術展 353 小中学校美術展協会負担金

巡回小･中学校美術展 31 　　〃

演劇 614 部門負担金

伝統芸能 738 　　〃

音楽 934 　　〃

舞踊 720 　　〃

演芸 362 　　〃

移動公演 469 　　〃

県民文芸作品集 1,076 選者謝金、賞金、作品集買上

文芸祭 381 部門負担金

予備費 1,989 

合計 14,323 
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事
務
局
日
誌
抄

〈
４
月
〉

　

１
日　

テ
ー
マ
作
品
募
集
開
始
（
応
募
締
切
５
月
31
日
）

〈
５
月
〉

　

10
日　

美
術
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　

舞
台
等
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　

11
日　

文
芸
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　

25
日　

第
１
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　

 

【
議
題
】
第
70
回
収
支
決
算
、
テ
ー
マ
募
集
、
第
71
回
開

　
　
　
　
　
　
　
　

催
要
綱
、
実
行
委
員
会
会
則
等
、
実
施
計
画
、

　
　
　
　
　
　
　
　

収
支
予
算
、
役
員
の
選
出
に
つ
い
て　

ほ
か

　

31
日　

美
術
部
門
事
務
局
員
会
議

〈
６
月
〉

　

22
日　

テ
ー
マ
選
定
委
員
会
（
テ
ー
マ
決
定
）

〈
７
月
〉

　

１
日　

作
品
等
の
公
募
要
項
配
布
（
美
術
展
、県
民
文
芸
作
品
集
、

　
　
　
　

声
楽
演
奏
会
、
ピ
ア
ノ
演
奏
会
、
小
・
中
学
校
美
術
展
）

〈
８
月
〉

　

１
日　

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
８
第
１
回
企
画
・
運
営

　
　
　
　

委
員
会

　

27
日　

美
術
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

　

28
日　

舞
台
等
部
門
事
務
局
員
会
議

　
　
　
　

文
芸
部
門
事
務
局
員
会
議

〈
９
月
〉

　

８
日　

美
術
展
作
品
受
付

　

９
日　

美
術
展
作
品
審
査
（
三
賞
決
定
）

　

10
日　

第
２
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　

 

【
議
題
】
開
幕
式
典
の
実
施
、
感
謝
状
贈
呈
候
補
者
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

い
て

〈
10
月
〉

　

６
日　

開
幕
式
典
（
功
労
者
表
彰
）・
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
日　

美
術
展
開
催
（
４
期
に
分
け
て
展
示
。
～
11
月
４
日
）

〈
11
月
〉

　

13
日　

巡
回
美
術
展
開
催
（
７
市
町
。
～
１
月
20
日
）

　

23
日　

美
術
部
門
表
彰
式
・
祝
賀
会

　

30
日　

小
・
中
学
校
美
術
展
開
催
（
～
12
月
２
日
）

〈
12
月
〉

　

８
日　

県
民
文
芸
作
品
集
第
49
集
刊
行

　
　
　
　

文
芸
部
門
（
県
民
文
芸
作
品
集
）
表
彰
式
・
祝
賀
会

〈
１
月
〉

　

９
日　

巡
回
小
・
中
学
校
美
術
展
開
催
（
４
市
村
。
～
２
月
25
日
）

　〈
２
月
〉

　

22
日　

舞
台
等
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

　

25
日　

文
芸
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

　

26
日　

美
術
部
門
第
３
回
実
行
委
員
会

　

27
日　

第
３
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　

 

【
議
題
】
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

収
支
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

〈
３
月
〉

　

１
日　

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
８
開
幕（
～
３
月
24
日
）

〈
４
月
〉

　

22
日　

会
計
監
査

　

30
日　

記
録
集
刊
行



─ 122 ── 123 ─

▲総合ポスターデザイン
小屋畑　勝夫

▲公募ポスターデザイン
小屋畑　勝夫

▲美術展ポスターデザイン
佐々木　海太郎

〈
編
集
後
記
〉

◆
芸
術
の
秋
を
彩
る
祭
典
と
し
て
県
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
岩
手
芸
術
祭
」
で
す
が
、
そ
の
準
備
は
４
月
の
テ
ー
マ
募
集
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、
そ
の
年
の
芸
術
祭
実
施

に
向
け
て
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
ア
イ
テ
ム
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ど
ん

な
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
る
の
か
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
こ
の
手
か
ら　

広
が
る
世
界　

繋
が
る
文
化
」

で
し
た
。
個
々
の
創
造
性
の
先
に
あ
る
未
来
、
を
想
い
な
が
ら
芸
術

祭
の
運
営
に
携
わ
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

◆
岩
手
芸
術
祭
の
開
幕
を
告
げ
る
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

10
月
６
日
、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
第
２
回
芸
術
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
も
同
時

開
催
さ
れ
、
多
く
の
県
民
に
芸
術
を
鑑
賞
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
も
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
様
々
な
芸
術
体
験
を
す
る
こ

と
は
、
個
人
の
可
能
性
を
広
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
岩
手
の
明
る
い

未
来
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。

◆
更
に
、
翌
１
月
20
日
に
は
、「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

宮
古
・

下
閉
伊
」
を
宮
古
市
民
文
化
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
地
域
の
文
化
催
事
と
連
携
し
た
内
容
で
、
県
立
宮
古
水

産
高
等
学
校
太
鼓
部
を
は
じ
め
、
沿
岸
地
区
の
多
く
の
芸
術
団
体
に

出
演
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

◆
各
方
面
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
今
年
も
こ
の
芸
術
祭
を
滞

り
な
く
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
事
務
局
と
し
て
た
い
へ
ん
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

◆
本
記
録
集
は
、
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
ど
な
た
で
も
閲
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
内
容
は
今
ま
で
通
り
、
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
の
実
施
報
告
書
と
し

て
作
成
し
、
今
後
の
資
料
と
し
て
も
御
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

種
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
公
募
要
項
、
入
賞
者
名
簿
、
講
評
・
選
評
等

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
、
関
係
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
今
後
の
県
民
の
芸
術
文
化
活
動
に
係
る
参
考
資
料

と
し
て
御
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
も
記
録
集
の
完
成
を
も
っ
て
一
切
の
事
業
が

終
了
し
ま
す
。
関
係
各
位
の
御
協
力
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。



　
　
「
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
」

発　

行　

日
＝
平
成
31
年
４
月
30
日

編
集
・
発
行
＝
第
71
回
岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会

（
〒
０
２
０

−

０
０
２
３
）

盛
岡
市
内
丸
13

−

１

第
71
回
岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会

（
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
総
務
部
内
）

電
話　

０
１
９
（
６
５
４
）
２
２
３
５

印
刷
・
製
本
＝
株
式
会
社
吉
田
印
刷

盛
岡
市
名
須
川
町
23
番
27
号

電
話　

０
１
９
（
６
２
５
）
２
３
２
３



第71回岩手芸術祭開催状況
事業名 期　　日 会　　場 入場料金 入場者数

開幕式典・
総合フェスティバル 10月６日㈯ 岩手県民会館／大ホール 無料 2,000人

総合フェスティバルin
宮古・下閉伊 Ｈ31年１月20日㈰ 宮古市民文化会館 無料 1,000人

美　

術　

展

１
期工芸／書道 10月11日㈭～10月14日㈰

岩手県民会館／展示室

300円

高校生以下
無料

3,973人

２
期

日本画／版画
／水墨画 10月18日㈭～10月21日㈰

３
期

写真／デザイ
ン／現代美術 10月25日㈭～10月28日㈰

４
期洋画／彫刻 11月１日㈭～11月４日㈰

巡
回
美
術
展

美術展入賞作品
（77点）

11月13日㈫～11月15日㈭ 一戸町コミュニティセンター

無料 1,277人

11月21日㈬～11月25日㈰ 奥州市文化会館

11月27日㈫～11月29日㈭ 山田町中央公民館

12月１日㈯～12月２日㈰ 久慈市文化会館

12月４日㈫～12月６日㈭ 釜石市民ホール

12月８日㈯～12月９日㈰ 岩泉町民会館

H31年1月18日㈮～20日㈰ 宮古市民文化会館
小
・
中
学

校
美
術
展

小・中学校
書写、絵画 11月30日㈮～12月２日㈰ 岩手県民会館／展示室 無料 2,562人

巡
回
小
・
中

学
校
美
術
展

小・中学校美術展
入賞作品（350点）

Ｈ31年
１月９日㈬～２月25日㈪

宮古市民文化会館など
４会場 無料 503人

演　
　
　

劇

「劇団しばいぬ」
公演

Ｈ31年
２月９日㈯～２月10日㈰ 盛岡劇場／タウンホール 1,200円

（1,000円）ほか 146人

映像フェスティバ
ル 11月11日㈰ もりおか町家物語館／浜

藤ホール
1,200円

（1,000円）ほか 52人

「劇団もしょこむ」
公演 Ｈ31年２月24日㈰ 釜石市民ホール／ホール

B
500円 （高校
生以下無料） 140人

「劇団我夢」公演 11月25日㈰ 奥州市文化会館／中ホー
ル 無料 325人

「The雲人」公演 12月23日㈰ 二戸市民文化会館／大ホ
ール

500円 （中学
生以下無料） 200人

二戸市民文士劇 10月20日㈯～21日㈰ 二戸市民文化会館 1,900円
（1,500円）ほか 1,192人

伝
統
芸
能

茶会 10月７日㈰ 河南公民館ほか 2,300円
（2,000円） 823人

吟詠剣詩舞道祭 10月14日㈰ 岩手県民会館／大ホール 無料 860人

謡と仕舞の会 11月４日㈰ 岩手県民会館／中ホール 無料 250人

華道展 10月５日㈮～８日（月・祝）岩手県民会館／展示室 300円 2,127人

邦楽のつどい 11月18日㈰ 岩手県民会館／中ホール 1,000円 305人

事業名 期　　日 会　　場 入場料金 入場者数

音　
　
　

楽

ソロと室内楽の調
べ 10月14日㈰ 岩手県民会館／中ホール 1,000円 211人

ピアノ演奏会 10月20日㈯ 岩手県民会館／中ホール 1,000円 300人

三曲演奏会 10月21日㈰ 岩手県民会館／大ホール 2,000円 864人

声楽演奏会 11月３日（土・祝） 岩手県民会館／中ホール 900円中学生
以下無料 290人

ギター音楽の夕べ 11月17日㈯ 岩手県民会館／中ホール
700円（500円）
中学生以下
300円

216人

吹奏楽演奏会 11月23日（金・祝） 盛岡市民文化ホール／大
ホール

1,000円（700円）
小学生以下無料 1,250人

合唱祭 12月２日㈰ 岩手県民会館／大ホール
1,000円（800円）
高校生以下
700円（500円）

700人

管弦楽フェスティ
バル 12月２日㈰ 宮古市民文化会館／大ホ

ール
1,000円高校
生以下無料 200人

舞
踊

洋舞発表会 10月28日㈰ 岩手県民会館／大ホール 3,000円
（2,500円） 1,303人

日本舞踊公演 11月11日㈰ 岩手県民会館／大ホール 3,000円 1,500人

演
芸

新舞踊発表会 10月21日㈰ 花巻市文化会館／大ホー
ル

2,000円
（1,500円） 1,120人

民謡まつり 11月４日㈰ 岩手県民会館／大ホール
2,000円

（1,500円）
高校生以下無料

800人

文　

芸　

祭

小説大会 10月28日㈰ 岩手県民会館／会議室 無料 11人

戯曲大会 Ｈ31年１月14日（月・祝）盛岡劇場／タウンホール 500円 12人

文芸評論大会 10月８日（月・祝） 岩手大学農学部一号会議
室

無料　懇親
会1,000円 11人

随筆大会 10月20日㈯ 岩手県民会館／会議室 無料 16人

児童文学大会 10月28日㈰ 岩手県民会館／会議室 無料 36人

詩の大会 10月20日㈯ なはんプラザ（花巻市） 1,000円 22人

短歌大会 10月13日㈯ 盛岡市勤労福祉会館 1,000円 118人

俳句大会 10月20日㈯ 盛岡市勤労福祉会館 1,500円 83人

川柳大会 10月21日㈰ アイーナ803号室（盛岡
市） 2,500円 110人

県民文芸作品集
第49集刊行

小説/戯曲･シナリオ/文芸評論/随筆/児童文学/詩/
短歌/俳句/川柳

12月８日
刊行 478人

移
動
公
演

新舞踊公演 11月25日㈰ サンホテル衣川荘（奥州
市） 無料 100人

民謡公演 12月９日㈰ 岩泉町民会館 無料 400人

新舞踊公演 12月９日㈰ 一戸町コミュニティセン
ター 無料 98人

※料金の（　　）内は、前売り料金



美 術 展 応 募 点 数 県民文芸作品集応募点数

部
門

市町村名

日

本

画

洋

画

版

画

彫

刻

工

芸

書

道

写

真

デ
ザ
イ
ン

現
代
美
術

水

墨

画

計

小

説

戯

曲

文
芸
評
論

随

筆

児
童
文
学

詩

短

歌

俳

句

川

柳

計

盛　
　
　

岡

盛 岡 市 11 41 23 9 13 88 81 35 20 48 369 5 2 4 17 2 36 34 62 13 175

八 幡 平 市 1 1 1 3 2 2

滝 沢 市 1 8 2 12 5 3 2 8 41 1 2 1 3 4 2 1 14

岩 手 町 1 1 4 6 1 1 1 1 2 6

雫 石 町 7 1 1 9 1 1 1 3

葛 巻 町 1 2 3 3 3

紫 波 町 1 7 2 2 10 4 3 29 1 6 3 10

矢 巾 町 5 5 2 3 4 2 4 1 26 2 2

小　計 18 71 29 14 15 116 98 42 22 61 486 8 3 4 20 4 39 40 78 19 215

中　
　
　

部

花 巻 市 2 8 1 9 6 11 1 2 5 45 4 1 13 3 7 6 21 14 69

遠 野 市 4 6 2 2 1 15 1 1 1 3

北 上 市 6 3 2 5 4 4 6 30 1 7 7 25 1 41

西 和 賀 町 0 1 1

小　計 2 18 3 3 20 12 13 1 7 11 90 4 1 0 15 3 14 13 48 16 114

県　
　
　

南

奥 州 市 2 13 3 2 2 6 2 1 1 32 1 3 1 1 7 20 4 37

金 ケ 崎 町 1 1 3 1 7 11

一 関 市 2 13 1 1 1 3 1 18 40 4 3 8 3 18

平 泉 町 1 1 1 1 4 1 1

小　計 5 27 4 3 3 10 4 1 1 19 77 1 0 0 6 2 5 10 36 7 67

沿 

岸 

南 

部

大 船 渡 市 2 1 1 1 3 8 1 4 5

陸前高田市 2 1 3 1 2 1 4

住 田 町 0 1 1 2

釜 石 市 11 2 2 4 4 5 1 29 1 1

大 槌 町 1 1 2 4 1 1

小　計 0 12 2 0 2 8 6 8 1 5 44 0 0 1 1 0 6 1 2 2 13

美 術 展 応 募 点 数 県民文芸作品集応募点数

部
門

市町村名

日

本

画

洋

画

版

画

彫

刻

工

芸

書

道

写

真

デ
ザ
イ
ン

現
代
美
術

水

墨

画

計

小

説

戯

曲

文
芸
評
論

随

筆

児
童
文
学

詩

短

歌

俳

句

川

柳

計

宮　
　
　

古

宮 古 市 2 21 1 2 17 6 2 1 52 1 2 2 5 1 4 4 19

山 田 町 12 1 2 15 1 1 2

岩 泉 町 1 3 4 2 1 1 4

田 野 畑 村 2 1 4 7

小　計 14 25 1 0 5 18 8 4 2 1 78 1 0 0 2 2 5 4 6 5 25

県　
　
　

北

久 慈 市 5 5 10 1 1 2 8 2 14

洋 野 町 1 1 2 4 6

野 田 村 0 1 1 2

普 代 村 0 1 1 2

二 戸 市 11 3 1 1 16 1 1 2

一 戸 町 2 1 1 1 5 1 1

軽 米 町 5 1 6

九 戸 村 0

小　計 0 23 0 0 0 6 7 0 1 1 38 1 1 0 1 0 0 4 12 8 27

県　　　外 3 4 3 2 1 2 15 2 2 1 12 2 3 4 26

合　　　計 39 179 39 24 48 172 136 57 34 100 828 17 7 5 46 11 81 74 185 61 487

第71回岩手芸術祭市町村別応募作品数一覧


